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「紘ひろ斗とー、起きてるー？　詠えい介すけくんが来てるんだけど、部屋に上がってもらう？　それともあんたが下に来るー？」

　講義のない土曜日の朝食後、バイトの時間まで二度寝しようとベッドに潜もぐったとき、階下から聞こえてきた姉の声に谷や地ち紘斗は薄目を開けた。

「……詠介が？　……どうしたんだろ……」

　隣に住む檜ひ山やま詠介が家に来るのは久しぶりのことだった。

　二歳年下の詠介はこの春大学生になった十八歳の幼おさな馴な染じみである。

　小さな頃は近所に年の近い男の子がほかにおらず、必然的にいつも一緒に遊んでいたが、ふたりの共通項は「家が隣」「性別男子」の二点だけで、容姿、性格、家族構成、親の納のう税ぜい額、家の敷地面積など諸もろ々もろ相違点があった。

　詠介の父親は在宅医療機器の販売・リース会社を経営しており、庭にテニスコートがあるような豪邸に親子三人で住んでいる。

　一方紘斗は父親が早くに病気で亡くなり、美容師の母親と、姉ふたりと祖母と未婚の叔母の六人家族で、庭に物干し竿ざおしかない庶しょ民みん的てきな暮らしをしている。

　また外見は、母親似の女顔で百六十二センチから一ミリも伸びず、ふたりの姉と並んでも埋まい没ぼつする小柄な紘斗に対し、詠介は父親似の長身とテニス部で培つちかった程良い筋肉のついた立派な体たい軀くの持ち主である。

　見た目は精せい悍かんな男前の詠介だが、性格は金持ちの一人息子にしては高こう慢まんでも我わが儘ままでもなく、むしろ内気で人見知りで、幼少期はやんちゃな紘斗の後を「紘兄ちゃん、紘兄ちゃん」と泣きながらついてまわり、末っ子で男兄弟のいない紘斗がマメに弟分の面倒をみたものだった。

　中学高校になると紘斗は地元の公立校に進み、詠介は名門私立男子校に進学した。テリトリーやつきあう友人も別々になり、昔のようにいつも一緒ということはなくなったが、詠介は勉強漬けの日々の癒いやしにちょくちょく谷地家を訪れて、飼い猫のブッチーを愛めでながら紘斗と他た愛わいない話をして帰っていくのが常だった。

　が、二年前の夏、紘斗が大学一年で詠介が高校二年のある日の出来事を境に、詠介の足はふっつりと谷地家から遠のいた。

　紘斗が当時つきあっていた相手と自室で人目を憚はばかる行為に及んでいるところを偶然詠介に見られてしまったからである。

　しかも相手は同性で、真面目で初う心ぶですれたところのない詠介にとって「幼馴染のお兄ちゃんがゲイだった」という事実は受け入れがたい衝撃だったらしい。

　自分の性指向が同性にあることを紘斗は小学生の頃に気づいたが、誰にも言えずにひとりで悩み、ひとりで折り合いをつけて受け入れることに決め、家族にも友人にも打ち明けてはいなかった。

　一番気の合う幼馴染にももちろんほのめかすことすらしていなかったので、不意打ちで知ることになった詠介には許容オーバーだったらしく、露ろ骨こつに嫌けん悪おの言葉を吐かれたりはしなかったが、それ以来距離を置かれるようになった。

　どうせいつかバレるなら最悪の形ではなく自分からソフトに伝えたかったが、時すでに遅く、大事な幼馴染に拒絶されることになってしまい、（やっぱりこうなったか……）と内心淋しく傷ついた。

　でも、いくら長年親しくしていてもたやすく理解を示してもらえる事柄ではないとわかっていたし、相手を薄情だとか狭きょう量りょうだと思うほうが筋すじ違ちがいだと自分に言い聞かせた。

　事情を知らない紘斗の家族は、それまで足繁く訪れていた詠介が急に遊びに来なくなったことを不思議がったが、

「そろそろ本格的に受験勉強に専念しなきゃいけないんじゃないの。詠介は将来株式会社ＨＩＹＡＭＡを継ぐんだし、ハクのつく大学行かなきゃいけないんだから、うちでブッチーとのんびり休憩してる暇なんかないんだよ」

　と、もっともらしいことを言って誤ご魔ま化かした。

　以降、詠介とはたまに近所ですれ違うと、お互いどことなくきまり悪げに挨あい拶さつだけして通り過ぎる関係が続いていた。

　そんな詠介が久々に訪ねてきたと聞き、

（……どうしたんだろ、ずっと寄りつかなかったのに。このままフェードアウトでもしょうがないと思ってたけど、あれからもう結構経たつし、『世の中そういう人もいる』って納得がいって、そろそろ普通に話くらいしてもいいっていう心境になったのかな……）

　と思いながら紘斗はベッドから身を起こす。

「ゆり姉、詠介に俺の部屋に来てもらって」

　二番目の姉のゆりかにドア越しに叫び、急いで上掛けを直して足元の本やＢＤを適当に重ね、出しっぱなしだった服をクローゼットに放り込む。

　この部屋での行為を見られたことがきっかけで関係がぎくしゃくする羽は目めになったので、同じ場所に招きいれるのは内心気まずかったが、まもなく聞こえたノックの音に、

「……えっと、入れよ、詠介。あんま片付いてないけど」

　と、あえてここ二年のブランクはなかったように普通の口調を装よそおうと、

「……紘兄、ごめん、急に来て……」

　と詠介もブランク前と変わらない遠慮がちな態度で長身を竦すくめておずおず入ってくる。

　外見は凜り々りしく成長しても、中身は内気なまま育った詠介は、ゆうに紘斗を見下ろすほど体格が逆転した後も弟分として低姿勢な態度を取る。

「急なのは別にいいけどさ、珍しいじゃん」

「……あ、うん、……その、ちょっと、紘兄に相談したいことがあって……」

「……え。なに、相談って」

　こちらへ向けてくる相手の視線や態度からは、長らく避けて寄りつかなかった割にはゲイの幼馴染に対する抵抗感や拒否感のようなものは感じとれなかった。

　それよりも、いまはなにかほかに囚とらわれている悩み事があるらしく、詠介は整った面おも差ざしを翳かげらせ、大きなスポーツバッグをかけた広い肩もこころなしかしょぼんと落ちているように見える。

「……どうしたんだよ、詠介。元気ないじゃん。なんかあったのか？　……とりあえず座れよ、話聞くから」

　性癖を疎うとまれている相手に普通に接していいものか迷う気持ちもあったが、いまは兄貴分として弟分の憂うれい顔の理由が気にかかる。

　ひとまず座らせようと肩からスポーツバッグを下ろすのを手伝うと、なにが入っているのか異様にずしりと重かった。

「……なに、この荷物。中になに入ってんの、これ。……おまえ、まさか入学早々なんかマズいことでもやらかして、家出する気とかじゃねえよな？」

　これまで年相応の遊びもやんちゃもせず、脇わき目めもふらずにひたすらガリ勉して難関大に合格したばかりなのに、この思いつめた様子はなんなんだ、と紘斗が焦あせって問いただすと、

「いや、別に家出なんかしないし、マズいことってわけじゃないんだけど……ちょっと俺的に対処困難な事態に陥おちいってて……。紘兄にはここずっと不義理してたのに図ずう々ずうしいんだけど、紘兄しか頼れる人もいなくて……」

　と歯切れ悪く言いながら詠介は床に正座をし、突然がばりと紘斗に頭を下げた。

「紘兄、お願いがあります。なにも言わず、どうか俺とデートしてください！」

「……は？」

　真顔で意味不明の懇こん願がんをされ、紘斗は呆あっ気けにとられてぽかんと口を開ける。

「……え、デート？　って、なんで？　なにわけわかんないこと言ってんだ、おまえ。なにも言わずって、言うに決まってんだろうがよ！　なんでノンケのおまえが俺とデートなんて……おいおまえ、久々に顔出したと思ったら、変な冗談言って俺のことからかいに来たのかよ！」

　たしかに俺はゲイだけど、こんなふうにネタ扱いみたいにされるのは心外だから、とキッと睨みつけると、詠介は驚いたように目を瞠みはり、慌てて首を振った。

「まさか、違うよ、紘兄をからかうなんて、そんな大それたこと俺がするわけないじゃん。紘兄の性癖はいま全然関係なくて、一番の問題は俺のコミュニケーションスキルが低すぎることなんだ」

　よくわからない弁解をしながら詠介は傍かたわらのスポーツバッグを開き、

「ほんとに冗談なんかじゃなくて、紘兄にしか頼めないから真剣に頼んでるんだ。一応参考文献で勉強したんだけど、これだけじゃ全然ダメだと思って」

　と中から膨ぼう大だいな量の本を取り出す。

「なんだよ、これ」

　付ふ箋せんが大量に貼られた派手なフォントの本のタイトルを検あらためると『本気でモテたいならこれを読め！』『読むだけで誰でもモテ男になれる本』『図解モテデビューへの道』『今からおまえを雅まさ治はるよりモテる男にしてやるぜ』『初デート完全攻略ガイド』『恋愛ビギナーのための必勝マニュアル』『女心がエスパー並みにわかる本』『もう一度会いたい男と二度と会いたくない男』『こんな男に抱かれたい！　女子の本音大公開』『モテないのにはワケがある　非モテ男子がやりがちなＮＧ実例集100』……などなど、これでもかと表紙に躍おどる『モテ』という文字を紘斗は無言で見下ろす。

「……おまえ、モテたいのか」

　二年ぶりに、しかも朝っぱらから深刻な顔してやってくるから何事かと思ったら、悩み事はこんなことかよ、心配して損した、と脱力していると、詠介はぱあっと赤面して片手を激しく振る。

「いや、そんな、積極的にモテたいというわけでは決してないんだけど」

　あたふたと否定する詠介を紘斗は醒さめた目つきで見やり、

「嘘つくなよ。今更取とり繕つくろっても遅いんだよ。どう見たって超モテる気満々じゃん、こんなどっちゃり付箋つけてモテ本読どく破はしちゃって」

　そりゃあいくら内気で人見知りでもモテたい年頃だろうし、詠介は中学からずっと男子校で彼女作るチャンスもなかったから、大学デビューしたい気持ちもわかるけど、俺に男女交際について相談されてもろくな回答できないってわかってるだろうに、と内心しらけた気分になっていると、詠介は赤面したままもじもじ言った。

「……その、不特定多数にモテたいとかはほんとに微み塵じんも思ってないんだけど、実は先週、生まれて初めて合コンというものに誘われて、どんなものか一度は経験しとくべきかと思って参加してみたんだ。けど俺、女の人って母親と谷地家のみなさんくらいしか口きいたことないし、他校の女子なんて、もうめちゃくちゃ緊張してほとんど固まってただけで、なんか聞かれたことにうんとかすんとか答えた気がする、ぐらいの記憶しかなくて…、でも最後にみんなで連絡先交換したら、鷗おう女じょの原はら田だ亜あ美みさんって人が、どういうわけか『檜山くんのこと素敵だなと思いました。もっとよく知り合えたら嬉しいなと思ったので、よかったら今度ふたりで会いませんか』ってメールくれて、それでなんか来週ほんとにふたりで会うことになっちゃったんだ……」

　なにやら池のほとりに釣つり竿ざおがあったのでつい糸を垂たらしたらうっかりビギナーズラックで釣れてしまい、捌さばき方もわからずうろたえているといった風ふ情ぜいの詠介に紘斗は苦笑を洩らす。

「なんだよ、モテマニュアルなんか読まなくてもちゃんとモテてんじゃん、おまえ」

　鷗女ってお嬢様女子大だし、顔は美人系か？　それとも可愛い系？　とさして興味もないが一応聞いてやると、詠介はしばし考えこみ、

「……えっと、超緊張してたから、顔とかよく覚えてない……。けど、後で女子のレベル全員高かったって一緒に行った友達が言ってたから、そうなのかも……」

　と頼りないことこのうえないことを言う。

　まあでも、昔は金魚のフンみたいにまとわりついていたチビの詠介がいっちょまえに合コンだのデートだのに行くようになったのか、と兄貴分として感かん慨がいにふけりつつ、

「普通なら合コンビギナーはデートに漕こぎ着けるまで相当苦労すんのに、おまえ顔と頭がハイレベルでよかったな。女子のほうからまた会いたいって誘ってくるのって、結構本気でおまえとつきあってみたいと思ってると思うよ。せっかくのモテ期到来のチャンスなんだから、気合いれて頑張ってこいよ」

　他ひ人と事ごとなので適当に励はげますと、詠介はビクッと身を強こわばらせ、困惑した表情で俯うつむく。

「……が、頑張れって言われても、俺女子に免めん疫えきなさすぎて、どう頑張ればいいのか全然見当つかないんだよ。女子の正しい取り扱いとか基本からわかんないし、文献読んでイメトレしようにも経けい験けん値ちゼロだから、ちゃんと本番で実践できるかどうか全く自信ないんだ。こんな状態でデートに臨のぞんだら絶対テンパっちゃって、やっちゃいけないＮＧ全部やらかして『二度と会いたくない男』認定されるに決まってる……」

　正座をしたままうなだれる詠介の弱気をなんとか盛り立てようと、

「いや、大丈夫だよ、そんなビビらなくても。相手が女子だからって特別気き負おうことないって。おまえ、俺とは普通にしゃべれるじゃん。女子の前でも俺とか男友達といるときみたいに自然体でいろよ。おまえは上品なお母さんしか知らないから女子に夢持ったままかもしれないけど、女子だって芋いも食いすぎればメロディアスな屁へもこくし、人前では可愛くしてても家では大抵小汚いし、内輪だとどす黒いことも言うし、餃ぎょう子ざ食べてゲップすれば薔ば薇らの香りじゃなくちゃんとニンニク臭しゅうがする普通の生き物なんだから、鷗女のお嬢だろうが特別視しないで気楽に行けって」

　各世代取り揃えた女系家族の中で二十年暮らす者として率直なアドバイスをすると、詠介は数瞬押し黙り、「……紘兄が言うならそうなのかもしれないけど」と口ごもる。

「でも、やっぱり気楽になんて無理だよ。紘兄は女ばっかりの家族の中で揉もまれてるから生身の女子に慣れてるだろうけど、男子校出身で女のきょうだいも従い姉と妹こもいない俺にとっては、女子は地球外の惑星から来た未知の生命体に等しいんだ」

　詠介は沈ちん鬱うつな表情で目の前のモテ本を手にとると付箋のついたページを広げた。

「マニュアルにはビギナーのデートはアウェーじゃなくホームで勝負って書いてあるんだけど、俺、学校周辺と家の近所以外、すべてのデートスポットがアウェーだし、『こまやかな気遣い力と会話力がポイント』とも書いてあるけど、俺、こないだの合コンで気のきかなさとトーク力のなさがハンパないって自覚したんだ。友達は結構てきぱき料理取り分けたり、グラス空あいてる子にすぐ気づいて追加オーダーしたり、誉ほめまくったり笑いとったりしてたんだけど、俺なんかただ雰囲気に飲まれてぼけっとしてただけだった。きっとそういう気遣い要員とか盛り上げ要員がいないふたりだけのデートだと、俺のボンクラぶりが目立っちゃうと思う……」

「……んー、まあたしかにボンクラよりは気がきくほうがいいと思うけど」

　でも、女子の世界は不条理な判定が罷まかり通とおるし、ボンクラでも顔で許されるケースもあるから、たぶん詠介の場合はボンクラさが育ちの良さに変換されて弾だん劾がいされずに済むケースなのでは、と分析しつつ、紘斗は適当なアドバイスを続ける。

「平気平気、女子への気遣いなんて慣れだから、実地で覚えればいいじゃん。ほんとに気がきかない奴ってそもそも気をきかそうって発想自体がないけど、おまえは自分が気がきかないって自覚して努力する気がある分だけ伸び代しろあるよ」

「……そ、そうかな……」

「うん、大丈夫」

　ダメな子は誉めて伸ばしてやらないと、と思いながら紘斗は励ますように頷く。

「それに必ずしもマニュアル通りにしなきゃモテないとは限らないし。人の好みなんてそれぞれだから、ボンクラ系にあれこれ世話焼くのが好きな子もいるだろうし、おしゃべりな男より物静かな男が好きっていう人もいるから、そんなマニュアル一いっ辺ぺん倒とうじゃなくて、おまえらしさで勝負してもいいんじゃないの」

　自分の好みも若くて活いきのいい男より、父親ほど年の離れた人だし、「大多数の支持」とか「一般的には」という文もん言ごんでくくれない側に属するタイプもいるから、と思いつつ紘斗はモテ本の表紙をピンと指で弾はじく。

「マニュアルは参考程度にして、おまえが普段人にしてもらったら嬉しいと思うことを相手にしてあげれば充分じゃねえの。細かいデートテクなんか暗記しなくても、相手に思いやりを持てばちゃんと感じよくできるって。それに好きになっちゃうと相手の欠点とかたいして気にならないもんだしさ。もしデートでなんかしくじっても『ごめん、俺、こういうの慣れてなくて…、でも次から気をつけるから』とか初うい々ういしさでボンクラさをカバーすればなんとかなるよ」

　元々まったくその気のない相手に一からアプローチするわけではなく、すでに多少好意を持って連絡をくれた相手とのデートなんだから、よっぽどの失しっ態たいをしない限り普通に進展していくのでは、と思いつつ励ますと、詠介はますます追い詰められた表情で力なくこうべを垂たれた。

「……そんな風に女子とナチュラルにやりとりできるスキルがあったら最初から頼みに来てないってば。好きとか思うには、よく話をして中身を知り合わなきゃいけないのに、俺のいまの実力じゃとてもそこまで女子と会話が成立しないと思う。一度も女子とふたりで出かけたことないし、なに話したらいいかもわからないのに、緊張せずトークを弾はずませてデートを完かん遂すいするなんて難しすぎて、エンジェルフォールからバンジージャンプしろって言われたほうがまだできるかも……」

　極端な喩たとえに（そこまで……？）と言葉に詰まっていると、詠介は唇を嚙みしめて伏せていた目を上げ、

「……だから、また最初のお願いに戻るんだけど、本番のデートの前に、紘兄に本番さながらの予行練習につきあってほしいんだ」

　どうかお願いします、と再びがばっと土下座され、紘斗は困惑して相手のつむじを見下ろす。

「……いや、だから、なんでその練習相手が俺なんだよ……？」

　事前にデートのリハーサルをすれば本番時に安心できて度胸がつくなら好きにすればいいが、女子に対する免疫のなさを克こく服ふくするための練習相手が男の自分ではまったく意味がないと思う。

「……おまえの切羽詰まり具合と必死さはよくわかったけど、どう考えても対策がおかしいだろ。すこしでも女慣れしときたいなら、本物の女子と練習しなくちゃダメじゃん」

　当たり前の指摘をすると、詠介はふるふると首を振る。

「いや、だってこんなこと頼めるような女友達一人もいないし、ほかのよく知らない人だと、また新たに緊張しちゃって平常心でデートの予行なんかできないもん。それに紘兄は背もちっちゃくて顔も綺麗だし、薄目で見れば充分女の子に見えるから、『この人は女子だ、ヒロカさんだ！』って思い込めば全然大丈夫」

「……おい、なに言ってんだ、おまえ」

　誰がヒロカだよ、全然大丈夫じゃねえよ、と紘斗は大きく溜息をつき、

「百歩譲ゆずってデート場所の下見くらいならつきあってやってもいいけど、おまえに女子扱いされながら仮想デートするなんて、そんなアホらしくてめんどくさいことやりたくない。…だって、『檜山くぅん、ごめーん、待ったあ？』とか『わぁ、これ美お味いしいよ。ひと口食べてみる？　はいアーン、…エヘ』とか『キャッ痛っ、目になんか入っちゃった。…ちょっとこっちの目、見てくれる…？』とか『檜山くんの手、おっきいね。ちょっと当ててみてもいい？　わぁビックリー、指の長さこんなに違ーう』とか、なんかデートで浮かれた女子がやりそうなこと、おまえ相手にやってやんなきゃいけないんだろ？」

　亜美ちゃんとやらがどんなタイプの女子かわからないが、いかにもきゃるんとしたモテ系女子がやりそうなベタなセリフを甘ったるい口調で演じると、詠介はやや目を瞠ってぽっと頰を染めた。

　その反応に紘斗は呆あきれて目を眇すがめ、

「おいおまえ、チョロすぎにも程があんだろ。こんなブリブリの小芝居くらいでまんまとキュンとしたみたいな顔してんじゃねえよ。本物のモテ系女子なんかどんだけ男の前で女優になると思ってんの。こんなもんじゃねんだぞ。天然のふりして全部計算ずくだからな。涙だって自由自在にボロボロ流せるんだぞ。可愛い顔してほんとに恐ろしい奴らなんだからな、モテ系女子は」

　まったく、ここまで純真というか無知というか、童貞感モロバレの初心っぷりでほんとに大丈夫か、亜美ちゃんが百戦錬れん磨まの小悪魔系肉食女子だったらどうすんだ、と心配になる。

「……だ、だって、紘兄が急にかわいこぶるから、びっくりして……」

　詠介は耳たぶを赤くしてぼそぼそ言い、おもむろに居住まいを正すとじっと紘斗の瞳を見つめ、しばし溜めてから口を開いた。

「……紘兄、めんどくさいこと頼んでほんとに悪いと思ってる。けど、前に約束してくれたじゃん。あの夏休みの…俺が紘兄の、意図せずプライバシーの侵しん害がいしちゃった日に、『さっき見たこと誰にも言わないって約束してくれ。おまえが約束守ってくれたら、この先おまえがなんかピンチになったとき、俺にできることならなんでもしてやるから』って言ったよね。俺ずっと約束守ってるし、この先も守るよ。だから、今回は俺のピンチに協力してよ」

「……」

　いまそれを持ち出すか、と言葉に詰まる紘斗に向かって詠介が三たび頭を下げたとき、ノックの音がして姉のゆりかが「入るよー、アイスコーヒー持ってきた」とトレイを片手にドアを開けた。

　ゆりかは土下座する詠介の姿に驚いて、

「ちょっと、なにやってんの？　どうして詠介くんが紘斗に謝ってんの？」

　やっぱあんたたち、昔ケンカかなんかして、今頃紘斗が詠介くんに詫わびいれさせてるわけ？　と事実無根の言いがかりをつけられ、紘斗は急いで首を振る。

「いや、違うって、別にケンカなんかしてないし、謝ってるわけじゃなくて、詠介が俺に妙な頼みごとしてるだけだから」

　どういうこと？　と中に入ってきてそばに座ったゆりかを意識して詠介はやや横に身をずらす。弾みで片かた膝ひざに本が当たり、詠介はハッと息を飲んで目の前に並ぶ色とりどりのモテ本をゆりかの視界から隠そうと慌ててバッグにしまいこむ。

　目ざとく盗み見たゆりかは「ん？　デートマニュアル？」と呟いてキラッと瞳を輝かせ、

「なになに詠介くん、彼女ができたの？　久々に来たと思ったら紘斗にそれ相談しに来たんだ？　ね、どんな子？　可愛い？　性格は？　いつからつきあってるの？」

　と興味津しん々しんで矢や継つぎ早ばやに追及しだす。

「え、あ、いや、あの、まだ全然そこまで行き着いてなくて、初しょ手てからどうしたらいいのかわからなくて困ってて、それで紘兄の助けを借りようと思って……」

　しどろもどろに言いながら詠介は目で紘斗に助けを求めてくる。

　ほんとにこんなに生身の女子に弱くてどうすんだ、と呆れつつ、紘斗はアイスコーヒーを啜すすりながら姉に経けい緯いを説明した。

「…ってわけで、詠介はあまりにも女子慣れしてないから、初デートで大恥かくんじゃないかってビビってるわけ。本番前にリハーサルしたいっていうんだけど、ゆり姉、ちょっとつきあってやってくんない？　俺を無理矢理女子と思い込んで練習するってアホなこと言うんだけど、ほんとの女子じゃなきゃまともな練習にならないしさ。ゆり姉がダメならさや姉に頼むけど」

　二十八と二十五の姉たちでは女子大生の代わりというにはややとうが立っているが、自分とデートするよりはよほど実戦に即した練習になるだろうと提案すると、詠介がぎょっと目を見開いてぶんぶん首を振る。

「ちょっ、紘兄、なに言いだすんだよ。ダメだよ、いきなりハードル上げないでよ。本番で緊張しないために予行したいのに、ゆりかさんかさやかさんが相手の模も擬ぎデートなんて、本番よりもっと緊張しちゃって全然練習にならないよ……！」

　慌てふためいて却下する詠介に紘斗は眉を顰ひそめ、

「なんでだよ、姉ちゃんたちなら昔から知り合いなんだから、そんな緊張することないだろ。亜美ちゃんと近い年の女子のほうがいいならクラスメイトかバイト仲間の子に頼んでやってもいいけど、それだとまた人見知りするから無理とか言うだろ、おまえ」

　だから姉ちゃんあたりが妥だ当とうじゃん、とまとめようとすると、詠介は大きな上うわ背ぜいを縮ちぢこめてチラとゆりかに視線を走らせ、サッと目元を赤くして目を逸そらす。

「いや、全然妥当じゃないよ。めちゃくちゃハードル高いよ。こんな近くでゆりかさん見るの久しぶりだけど、なんかすごい大人の女性って感じで、昔遊んでくれたゆり姉ちゃんとは別人みたいだもん。俺みたいなへっぽこなビギナーのデートの練習につきあわせたりなんて、そんなおこがましいことできないよ」

　俺ならおこがましくないのか、よっぽど変なこと頼んでるくせに、と紘斗が思ったとき、ゆりかがくすっと笑いながら言った。

「しょうがないな。いいよ、私がつきあってあげても。初デートに備えて予習するっていう発想がガリ勉っぽくて面白可愛いし、詠介くんは私にとっても弟みたいなものだしね。デート中の好感度の高い振る舞いを仕込んであげればいいんでしょ？　任せて、ビシビシダメ出ししてあげるから」

「え、ビシビシ……？」

　サァッと蒼そう白はくになる詠介の表情にプッと噴き、紘斗はゆりかに釘くぎをさす。

「いや、そんなスパルタじゃなくていいよ、詠介はガラスハートのビギナーなんだから。いまでさえビビリまくって不安で心折れそうになってるのに、本番前に立ち直れなくなったら困るだろ。最低限押さえとくべきポイントだけ優しく教えてやって」

　お手柔らかな指導を頼むと、

「わかったわ。じゃあ詠介くん、いつにする？」

　と、ゆりかはこめかみにうっすら動揺の汗を滲にじませている詠介に問いかけた。

「……あ、えっと、本番が来週の土曜日なので、できたら明日とかは、どうかと……」

「え、明日？　ごめん、明日はダメだわ。ほんとの彼氏とデートだから」

　ゆりかが申し訳なさそうに両手を合わせると、詠介は目に見えてほっとした顔になり、「そ、それじゃダメですよね……。すいません、急に頼んで」と、あっさり引き下がる。

「ごめんね。たしかさやちゃんも明日は予定があるって言ってたし、誰か空あいてる友達に声かけて頼んであげようか」

「いや、それはほんとにお姉さんたち以上に無理なんで……！」

　と詠介は悲痛な声で首を振る。

　ゆりかは数秒考えてから紘斗に向かって言った。

「じゃあ紘斗、やっぱり今回はあんたが詠介くんの初デート対策に協力してあげなよ」

　あんたは明日なんの予定もないし暇でしょ、と決めつけられ、紘斗は口を尖とがらせる。

「……別に暇じゃないし。老人福祉論のレポートやろうと思ってたし。それに俺とじゃ予行の意味ないってさっきから言ってるだろ」

　正論を返したのにゆりかは聞く耳も持たず、

「だってしょうがないでしょ、ほかに適任いないんだから。詠介くんの女子慣れしてなさは常識レベルをはるかに超えてるし、ぶっつけ本番よりは予行しといたほうがちょっとはマシになると思う。けど、あんた以外の相手じゃ超人見知りしちゃうんだから、あんたが協力してあげるしかないじゃない。大丈夫、ちゃんと女子大生に見えるように女装させてあげるから」

　こともなげに言うゆりかに紘斗は目を剝むく。

「は？　女装!?　なに言ってんの、やだよ、なんで俺がそんなこと……！」

　断固拒否する紘斗にゆりかは撤てっ回かいするどころか姉の強きょう権けんをふりかざし、

「いいじゃない、一回くらい。昔はよくあんたに女の子の服着せて三姉妹ごっことかしたでしょ。いまでも充分化けられるわよ、あんた私と足のサイズ一緒だし、ファンデなしでも憎たらしいくらい美肌だし。とにかく、幼馴染のたっての頼みなんだから、私たち姉弟でなんとか詠介くんの初デートを成功させてあげようよ」

　そんなの自力でなんとかしてもらわなきゃ困る、と反論する前に、ゆりかが今度は詠介に向かってきっぱり言った。

「詠介くんも純情なのは可愛いんだけど、程度ってものもあるからね。せっかくイケメンなのに度を超してオドオドしてるとキモメンに見えちゃうよ。自信なさげな態度は頼りなさそうでマイナスだから、ちゃんとリハーサルで女子慣れしておいで。私が紘斗を完璧に女子にしか見えないように頑張って変装させるから、詠介くんもしっかり予行頑張るのよ」

「……は、はい、できる限り努力します……！」

　ちょっと待て、と引ひき攣つる紘斗をよそに、姉と幼馴染は勝手に妙なタッグを組んでしまう。

　お節せっ介かいで横暴な姉と昔の口約束を楯たてにする幼馴染のせいで、紘斗は女装でデートの予行につきあわされることになってしまったのだった。
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「……おい、なに無視してんだよ。相手が来たら『やあ、こんにちは』とか『今日はよろしくお願いします』とか、まずは挨あい拶さつから始めなきゃだろ」

　そんなとこから指導しなきゃいけないのかよ、と思いつつ、紘ひろ斗とは改札前に立っていた詠えい介すけのそばによたよたと歩み寄る。慣れないヒールのせいで足元がおぼつかないのである。

　今日は本番さながらの予行にするために、隣に住んでいるのにわざわざ最も寄より駅で待ち合わせをした。

　Ｖネックの白いカットソーにジーンズ、上は紺のジャケットというシンプルな装よそおいで改札に佇たたずむ詠介を見つけ、さすがに『檜ひ山やまくぅん、待ったあ？』と本当にやるのは抵抗があり、片手を上げて合図すると無反応にスッと視線を伏せられた。

　なんだよ、こんなかっこさせられて一番恥ずかしいのは俺なのに、見なかったフリでスルーしてんじゃねえ、と紘斗はムッとして、人待ち顔で立っている詠介に「ちゃんと挨拶しろよ」と叱しっ責せきする。その途端、「えぇっ!?」と詠介は頓とん狂きょうな声を上げ、

「……え、う、嘘、紘兄？　……マジで？」

　と、目と口を極限まで開けて声を絞しぼり出だした。

　なんだこいつ、俺のこと俺だって気づいてなかったのかよ、トロくさい奴め。気づいたけど気色悪くて目を逸そらしたのかと思っただろ、と心の中で毒づき、

「そんなオーバーに驚いてんじゃねえ。誰のせいでこんなかっこしてると思ってんだ。もしどっかでばったり知り合いに会っても、チラッと目が合ったくらいじゃ気づかれないように目いっぱい変装させてくれってゆり姉に頼んだら、こんなふうにされちゃったんだよ」

　恥ずかしいのでぶーぶー文句を言うと、詠介は驚きょう愕がくに目を見開いたままみるみる頰を赤らめた。

「……そ、そうなんだ。いや、あの、いま目の前でよく見ればもちろんわかるけど、最初見たときほんとにわかんなかった……！　なんで知らない女の子が俺に手振ってんのかなとか思って……だって、なんなのそれ、髪長いじゃん……！」

　赤面しておろおろしながら髪を指差す詠介に紘斗は仏ぶっ頂ちょう面づらで、

「ヅラだ。おかんの美容室から借りた」

「へ、へえ、かぶりものなんだ……、けど、すごい自然で全然偽物じゃないみたいだね…。そ、それに、なんか睫まつげも増えてるし……」

「つけまつけられた。視界の上のほうが暗いし、瞬まばたきすると重い感じするし、超鬱うっ陶とうしいぞ、これ」

「つ、つけま……？　あ、つけまつげか。すごい、ほんとにメイク完璧だね……。唇もぴかっとしてるし、ほっぺたピンクだし、まぶたもキラキラしてるし…あっ、それに下スカートはいてるじゃん……！　すごい、薄目で見なくてもほんとに超可愛い女子に見えちゃうよ……！　ど、どうしよう、紘兄……！」

　頭の先から足元まで指差しながら視線を辿たどらせ、詠介は片手で口元を覆おおって真っ赤な顔でうろたえる。

　なにがどうしようだよ、どうもこうもねえよ、と紘斗は重たい睫の下から詠介を睨ねめ上あげ、

「なに無意味に照れてんだ。俺だって恥ずかしいけど、おまえがヘタレな頼みごとするからしょうがなくやってやってんだろうがよ」

　と照れと怒りでドスのきいた声で凄すごむ。

　紘斗の現在の姿は、ロングヘアのウィッグをつけ、膝ひざ丈たけのレースワンピースの上からデニムジャケットを羽は織おり、喉のど仏ぼとけを隠すために首に白いストールを巻いて、六センチヒールのブーツを履はき、声さえ聞かれなければ一応女子に見えないこともない仕上がりである。

　朝から自分の支度より張り切る姉にとっかえひっかえ着替えさせられ、顔にもいろいろ塗ったくられ、ピンヒールのブーツで家からここまで歩いてくるのも一苦労で、仮想デート前にすでに疲労感でいっぱいだった。

　はあ、と吐息を零こぼすと、紘斗をしばし無言で見つめていた詠介が、ハッと我に返ったように視線を泳がせた。

「……あ、えーと、まさかここまで本格的にやってくれるなんて全然想像してなかったから、超びっくりした……。あの、紘兄、ごめんね、あと、ありがとう。ほんとは嫌々なのに、こんなにやってくれて……」

　素直に礼を言われると、それ以上きーきー言うのも大人げないような気になってしまい、紘斗は素そっ気けなく言った。

「……別に、約束もあるし、しょうがねえ。……もうここまで身体張ってやったんだから、無駄にすんなよな。じゃあ、本気でリハーサル始めるぞ。いまから俺を女子のヒロカとして扱あつかえ」

　ビッと人差し指を胸に突きつけながら宣言すると、詠介はゴクッと唾つばを飲み込んで、

「わ、わかった……。よろしくお願いします、ヒロカさん」

　と頭を下げた。

　よし、と男らしく頷いて、改札を通ってホームに向かう。

　本番の初デートの場所は亜あ美みちゃんの提案で近場の遊園地になったとのことなので、今日も同じ場所へ行き、アトラクションに乗ったり、レストランや売店やトイレの場所など園内のコース把は握あくをして、すこしでもアウェー感を払ふっ拭しょくしておく計画である。

　ランドやシーに比べたら地味すぎるローカルな遊園地だが、近距離なので行き帰りも楽だし、詠介が緊張して会話に詰まっても乗り物などで間が持つだろうから、初回の場所としてはまあ悪くはないかも、と紘斗は指導教官として分析する。

　うららかな陽光がさす駅のホームに並んで電車を待っていると、構内にアナウンスが流れた。数駅先の線路内に人が侵入してしまい、保護のために車両を停めたので、後の運行に遅れが生じるとのことだった。

　白線のそばに立っていた紘斗と詠介は顔を見合わせる。

「……紘兄、電車遅れるみたいだね……」

　紘兄じゃなくてヒロカだぞ、と訂正しようかとも思ったが、いまはアクシデントだからまあいいかと「だな」と頷く。

「線路内に侵入って、子供のいたずらか、認にん知ち症しょうの老人とかが間違って入っちゃったのかな。…まあ人身事故じゃないみたいだから、きっとそんな大幅な遅れにはならねんじゃねえか？」

　大事な面接や試験の日だったら困るが、こういうこともある、と思いながら言うと、詠介は「…うん」と口ごもり、

「……けど、一応今日のデートのタイムスケジュール立ててきたのに、しょっぱなから全部ずれちゃうな……」

　と残念そうに呟いた。

　女子とロクに口もきけないくせにそんなことだけはちまちまやってきたのかよ、と内心苦笑して、

「おまえ、勉強のスケジュールじゃないんだから、遊園地のデートに何時何分ジェットコースター乗車とかいちいち細かい計画立てんなよ。そんなデート疲れるだけじゃん。いまみたいに計画外のことが起きることなんてザラにあるんだしさ、そうなったときにいかに柔軟に対応できるかのほうが大事じゃねえの。それにデートの一番の目的はスケジュールどおり進行させることじゃなくて、一緒に楽しく過ごすことなんだからさ」

「……そ、そっか、そうだね。ごめん、俺、ほんとに応用とかアドリブがきかなくて……」

　こういう素直にすぐ反省するところは昔から扱いやすいんだよな、と微笑ほほえましく思いつつ、

「大丈夫、これから覚えて頑張りゃいんだよ…じゃなくて、ええと、檜山くんはこれからきっとできるようになると思いますよ？」

　ニコッとヒロカとして笑みかけてやると、詠介はまたうっすら顔を赤らめて小さく頷く。

　次の電車が来るまで座って待とうか、と背後を振り返って空あいているベンチを目で探し、「あそこ空いてる」とつい素すでいつものスニーカーのつもりで歩き出した瞬間、見事にグギッと片足首が曲がる。

「うぉわっ！」

　と、とても女子が出すとは思えない声で叫びながらつんのめった紘斗を慌てて詠介が抱きかかえ、コケたくなかった紘斗もぎゅっと相手にしがみつく。
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「だ、大丈夫？　足ひねったかな」

「……大丈夫、だと思う……」

　よかった、こいつがただのボンクラじゃなく反射神経のいいボンクラで、と内心ほっとしつつ、斜めにかしいでいた体勢を戻してくれた詠介を見上げる。

「ありがと。……もうこのブーツ、超歩きにくくて」

　ぐっと両足を踏ん張って抱きついていた身を離すと、詠介のジャケットの襟えり元もとにピンクのリップマークをばっちり付けてしまったことに気づく。

　ゲッ、と焦あせって紘斗は姉から借りたバッグの中からティッシュを取り出し、急いでジャケットの口くち紅べに部分に押し当て、

「詠介、ごめん、上着に口紅つけちまった」

　ヒロカぶるのも忘れ、襟元に顔を寄せてトントンと上からティッシュで叩いていると、

「……あ、いいよ、平気、こんなの。紺だからそんな目立たないし、気にしないで」

　鷹おう揚ように言って詠介は薄く色のついたティッシュをポケットにしまい、何事もなかったように紘斗を促うながしてベンチにかけた。

　意外にスムーズな対応に（そうだった、こいつは昔からやろうと思えばちゃんとできる子だった）と思いながら紘斗は言った。

「詠介、いまの流れはちょっと加点を与えてやろうっていういいエスコートだったぞ。相手が急にどんくさいことしてもうまくフォローして、いたたまれない思いをさせないっていうのは結構キュンポイント高いと思う。女子は常に胸キュンを求めてる生き物だから」

　もし詠介がすかさず支えてくれなければ転んでいたに違いないので、もったいぶらずに誉ほめてやると、

「ほんとに？　よかった」

　と詠介ははにかむような笑みを浮かべる。

「マニュアル本のどれかに『女子はなにもないところで突然つまずくことがある』って書いてあったんだけど、なんでだろって全然イメージ湧かなかったんだ。けど、いまなんとなくわかった。女子がつまずくのはただのドジとか運動神経が鈍にぶいとかじゃなくて、ヒールのせいもあるんだね。ありがとう紘兄、わざわざ実演してくれて」

「え。…あー、まあな」

　いまのは単にただのドジだったが、指導のための演技だと思っている詠介にあえて誤解は解かず、

「そうなんだよ、ヒールで女子は軽やかに苦もなく歩いてるように見せてるけど、ほんとは不安定で大変なんだって理解できたか？　女子って奴は『武士は食わねど高たか楊よう枝じ』的なとこがあって、見た目の可愛さのためなら外がい反はん母ぼ趾しの危険や痛みにも耐えて美を取る生き物なわけよ。だから、相手がヒール履いてたら、『その靴素敵だね』って誉めるだけじゃなくて、きっとたくさん歩くと足痛いはず、と心に留めてゆっくり歩いてあげな」

　うん、わかった、と詠介は素直に頷いて『女子≒武士的。相手の歩調に合わせること』などと急いでメモを取りだす。

　口紅をつけてしまったこともミスではなく意図的な指導だったと思わせるために紘斗は鹿しか爪つめらしい顔で続けた。

「あと口紅つけたのは、女子は好きな男にマーキングしたがる生き物だということを教えるためにやったんだ。女子は相手の趣味を無視して独断で選んだ服や小物を男に身につけさせて自分好みにカスタマイズしようとするし、それによって他の女に『この人は私の物だから！』ってアピろうとするんだよ。さりげなく、かつ絶対他人にわかるように巧妙にマーキングすることに長たけてるからな、モテ系女子は。まあ服に口紅つけるのは昭和のお水の人たちのテクだけど」

　ふうん、と頷く詠介に、紘斗はさらに続ける。

「あとな、よく覚えとけ。モテ系女子は気に入った男にあの手この手を使ってボディタッチしてくるからな。さっきみたいに『転んだフリ』してみたり、怖くもないのにお化け屋敷やホラー映画に誘って『きゃー怖ーい、私こういうのダメなの～』って腕組んだり肩に顔埋うずめてきたり、『あ、ほっぺたに睫が。取ってあげる』とか『髪に葉っぱついてるよ』とか、ほんとはなんもついてなくてもチョンって触ってきたりするんだよ。おまえはそういうのにいちいちドキッと反応しちゃいそうだから、慣れとくためにわざとコケたふりして抱きつくテクの模も範はん演技を見せてやったわけよ」

　真顔で大嘘をつくと、

「な、なるほど……。やっぱまんまとちょっとドキッとしちゃったから、実演してもらえて心構えができてよかったかも」

　と詠介はまた真に受けてメモ帳に追加する。

　姉たちの会話や、ずっと共学だったのでクラスのモテ系女子を観察して得た知識を語りつつ、女子観がまっさらな詠介に偏かたよった情報ばかりを植え付けるのはよくないかも、と紘斗は思い直す。

「けど、女子全員がそういう作為的なモテ演技するわけじゃないからな。ほんとに怖がりな子もいるし、ほんとに葉っぱついてるのを取ってくれてる場合もあるし、本気でコケてる場合ももちろんある。モテ演技したほうが確実に男受けいいってわかっててもできない女子もいるし、いろんな女子がいるから、『タッチしてこないし、これみよがしに媚こびたりしないから、俺のことそんなに好きじゃないのかな』とか早はや合が点てんしないで、相手がどんなタイプかよく見て、その人なりの愛情表現に気づけるように観察眼を磨みがけ」

　このくらいああだこうだ言っておけば、さっきの件はドジってコケたという印象じゃなくなったはずだ、とひとり頷き、紘斗は今度は詠介に女子とのトーク力をつけるための特訓をすることにする。

「詠介、ちょっと本番を想定した会話の練習しようぜ。デートの成せい否ひは会話の出来にかかっていると言っても過言じゃないからな。じゃあ、始めるぞ。これから女言葉で話すけど、プッとか噴いたりしないで真面目に返事しろよ」

　そう言うと、女子との会話が一番の鬼き門もんと思っている詠介は身を硬くして、

「……う、うん……わかった……やってみる……」

　と心細げな声で頷く。

　まず会って最初のやりとりは大体無ぶ難なんな天気ネタだろうと、

「檜山くん、今日はいいお天気になってよかったですね」

　ものすごく普通のことを言ったのに、詠介は異様に硬い表情で全身から緊張感を漂ただよわせ、

「……そ、そうですね……」

　と、たったひとこと言うにも見ているこちらに力が入ってしまうような力りきみようで答える。

「晴れたら遊園地で、雨だったら映画って約束でしたけど、檜山くんはどっちがよかったですか？」

「……ぼ、僕はどちらでも……」

　詠介はホームの数メートル先のコンクリートを凝ぎょう視ししながら掠かすれた声をしぼりだす。

　別に「僕」じゃなくて普通に「俺」でいいんじゃないの、とアドバイスもしにくいほどの緊張ぶりに紘斗は若じゃっ干かん戸惑いつつ、

「そうですか。私は映画も好きなんですけど、遊園地も久しぶりなので、今日は晴れてよかったです。私、絶叫マシンとか大好きなんですよ」

　ここで『僕も好きです』とか『僕はゴーカートとかも好きで』とか、映画が好きだと言った部分に反応して『最近観みた映画でなにかオススメとかありますか？』など発展していくかと期待して待ってみたが、詠介は池から飛び出てしまった鯉こいのように口をパクパクさせ、

「……ぜ、絶叫マシンがお好きなんですか……」

　とあるかなきかの声で繰り返しただけで、ブツッと会話が途切れてしまう。

　ややイラッときたが、指導教官としてもうすこし忍耐と寛かん容ようの心を持とう、と自分に言い聞かせて紘斗は笑顔を作り、

「はい、好きです、あのスピード感とスリルが。怖いから叫んじゃうけど、スカッとするので何度も乗りたくなっちゃいます。檜山くんはぐるぐる回る系とか落らっ下か系けいのアトラクションは大丈夫ですか？」

「……は、はい……」

「……。んーと、夜には園内がライトアップされたり花火もあるみたいなので、それもきっと綺麗だろうから楽しみですね」

「……そ、そうですね……」

「……」

　しばしの沈黙のあと、紘斗はダメだこりゃ、とヒロカぶるのをやめ、隣のボンクラの頭を横からパシッとチョップした。

　怒声で周囲に女装の男だとバレてはいけないので、ひそひそ声で叱りつけ、

「コラおまえ！　全然ダメじゃん！　ほんとにやる気あんのかよ？　ちゃんとおまえが返しやすいようにゆるいサーブ投げてんのに、ボトボト落としてんじゃねえ！　なんでもいいからラリーに持ち込めよ。質問にひとこと答えるだけじゃそこで終わっちゃうだろ？　女子はエンドレスでどうでもいいことくっちゃべるのが好きな生き物なんだよ！　別にすごいこと言わなくていいから『あなたはどうですか？』とか聞き返したりして、会話が続くようにおまえもちょっとは努力しろよ！」

　相手が俺みたいに諦めずに粘ねばってくれるとは限らねんだぞ、と叱責すると、詠介は顔を赤くして俯うつむく。

「ご、ごめん。やっぱなんか、すごく緊張してきちゃって……」

　なんで俺にまで緊張すんだよ、俺相手なら平常心で練習できるって昨日言ったじゃねえか、と咎とがめると、

「……だ、だって……、紘兄が、その、すごく、か、…可愛いし、なんかほんとの女子としゃべってるみたいで、ドキドキしちゃって……」

　と真っ赤な顔でしどろもどろに言い訳する。

　紘斗は呆れ顔で詠介を見やり、

「落ち着けよ、中身は俺だぞ？　あっさり見かけに惑まどわされてんじゃねえよ。本物のモテ系女子の化粧のうまさなんか詐さ欺ぎの域なんだぞ。つきあった後にすっぴん見て『これ違う』って腰抜かしても遅いんだからな。うわべに騙だまされんなっつう話だよ。……とにかく、いまのトークにはまったく点数つけらんねえ。マイナス千点くらいのひどさだった」

　姉にはお手柔らかな指導を頼んだことも忘れ、あまりのダメっぷりについスパルタで叱ってしまう。

　ごめん……とシュンとする詠介に小さく溜息をつき、紘斗は諭さとすように言った。

「詠介、もっとリラックスしろってば。女子はおまえを取って食ったりしないから。別に本番デートも『このデートでなにがなんでもかっこよく決めなきゃ終わりだ！』って気き負おわなくて大丈夫だから、普通に『初めて女の子と出かける時間を楽しく過ごせたらいいな』ぐらいの気持ちで行け。おまえが緊張してると相手にも伝わって、ふたりしてぎくしゃくしちゃって全然楽しい時間にならないぞ？」

「……う、うん……」

「おまえは面白いことバンバン言って笑わす路線を目指すのは無理だから、元々のキャラ通り穏やかで一緒にいると和なごむ系で行け。相手の話をよく聞いて、嫌味のないコメントを要所要所で返せたら充分好感度上がるから。おまえはテンパらなければ普通にそれできるから」

　断言してやると、「そ、そうかな……」と詠介の瞳にやや明るさが戻ってくる。

　うん、と頷いて、

「じゃあ、もう一回会話の練習に戻ろうぜ。今度はおまえから始めてみな？」

　と水を向けると、詠介はふたたび困惑の色を瞳に浮かべる。

「……ええと、とっかかりはなんの話題にしたらいい……？」

「なんだっていいよ、そんなもん。まあ、最初から社会情勢とか宇宙の起源とか持ち出すと引くだろうから、もっと身近な、兄弟はいるのかとか、趣味はなにかとか、なに専攻してるのかとか、好きなこととかハマってるものとか聞けばいんじゃね？　相手のことを知りたいっていう態度が伝われば、相手も喜んで話してくれるから」

　普通のコミュ力のある人なら言われなくても当然できるような内容のアドバイスをすると、詠介は「わ、わかった」とメモを取りながら唇を湿らせ、

「……ええと、ヒロカさんはご兄弟はいますか……？」

　とバカ正直に例に挙げた質問をしてくる。

　お互いの家族構成などわかりきっているが、練習なので真面目にヒロカになりきり、

「姉がふたりいます。上の姉はプラネタリウムの映像作品を作る仕事をしていて、下の姉は証券会社の秘書室に勤めてます。上はおっとりしてるんですけど、下は結構いい性格してて、私にいろいろ無茶ぶりすることも多いんです」

　いまもそのせいでこんなことさせられてます、と心の中で付け足す。

「そうなんですか。僕は一人っ子なので、ふたりもお姉さんがいるなんて羨ましいですけど……あ、でも、僕にもほんとの兄弟じゃないんですけど、近所にお兄さんみたいな人がいるんです」

　俺の話かよ、と思いつつ、

「へえ、そうなんですか。どんな方なんですか？」

　と亜美ちゃんだったら社交辞令で聞き返すかも、と思いつつ質問を返す。

　もし『姉に逆らえずに女装したりするし、キモい性癖の人なんです』とか余計なこと言いやがったら殴ってやる、と思いながら問うと、詠介はすこし言葉を探すように間をあけてから言った。

「……ひとことで言うと、すごくかっこいい人です」

「……へえ」

　意外な形容に紘斗は思わず隣を見やる。

　詠介は前方に視線を向けたまま口元に笑みを佩はいて、

「顔はかっこいいっていうより綺麗系なんですけど、中身がかっこよくて、俺と違って小さなことでうだうだ悩まないし、明るくてはっきりしてて、親分肌っていうか、ダメな子分に文句も遠慮なく言うけど、ちゃんと最後まで見捨てないでいてくれるみたいな優しいとこもあって、すごく男気がある人なんです」

「……そうなんですか」

　女装してるときに男気があると誉められてもな……、と紘斗は内心苦笑いする。

　でも、そんな心しん酔すいしたような口ぶりで話してるけど、性癖を知って離れてったくせに、と心の中で淋さみしいぼやきを零し、他の話題に変えようとしたとき、詠介が続けた。

「俺、今は健康体なんですけど、小さい頃は喘ぜん息そく気味で、結構しょっちゅう発作起こしたりしてたんです。なので、普段からなるべく苦しくならないように無理はしないでおこう、みたいなとこがあって、元々引っ込み思じ案あんだったんですけど、今よりもっと何事にも消極的な子供だったんです」

「そうだったんですか。息が苦しくなるのって辛つらいでしょうね」

　そういえば、詠介は昔はちょっと風邪とか引くとすぐひゅーひゅーいって吸きゅう入にゅうしたりしてたよな、と思い出しながら相あい槌づちを打つ。

「そうなんです。だから親も過保護にしてて。けど、そのお兄ちゃんは『ほら、おまえもやってみな』って全然特別扱いしないで、俺にもなんでも同じことやらそうとするんです。ほんとに具合悪いときとかは配慮してくれるんですけど、ただビビってるだけのときは容よう赦しゃなくて。普通のわんぱくな男の子の遊びだったんですけど、当時の俺にはものすごい冒険で、……でもその子になんとかついてかなきゃって必死こいたおかげでかなり鍛きたえられて、やればできるってちょっと自信もついたし、その人がいたから今の俺がある、みたいな……いや今もヘタレなんですけど、だいぶマシになれたというか……、だから兄っていうか、俺の師匠みたいな人なんです。……あ、昔その人と花火をしたときに、」

　さっきまでの口くち下べ手たぶりはどうした、と問いたくなるほど急に饒じょう舌ぜつになる詠介の頭をこつんと軽く叩き、

「……おい、俺の話しゃべりすぎ。亜美ちゃんは俺のこと知らないんだし、どうでもいいネタだから。ほかに話のネタが尽きちゃってシーンとしちゃってどうしようもないときならともかく、もっと違うネタ先にしゃべれよ。あと一方的にしゃべり続けるのもダメだぞ」

　と窘たしなめていると、やっと遅れていた電車がホームに入ってきた。

　ドアが開くと詠介は紘斗を先に乗せて後から車内に入ってくる。

　紘斗が奥のドア横の手すりを背に立つと、詠介は向かい合わせに至近距離に立ち、紘斗を囲いこむように片手で手すりを摑み、もう片方の手を壁につけた。

「……ちょ、おい、なにやってんだよ、おまえ」

　車内でいまにもキスしようとするバカップルのような密着体勢を取られ、焦あせって「離れろよ、バカ」と小声で叱責すると、詠介は「え」と戸惑った顔で身を離す。

「あ、あれ、変だった？　おかしいな、マニュアルには電車内では女子を痴ち漢かんや人の圧あつから背中で守る楯たてになれって書いてあったから、こうするものかなって……。電車に乗りこむときはレディファーストで、エスカレーターに乗るときは上のぼりでは女子の後ろに、下くだりでは女子の前に立つべきで、あと外の道歩くときは男が車道側を歩いて、常に外敵や転倒・落下による危険から女子を守れって書いてあったから……」

　そこまで常に守りたがらなくてもいいんじゃないか、それにもし外敵が車道じゃないほうから来た場合はどうするんだ、と思いつつ、紘斗は周囲に地声を聞かれないように詠介を手招きして耳元に唇を寄せる。

「いまのめっちゃ変だったぞ。いつでもどこでもマニュアル鵜う呑のみにすりゃいいってもんじゃないって言っただろ？　もっと超ぎゅう詰めの満員電車とかならともかく、このくらいの混み具合であんなべたっとひっついてたら、マジでバカップルだと思われるじゃねえか」

　いまも周囲からべたっとひっついて内緒話するバカップルに見られているという自覚もなく、紘斗は「空気読めよな、まったく」と詠介の耳たぶを引っ張りながら叱りつける。

「それに公共の場では一緒にいる女子のことばっか優先するのは意外とＮＧなんだぞ。女子は自分にだけじゃなく、全方位に紳士的な男にキュンとするんだ。もし目の前の座席が空いて、そばにお年寄りとか赤ん坊連れの人がいるのに無視して彼女を座らせたらアウトだからな。さや姉もデートで自分には優しいけど、店員に横おう柄へいだった男を即振ったって言ってたし」

　しかも女子は男がモテるために偽ぎ善ぜんでやってるのか素で親切なのかまで鋭するどく見るからな、と耳打ちで指導すると、詠介は耳が弱いのかこそばゆそうにしながら頷く。

　車内では人目もあるのでそれ以上耳打ちでの会話はやめ、目的地までＬＩＮＥでトークの練習を続けた。

『檜山くんの趣味はなんですか？』

『……どうしよう、紘兄。特にないんだけど。いままで勉強と部活だけの人生だったから』

『えー、無趣味の男ってつまんなさそうでマイナスだから、ひとまず「テニス」って言っとけ。…あ、そういや、おまえ昔フルート習ってなかったっけ。そっちのが女子受けいいかも』

『いや、母親がやらせたがってしばらく先生についたけど、あまりにも音感がなくて親も諦めたくらいひどかったから、趣味と名乗るには……。まともに一曲も吹けずに終わったし』

　などと二人並んで画面越しにやりとりしているうちに遊園地のある駅に着く。

　駅を下りてすぐ案内板が矢印をさしている並木道を歩いて遊園地のチケット売り場に着き、紘斗が財布を出そうとすると、

「あ、いいよ、ここは俺が」

　と詠介に止められる。

「なんだよ、それもマニュアルのセオリーなのか？　俺はいいよ、ワリカンで。バイト代入ったばっかだし」

　セレブのご子息にはチケット代くらい屁へでもないだろうが、そこまで女子扱いじゃなくていい、と首を振ると、

「いや、今日は俺が無理言ってつきあってもらってるんだし……そんなかっこまでしてくれた御礼とお詫わびに、せめてこのくらいさせてもらわないと悪いから……」

　と低姿勢に言われる。

　後ろにほかの入園客も並びはじめており、ここでごちゃごちゃ言っていると邪魔になると思い、「じゃあ、講師料として今日は奢おごってもらうことにするな」と言うと詠介はほっと笑って頷く。

　ワンデーパスを入口で手首に巻いてもらい、園内のガイドマップをふたりで眺めて「どれから行く？　端から攻めてくか」とつい素でわくわくしながら言うと、詠介も「うん」と笑みを見せる。

　が、歩き出すとすぐに、「紘兄、園内を歩くときは男はどっち側に立つべき？　車道がないから目印がわかんないんだけど」と真顔で訊いてくる。

「そんなのどっちでもいいっつうの。さっきみたいになんかあったらサッとフォローできれば、どっちにいようが関係ねえって。ほんとにもう、おまえは一回マニュアルから離れないと身動き取れないんじゃないの」

　と呆れて叱りながらアトラクションに向かう。

　友達と来たときにはほぼ乗らないメリーゴーラウンドやコーヒーカップなどカップル定番アトラクションも、内心（ケッ）と思いつつ一応つきあいで乗ると、子供の頃以来なので懐なつかしさや新鮮さもあり、まわりの家族連れがはしゃいでいるのにも釣られてついテンションが上がる。

　スピード系のアトラクションでは、ウィッグが取れないように安全バーではなく髪の毛を摑んでいたので、普通に乗るよりスリル倍増で、つい素で思い切り絶叫して楽しんでしまう。

　子供向けのゆるい乗り物に乗っている最中や園内を歩くときは会話の練習を続け、

「ヒロカさんはなんのバイトをしているんですか？」

「ファミレスでホール係をしています。檜山くんは？」

「あ、俺はアルバイトってまだしたことなくて…、って、この返答マズいと思う？　バイトもしたことないって世間知らずのボンボンっぽくてマイナスかな」

「んー、ほんとにボンボンだしな。別にいいと思うけど、じゃあ『バイトはこれから始めようかなと思ってて』とか言えば？」

　などとあれこれ問もん答どうしながら半分くらいアトラクションを制せい覇はし、足も疲れたので休憩も兼ねてプールサイドにあるレストランに入る。

　客席が全面ガラス張りになっている店内の窓際の席に案内され、紘斗が椅子に座ろうとすると詠介が自然な動きで背後に椅子を引いてくれた。

　わざとらしさのないスマートなエスコートだったので、

「俺的にはこっぱずかしいけど、女子はキュンとすんのかもな、イケメンにこういう扱いされると。なんかおまえ、意外に様になってたけど、マニュアル読んだだけできるなんてすごいじゃん」

　なかなか日本人の若造はやりつけないタラシテクなのでは、と思いつつ感心して言うと、詠介はまたすこし照れた顔をする。

「あ、これは家族で旅行とか食事に行ったときに、よく父親が母親にやってあげてるから、そういうものかなって思って」

　なるほど、セレブの息子は付つけ焼やき刃ばじゃないエスコートが身に付いてる部分もあるし、まるで普通の女あしらいがわからなかったり、いろいろ混在してるんだな、と面白く思う。

「へえ、さすが詠介のお父さんってワンランク上の男って感じだもんな。いいお手本が近くにいてよかったじゃん」

　最近は詠介の家に行かないのでほとんど見かけることもないが、詠介の父親の航こう介すけ氏は昔からダンディで、妻と息子を大事にしており、幼心にこんな父親がほしかったと憧れたものだった。

　メニューをめくりながら、

「さっきチケット奢ってもらったからここは俺が持つからな。好きなの頼みな」

　と言うと、詠介はまた軽く悩むように眉まゆ尻じりを下げる。

「……いいの？　マニュアルには食事を終えて女子がトイレに行ってる間に男が会計を済ませるって書いてあったけど」

「……なんか細けえ指示だな。女子が都合よくトイレ行かなかったらどうすんだよ」

「だからしょっちゅう『トイレ大丈夫？』って聞けって書いてある」

　オカンかよ、と紘斗は呆れて、

「子供じゃないんだから、トイレくらい行きたくなったら男に言われるまでもなく自分で行くだろうがよ、女子だって。それに学生同士なんだから、毎回おまえが全額持たなくてもワリカンでいいと思うけど。まあおまえんち金持ちだから余計なお世話かもしれないけど」

　とにかく今はほんとのデートじゃないんだから俺が出すから、と兄貴分としてきっぱり言い、ウェイトレスに地声を聞かれないように詠介に言わせてランチの注文を済ませる。

　絶叫系のアトラクションで騒ぎすぎた喉のどを水を飲んで潤うるおすと、グラスの縁ふちにピンクの口紅の跡がついた。

　あちゃ、と思いつつ親指の腹で拭ぬぐっていると、詠介が初めて気づいたように指先を見つめ、

「……紘兄、その爪つめ、なんか立体的な花とかついてて綺麗だね。それ、マニキュアしたの？」

「あ、ううん、これはつけ爪。俺の爪じゃ短くて形もオシャレ女子っぽくないからってゆり姉につけられたんだよ」

「へえ、そんなのあるんだ。よくできてるね。……そういや、マニュアル本にペットボトルのキャップを開けてあげろって書いてあって、固い瓶びんの蓋ふたとかならわかるけど、キャップも開けられないほど女子って非ひ力りきなのかなって不思議だったんだけど、ネイルが取れるからなのかな」

「かもな。けど、そんなことまでしてやれって書いてあんの？　ちょっと甘やかしすぎじゃね？　さっきからそのマニュアル聞いてると、下げ僕ぼく製造用かよって言いたくなる」

　紘斗が身みも蓋ふたもなく言うと、詠介も「俺もちょっとそう思った」と苦笑する。

「……けど詠介、いまの爪誉めトークは加点がつく会話だったぞ。細かいおしゃれとか、こだわりのデコ小物とかにちゃんと気づいてポジティブな感想言うのって好感度上がるから、当日も照れずにどんどん言ってやんな」

「……う、うん……、けど、いまは紘兄だから顔とかいろいろまともに見れるけど、当日原はら田ださんを直視できるか、あんま自信ない……」

　また弱気になる詠介に、

「大丈夫、怯むな、相手はメデューサじゃないんだから目を見て話せ。俺相手に出来たことは亜美ちゃんにも出来る。おまえはやればできる子だから。そのためにいまリハーサルしてるんだろ」

　と腕っぷしは強いのにメンタルが弱いボクサーのトレーナー気分でハッパをかけていると、注文のパスタランチが運ばれてきたのでふたりで食べ始める。

「詠介、基本女子のほうが食べるペースが遅いから、相手に合わせてあげな。たまに驚異的にちょっとずつしか口に入れない女子もいて、どう頑張って長引かせても先に食い終わっちゃったら、『さっきの中ではどのアトラクションが楽しかったですか？　僕は巨大迷路かな』とかしゃべって間を持たせろ」

　友達の彼女が異様に食べるのが遅いことを思い出し、自分は早食いしつつアドバイスすると、詠介がメモを取りながらくすっと思い出し笑いを浮かべた。

「俺がさっき乗った中で一番楽しかったのは、シャトルループツイスターかな。紘兄が『ギャー、面白れー、ヅラずれるーッ！』ってずっと叫んでたのが超おかしかった」

「……あー、悪い。つい素ではしゃいじまって。だって昔来たときにはなかった新しいアトラクションだったからさー、興奮しちゃった」

　ちゃんとリハーサルらしくヒロカぶって「きゃー、檜山くぅん、怖いー」とか言うべきだったか、とやや反省しつつ、

「けど詠介、あれ超面白かったから、すいてたらまたあとで乗ろうぜ。そのときはヒロカぶって『キャー』って黄色い声で叫ぶから。ヅラは両手で押さえてれば飛ばないと思うけど、つけまがぶっ飛びそうで心配なんだけど」

　もし風圧でつけまが取れて鼻の下とかにチョビ髭ひげみたいに貼り付いたりしたら遠慮せず教えてくれよな、自分じゃ見えないから、と頼むと、詠介はぷっと噴いて頷く。

　食事を終えて、セットメニューのデザートとコーヒーが運ばれてくると、詠介がコーヒーにミルクポーションを入れながら言った。

「……なんかさ、一緒にいる人が本気で楽しそうだと、こっちも楽しくなるんだなって、よくわかった。……俺も本番でなるべく緊張しすぎないで、楽しめばいいんだよね」

　うん、そう、それが正解、と笑いかけると、詠介ははにかむように目を伏せてカップを口に運ぶ。

　足の疲れもだいぶなおってきたな、とテーブルの下で足首を回しながら、ふたり分の空からになった皿を重ねてカップやカトラリーを店員が運びやすいようにひとまとめにしていると、詠介が手元を見て、

「紘兄って、大おお雑ざっ把ぱそうでそういうとこきちっとしてるよね」

「あ、なんかつい。バイトのときに散らかしたまま帰る客も多いから、自分が客側になったときは一応ちゃんとしとこうかなって」

　なんかオカンぽくて変か？　と問うと、詠介は首を振って「俺も次からそうすることにする」と素直に言う。

　詠介に先に店内のトイレに行かせて偵察させると、男女別ではなく兼用の個室がひとつあるだけだというので、安心して用を済ませてから外に出る。

　その後、残りのアトラクションに乗りながらデートトークの練習を続け、

「もし、相手が『檜山くんの好みのタイプってどんな子なんですか？』って聞いてきたら、相手は自分のことかもって期待できる答えが聞きたいわけよ」

「……え、でもまだ原田さんのことよく知らないし、どう形容したらいいのかわかんないんだけど」

「だから、『優しくて家庭的でアイドルだったら誰似』みたいな限定するような言い方はしないで、誰にでも当てはまるような、『一緒にいると落ち着く人』みたいな抽ちゅう象しょう的てきな言い方にしとけ」

「なるほど。俺アイドルとかよく知らないし、ほんとに一緒にいると落ち着く人がいいな」

「うん。あとおまえは学校名とか容姿とかで、中身がボンクラなのにハイスペックな男だと思われてるかもしれないから、軽い失敗談とかネタにしてもいいかも。ギャップ萌もえを狙ねらって」

「え、失敗ネタって、たとえばどんな？」

「知らねえよ、自分で探せよ。チビの頃おまえが『水み戸と黄こう門もん』のことを『水戸コウモリ』だと思い込んでたみたいな可愛い間違いネタとかなんかないのかよ。最近『バッカだな、俺』とか思ったことは？」

「……そんなの急に言われても……、あ、こないだの合コンのときに、メニューの『巨きょ峰ほうサワー』の字がうっかり『巨乳サワー』に見えて、ギョッとして二度見して、バッカだな俺と思った」

「うん、それはほんとにバカだと思われるからやめとけ。俺も『特製ザーサイラーメン』がうっかり『特製ザーメンラーメン』に見えたことあるけど、じゃなくて、下ネタと尾び籠ろうネタは基本引かれるから、もっとよく知り合って、なに言っても『やだ～檜山くんのエッチ～』とか笑って許されるくらいになるまで封印したほうがいいぞ」

　などと思いつくまま適当な指導をする紘斗の言葉を詠介はいちいち真面目にメモを取る。

　本番で舞い上がらないようにお化け屋敷では腕を組んでやり、スカイサイクルでは自分も本気で漕こぎたいのを堪こらえて詠介ひとりに漕がせ、「檜山くん、すごーい、速いー、体力あるねー、かっこいいー、さすがー」とモテ系女子がよくやる口先ベタ誉めを浴びせ、プリクラ未体験の詠介と園内限定プリクラを撮り、詠介の対女子免めん疫えき向こう上じょうのために手を尽くす。

　空が夕暮れ色に染まりはじめる頃、園内のライトアップも始まったので観覧車に乗り、

「おお～、これはいかにも女子受けしそうな宝石っぽいライトアップだな。もっと暗くなってからのほうが綺麗だろうけど、こっち側向くと夕陽も見えるし、この時間に乗るのも両方見られて悪くないかもな」

　上昇していくゴンドラからだんだん小さくなる光り輝く遊園地を見下ろしながら言うと、詠介は「……そうだね」と小さな声で呟き、てっぺんに近づくにつれ、なにやらそわそわしはじめる。

　あれ、こいつ高所恐怖症だったっけ、と思っていると、詠介が挙動不審に視線を泳がせながら、

「……あ、あのさ、紘兄。マニュアル本に、観覧車のてっぺんは、その、えーと、絶好の、キ、キススポットって、書いてあったんだけど……」

　と顔を赤くしてぼそぼそ言い出す。

「ああ、まあベタだけど、浮かれたバカップルがやりがちかもな」

　今日もやってんのかな、と背後のゴンドラを振ふり仰あおいで確かめ、「子供のグループみたいだから、やってないぞ、今日は」と顔を戻すと、妙に力んだ表情の詠介にガン見される。

「……なんだよ？」

　眉を顰ひそめて問うと、詠介は急に声を裏返らせ、

「……あ、あのっ紘兄、ハ、ハミガキしてないんだけど、も、もし嫌じゃなかったら、その、キ、キスの練習、させてくれないっ……？」

「……は？」

　昨日に引き続き突とっ拍ぴょう子しもない頼みごとをされ、紘斗は啞あ然ぜんとして聞き返す。

「……キスの練習？　……なにバカ言ってんだ、おまえ。ハミガキ以前の問題でやだよ！　大体女子とふたりで出かけることも口きくことも自信ないって言ってるくせに、なにいけしゃあしゃあと初デートでキスする気になってんだ、おまえ」

　ウブいんだかむっつりなのか全然わかんねえ、と非難がましく咎めると、詠介は真っ赤になってうろたえる。

「いや、初回でする気は俺はないけど、もし万が一、相手が観覧車で目をつぶってくれたりした場合、『まだ早いんじゃ……』とか断ったりしたらせっかく勇気を出して目を閉じてくれた相手の立つ瀬がないかなって思って、しないわけにもいかない展開になった場合を想定して、リハーサルが必要かなと……」

　しどろもどろに回りくどい弁明をする詠介に、

「妄想しすぎだ、バカ。なに都合いい設定の妄想こねくり回してんだ、おまえ。もし趣味聞かれたらテニスやめて『妄想です』って即答しろ」

　と一いっ喝かつし、罰としてヒールで向こうずねを蹴けりつける。

「なんでもかんでも俺で手頃にリハーサルしようとすんじゃねえよ。キスなんて、キススポットだからするもんじゃなくて、相手のこと好きだからするもんだろ。するんだったら、ちゃんと亜美ちゃんのこと好きになってからしろよ。それに他の人と練習してうまくなったって意味ないし。下へ手たでも好きな人としないと」

　ピシャリと言うと、詠介はぐっと詰まって唇を嚙かみ、「……それは、わかってるけど……」と口の中でぼそっという。

　わかってんなら言うなよ、と紘斗は不機嫌に言い捨て、地上に近づくゴンドラの窓の外に視線を向ける。

「……大体俺とキスなんて、たとえ練習にしたっておまえよくやってみようなんていう気になれるな。いまは女子みたいなかっこしてるから、うっかり抵抗感薄くなってるのかもしれないけど、おまえは昨日までずっと俺のこと、近寄るのも嫌なくらい気持ち悪くて避けてただろ」

　昨日は突然来らい訪ほうされ、姉もいたのでそのことに触れる暇もなく、今日もうやむやにしたまま一日過ごしてしまったが、相手が本当はどう思ってこれまで距離を取り、また交流を復活させてきたのか確かめたかった。

　俺はおまえが気色悪いと思ってる性癖のまま変わってないけど、もう避けなくても平気になったわけ？　と自じ虐ぎゃく気味に投げかけると、詠介は息を飲んで激しく首を振った。

「誤解だよ、そんなこと一度も思ったことないよ。紘兄の性癖にドン引いて遠ざかってたわけじゃないし……、その、現場を見ちゃったときはビックリして、ショックだったけど、紘兄を気持ち悪いなんて思ったこと一回もないから。そう誤解させるような態度を取って、紘兄を傷つけてたみたいだから、それは謝るけど……」

「……」

　懸命な表情と眼まな差ざしに嘘の気配はないような気がした。

　嫌悪感で拒否していたわけではないという言葉には救われる思いもあったが、それならなぜ距離をあけられていたのか聞きたくなる。

「……なら、なんで、」

　と言いかけたとき、ガタンとゴンドラが揺れて係員が外からドアを開き、「十分間の空の旅、お楽しみいただけましたか？　足元お気を付けてお下りください」と声をかけてくる。

　いつのまにか地上に戻ってきており、急いでゴンドラから下りると、外はナイトパスでライトアップとラストの花火を楽しみに来たカップルが増ぞう殖しょくしていた。

　一度中断が入ったやりとりを続行する雰囲気ではなくなってしまい、紘斗は小さく吐息を零す。

　ただ、昨日までに比べたら、ずっと心が軽くなっているような気がした。

　詠介に疎うとまれていたわけではないとわかっただけでも、この二年のもやもやをチャラにしてもいいと思った。

　二年前の思春期真っ只中の詠介には、たぶん刺激が強すぎて、すこし離れて考えないと整理がつかなかったのかもしれないし、つれない態度だったことを悪いと思ってるみたいだし、また歩み寄ってくれたんだから、もう俺の性癖にはこだわらずにこれからは昔みたいに普通につきあってくれるのかも……、そうしてくれるなら、もういちいち蒸し返さなくてもいいかな……。

　カラフルなＬＥＤ電球でまばゆく着飾った木々を見上げながら考えていると、詠介が隣からおずおずうかがうように声をかけてくる。

「……あの、紘兄、まだ怒ってる？　その、キスの練習なんて言ったこととか、いろいろ……」

　いまでは自分よりガタイがいいのに上目遣いで機嫌を探ってくる様が子供の頃と一緒で、つい口元に笑みが浮かんでしまう。

「……別に。もう怒ってねえよ。キスの練習には呆れたけど、おまえが真面目にアホなこと言うのは昔からだから、慣れてるし」

　そんなやりとりをしながら、これで一応詠介と仲直りできたことにしていいんだよな、と思ったら、気が緩ゆるんだのか急に足の疲労がピークを訴え出す。

「……なぁ詠介、ほんとは本番のデートではこれからあっちの光のトンネルとか歩いたり、打ち上げ花火とか見て盛り上がるところだと思うんだけど、今日はもう俺の足が限界だから、これでリハーサル終わりにしていいか？」

　夜景とかロマンチックな場所ではあんまり必死こいてしゃべらなくても『綺麗だね』『そうだね』くらいで大丈夫だから、おまえでもリハーサルなしでいけるから、と指導しながらぷらぷら片足を振って血流を促していると、詠介が申し訳なさそうな顔で頷いた。

「わかった。ごめんね紘兄、ヒールで一日歩き回らせて。歩くの辛いだろうから、ここから家までタクシーで送るよ」

　さくっとセレブな提案をされ、紘斗は慌てて却下する。

「いいよ、そんなの。善意は嬉しいけど、もったいないから電車で帰ろ。そのくらいは我慢できるから」

　駅に向かいながら、当日は亜美ちゃんを駅まで送って、『今日は楽しかったです。気をつけて帰ってください』って改札で別れるとき、一日一緒にいて気が合うな、また会いたいな、と思ったら、『よかったらまた一緒にどこかに行きましょう』って付け足して、向かいのホームに降りた相手に笑いかけ、どっちか先に来たほうが電車に乗って、ホームに残ってるほうと窓越しにふたりでバイバイして別れたら、今度はもし亜美ちゃんがおまえとまた会いたいと思ったら『今日はありがとうございました。とても楽しかったです。今度は動物園とか行きませんか？　またメールしますね』みたいなメールくれると思うから、おまえも『今日はありがとうございました。舞い上がっていておかしなことをしていたらすみません。でもとても楽しかったです。動物園、いいですね。楽しみです。ではまた。おやすみなさい』とか送信して、ようやくおまえの初デートデビューは終了するって流れだな、と説明すると、

「ご、ごめん紘兄、改札で別れるセリフからもう一回言ってくれる？　全部書き取れなかった」

　というボンクラの頭を「自分で適当にアレンジしろよ」と容赦なくはたく。

　電車が来たので乗り込むと、次の駅で丁度二人分席が確保でき、（早めに座れてよかった～、家帰ったら湿しっ布ぷ貼りまくらなきゃ）とぐったりしていると、隣で詠介がハッと小さく息を飲み、ジャケットのポケットから青いチェックの大判ハンカチを取り出して紘斗の腿ももから膝ひざ下したにかけてふわりとのせた。

　なんだよ、別に寒くないけど、と思いながら隣に目で問うと、詠介は片手を紘斗の左耳に当てて顔を寄せ、

「紘兄、膝開いたまま座ってるから、誰かにパンツ見られたらマズいじゃん。でも足疲れてるのに閉じなよって言うと悪いから、ハンカチで隠したんだよ」

　と小声で耳打ちしてくる。

　そうか、本物の女子なら短かめのワンピ着て座る場合、疲れてようが膝閉じるよな、もうそんなことまで女子ぶる気が回らなかった、と思いながら、バッグからスマホを取り出し、

『悪ぃな、対亜美ちゃんには絶対必要ない変な気遣い力発はっ揮きさせちゃって。ま、別に見えたとしても面白くもなんともないボクサーパンツだからいいんだけどさ』

『そうなんだ。中身は普通なんだね。ちなみに胸はどうしてるの？』

『なんもしてねえよ。ブラなんかしたくないし。ゆり姉がＧジャンなら両胸にポケットがついてるから、なんとなく錯さっ覚かくで貧ひん乳にゅうがありそうに見えるかもっていうから着ただけ』

『なるほど。確かに胸ポケットとそのマフラーみたいのが胸にかかって目くらましになってるから、雰囲気だけ胸がありそうに見えるよ』

『マフラーじゃなくて、ストールな』

　などとやりとりをしていると、次の駅で乗ってきた老婦人が紘斗の目の前に立った。

　ヒール疲れのない健康体なら、社会福祉士を目指している紘斗は高齢者にすぐに席を譲ゆずるのだが、今日は（うう、譲りたいけど、足が…）と葛かっ藤とうし、やっぱ立つか、と思ったとき、詠介がそっと肩を押さえるように触れながらすっと立ちあがって、「ここ、どうぞ」と老婦人に声をかけた。

　老婦人と入れ違いに紘斗の前に立った詠介と目が合い、口パクで（ありがとう）と伝えると、詠介ははにかみ笑顔で（気にしないで）というように小さく首を振る。

　俺が女子ならキュン加点ばんばんつけてやるぞ、いまの、と心の中で誉めてやり、ありがたく座ったまま足を休ませてもらう。

　自宅のある駅に戻ってきて、（家まであと十分間耐えれば、この悪魔の履物から解放される。けど、その十分歩くのが辛すぎて、もういっそヒールを叩き折るか、裸足はだしで帰りたい）と改札を出ながら思っていたとき、詠介が紘斗の前に背を屈かがめて言った。

「紘兄、家までおぶってあげるから乗って。ここからハイヤー呼ぶって言うと、またワンメーターなのにもったいないとか言うだろ？」

　魅惑的すぎる申し出にすぐにも飛びつきたかったが、一応兄貴分としての体面もあり、

「……いいのか？　女子より重いぞ」

　と言うと、詠介が「平気だよ、筋トレになるよ」と笑うので、意地を張らずに甘えさせてもらうことにする。

　子供の頃おぶってやったことはあっても逆はなかったので、初めて相手に背負われてみると、見た目の印象よりも逞たくましい背中にひそかにドキッとした。

　基本頼りない言動が多いのに、いま危なげなく歩を進める背中は男らしくて頼りがいがあり、（詠介のくせに）となんとなく悔しくなる。

　家のそばまで来ると、

「紘兄、今日はほんとにどうもありがとう、いろいろ教えてくれて。ちゃんとやれるか自信ないけど、紘兄の教えを踏まえて本番頑張ってみるね」

　と詠介が言った。

　この素直さはこいつの美点だし、ボンクラなところはあるけど、ちゃんと相手にこいつの良さがわかってもらえるといいな、と紘斗は思う。

「……俺もいまいちヒロカになりきれなかったから、ちゃんと女子慣れさせてやれたかわかんないけど、たぶんおまえが今日の感じでやれれば大失敗にはなんねえと思うよ。自信持っていけ。ボンクラにはボンクラの良さがあるから。おまえは性格のいいボンクラだし、無理にボンクラさを隠してスマートに振ふる舞まおうとしないで、ボンクラのまま、『もう檜山くんてば、私がいてあげないとダメだね』とか言いたくなる感じの、むしろボンクラなとこがそそる、みたいな母性本能くすぐる系で攻めろ」

　俺は昔からずっとダメな子ほど可愛い的な感じでこいつを見放せなかったし、と思いつつアドバイスすると、詠介はしばし黙り、

「……ええと、それ一応応援の言葉なんだよね？　いまボンクラって六回言ったけど」

　すこし不服そうな声で指摘する詠介にぷっと噴いて、紘斗はコツンと軽く額ひたいを相手の頭にぶつける。

「数えてんじゃねえよ、細けえな。ちゃんと応援してるに決まってんだろ。もし当日、緊張して頭が真っ白になってわけわかんなくなったら、とりあえず笑っとけ。おまえのはにかみ笑顔は結構イケてるから、なんかしくじっても帳消し力になると思う」

　う、うん、わかった、と自信なさげに頷く詠介に、紘斗はすこし間をあけてから言った。

「……もしおまえの頑張りに反して『また会いましょう』って言われなくても、凹へこむなよ。一回のデートで俺の良さがわからないとは短気な女め、って思っとけ。単に縁がなかっただけで、全部おまえのせいってわけじゃないから。コミュ力のある人だって、恋愛関係は相手との相性もあるし、最初からうまくなんかなかなかいかないもんだしさ。みんな何度も失敗しながら大人になるんだから、最初はしくじって当然と思ってな」

　昔から時間をかければちゃんとできる子なんだけど、いかんせん経けい験けん値ちが足りなさすぎるし、今時の小娘の忍耐力では即終了判定されちゃうかも、そんな見る目のないバカ女に用はないけど、詠介が傷つくのも不ふ憫びんだし、もし今回の初デートが不ふ首しゅ尾びに終わったら俺がなんとか慰なぐさめてやるからな、と思いつつ先にフォローをすると、詠介は小さな声で訊ねてきた。

「……紘兄も、そうだった……？」

「……え？」

　最初からうまくはいかないものって、あのときの人とは、うまくいかなかったの……？　とさらに小さな声で問われ、「……あ、うん……」と紘斗はぎこちなく頷く。

　人並みにコミュ力があるので、過去に詠介に目撃された相手ともうひとりつきあったことがあるが、ファザコンの気けがある紘斗が惹ひかれる相手には妻子がいたり、長く続く恋愛にならずにいまだ本命探しの旅の途中である。

　ただやっと歩み寄ってくれた詠介にそんな話を聞かせたくなくて黙っていると、

「……じゃあいまは？　紘兄には、いま誰か、観覧車のてっぺんでキスするような両想いの相手、いるの……？」

　と重ねて訊かれた。

　やけに観覧車にこだわっているのが可愛くて、相手の健全さに微笑ましさとすこしの憧どう憬けいを覚えながら紘斗は首を振る。

「……いないよ、そんな相手。難しいんだよ、いろいろこっち側の人間は。……けど、俺の話なんかどうでもいいだろ、いまはおまえのデートの話してんだから。せっかく女装までして協力してやったんだから、当日の首尾を俺にも一応報告しろよな。教官として気になるし」

　耳を引っ張りながら念を押すと、詠介は「痛いって、わかったよ」と首を竦すくめ、紘斗を谷や地ち家の門の前で下ろした。

　ありがと、助かった、重かったろ、と労ねぎらうと、詠介は「ううん」と笑んで、「早く中に入って靴脱ぎなよ」と気遣い力を見せる。

　悪ぃな、じゃあ本番頑張れよ、と手を振り、ドアの前で鍵を出していると、まだ道に立っていた詠介が「紘兄」と声をかけてきた。

「……あのさ、また前みたいに、時々ブッチー抱かせてもらいに来てもいい……？」

　昔から猫好きなのに母親が猫アレルギーで自宅で飼えない詠介は、谷地家の主ぬしのような老ろう猫びょうがお気に入りだった。

　遠慮がちな言い方で元通りの関係になりたいと告げてくる相手の言葉が嬉しかったのに、つい素っ気なく、

「……別に来たいときに来ればいいじゃん、隣なんだから。けど、ブッチーこの頃ボケ入ってるから、おまえに二年も放置されて、ずっと可愛がってもらってたこと忘れちゃってると思うぞ。……またしょっちゅう来れば思い出すかもしんないけど」

　遠まわしすぎる言い方で歓迎の意を伝えると、詠介はその日一番嬉しそうなはにかみ笑顔で「うん」と素直に頷いた。

　そのときなぜか自分のキュンポイントが刺激されたような気がして、紘斗は（あれ）と一瞬動きを止める。

　いやいや、これは胸キュンじゃないから。

　詠介はガキでボンクラで憎めないただの幼馴染だし、ノンケだし、女子とつきあう予定だし、俺の好みとは違うし。

　今日は仮想デートで女子的視点でキュン判定をしまくったから、もうデートは終わったのに、ついうっかり間違ってキュン判定しそうになっただけだから、と紘斗は自分の胸の反応をそう分析した。
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「えっ、また次も誘われた!?　嘘、マジで？　やったじゃん、詠えい介すけ！」

　あれからほぼ毎日谷や地ち家に大学帰りに顔を出すようになった詠介と仮想トーク練習を重ね、本番デートに送り出した日の夜、そわそわしながら結果報告を待っていると、詠介から電話がかかってきた。

　最初に聞こえてきた声がほとんど放心状態のような有あり様さまだったので、案あんの定じょう不ふ首しゅ尾びに終わったか……と慰なぐさめの言葉を考えていたら、まさかの次回デートのお誘いがあったという。

　亜あ美みちゃんがメンクイかつ短気な子じゃなくてよかった、と安あん堵どしながら、

「よかったなぁ、おまえ。やっぱやればできる子だったじゃん。ちゃんと『そ、そうですね』以外の相あい槌づちも打てたってことだよな。あー、なんかめっちゃほっとした。実は俺さ、予行の出来見て、たぶん九・九割ダメだろうなと思ってたんだよ。けど、わかんねえもんだな。ていうか俺の教えが相当役に立ったってことだよな」

　興奮して自じ画が自じ賛さんする紘ひろ斗とに詠介がしばし黙り、

『……紘兄、ほんとはほぼ百パーダメだと思ってたんだ。あんなに「大丈夫、おまえならできる」って言ってくれたのに……』

　いや、だって、あの最初の壊かい滅めつ的てきなトーク力見ちゃったら誰でもそう思うって、けど励はげまさないとおまえ泣くかなと思って……、とごにょごにょ言い訳すると、電話の向こうで『泣かないよ、何歳の頃の話してんの』と詠介の声が笑いを含む。

『けど、マジで俺自身百パーダメだと思ってた。今日やっぱり超緊張して頭真っ白になっちゃって、原はら田ださんとなんの乗り物に乗ったかすらほぼ記憶にないんだけど、紘兄のアドバイスで唯ゆい一いつ『テンパったら笑え』っていうのだけ覚えてたから、もうとにかく笑ってたら、なんでかわかんないけど、また来週水族館に行きませんかって言われた……』

　……頼りなさすぎる……でもなんとかなったんだ、それで……イケメン無罪ってやつか……、と分析していると、電話の向こうでやや言いあぐねるような間があってから、

『……紘兄、またふざけんなって怒られるかもしれないけど、次のデートの前にも、リハーサルにつきあってもらえない……？』

「え……」

　おずおず切り出された頼みに紘斗は（また？）と口をあける。

「……や、だって、おまえ今日もちゃんとできたんだから、次もきっと大丈夫だよ。自力でなんとかなるって」

　前回の予行後数日続いたヒールによる筋肉痛を思い出し、引きつって逃げようとすると、

『全然ちゃんとなんかできなかったし、次は自力でなんて酷こくなこと言わないでよ。今日だって紘兄とのリハーサルがあったからこそ、テンパっててもなんとか動けたんだと思う。俺のコミュ力じゃまだ独り立ちなんて厳しすぎるから、もうちょっとだけ手を貸してよ。もうヒールじゃなくていいし、女装もしなくてもいいから、水族館用の仮想デートにつきあってください。お願いします、この通りだから』

　と電話の向こうで土下座する気配があり、紘斗は額ひたいを押さえる。

　いつまでも甘えてんじゃねえ！　と思うのに、必死に懇こん願がんしてくる情けない声を聞くと、兄貴分として無む下げに却下するのもためらわれる。

　詠介の対女子スキルの低さを考えると、今日うまく行ったのは練習あっての奇跡とも思えるし、もう次は女装しなくていいと言うし、せっかく仲直りできたばかりで突き放すのも忍びない。

　仕方がないので、普通に水族館に一緒に行くつもりでつきあってやるか、と紘斗は溜息をつき、「わかったよ、じゃあ下見だけだぞ」と返事をした。







　が、現在、紘斗は意に反して再び女装姿で詠介と水族館に来ている。

　谷や地ち家では情報がひとりに洩もれると即全員に周しゅう知ちされることになっており、詠介の初デートの経けい緯いも同様だった。

　ゆりかをはじめ一同は次回に繫つながったことを我が事のように喜び、紘斗が再び下見につきあうと知るや、今度はどんな服を着せようかと相談しはじめた。

　焦あせってもう女装はしなくていいって、と言ったのに「なに言ってんのよ、女子のフリしてつきあってあげなきゃ意味ないでしょ」「男の格かっ好こうだと普通に友達と行くのと一緒じゃない」「リハーサルができずに詠介ちゃんが振られたら可哀想よ」「そうよ、お話にならないダメっぷりなんでしょ」「今度は森ガールみたいなひーくんが見たいな、お母さん」などと五人は人の話を聞かずにしゃべりまくる。

　埓らちがあかないので無視して今朝こっそり普通の格好で家を出ようとしたが、狭い家で五人の女の目をかいくぐることができず、「あっ、こら！」とつかまってしまい、不本意ながら今日も暫ざん定てい女子にさせられている。

「……まさか今日もヒロカさんになってくれるとは思ってなかった。ありがとう、紘兄。また薄目で見なくても完璧に女子っぽいから、エスコートの練習がしやすくて助かるよ」

「……礼はうちの女どもに言え。もうおまえのせいで、すっかり人権無視されちゃってんだからな、俺」

　今日の紘斗の格好は、ウィッグをシュシュで右耳の下でひとつにまとめて肩から垂たらし、生き成なりのリネンチュニックに裾すそをロールアップしたベージュのパンツ、モスグリーンのサボを履はき、チュールレースのストールとフェルトの花モチーフのついた帽子を被かぶったガーリーテイストである。

　スカートとヒールは絶対嫌だと言ったらすかさずパンツとぺたんこ靴を用意され、怯ひるんでいるうちに五人がかりで化粧もナチュラルに仕上げられてしまった。

　前回は鏡を見る余裕もなかったが、今回はふと見たら（……結構可愛くね……？）とうっかり思ってしまい、もう、くせになったらどうするんだよ、ならないけど、とセルフツッコミしてしまう。

　元げん凶きょうの詠介に罰ばつとして水族館のチケットを堂々と奢おごってもらい、ラッコの水すい槽そうに張り付いて可愛い仕草を眺めて癒いやされる。

「そうだ詠介、亜美ちゃんの写真とかねえの？　デートの後もメールとかしてんだろ？」

　あったら見せてよ、と言うと、詠介は「昨日ケーキバイキングに友達と行ったっていう写メがきたけど……」と、スマホの画面をこちらに向けた。

　デカ目コンタクトでも入れていそうな大きな瞳の、自分が一番可愛く見える表情や角度を熟じゅく知ちしたような笑顔でズラッと並べたケーキの皿を掲かかげている女子が写っている。

　ふうん、こういう子か、このテのタイプはきゃるんと振る舞ってても実は結構気がきつい系だと思うけど、詠介には似たようなおとなしめの性格の子より、積極的にリードしてくれそうな子のほうがうまく行くかも、と分析しつつ、亜美ちゃんのキャラについてさらに質問してみる。

　詠介は「ええと……」と思い出すように首筋に手を当て、

「国際コミュニケーション学科で……、あとチアダンスサークルに入ってて、妹さんがひとりいて、スイーツの食べ歩きとカラオケが好きでよく友達と行く、とか言ってた気がする……」

　へえ、やっぱ写真の印象もオシャレとモテテクとダイエットにしか興味なさげなタイプに見えた、となぜか辛から口くちな感想を口にしそうになってしまい、紘斗はこらこらと自みずからを諫いさめる。

「……ふうん、まあかなり可愛い子だな。……なぁ詠介、亜美ちゃんとデートしたり、メールしてるとときめく感じとか、ある？」

　なんとなく聞きたくなって問うと、詠介は困ったように間をあけ、銀色に光るイワシの群れに目をやった。

「……えっと、よくわかんなかった……。メールは面と向かってないからまあ普通に落ち着いて返せるけど、デートのときは『うわ、本物の女子だ！』っていうキラキラオーラにたじろぐ気持ちのほうが強くて、緊張のドキドキはしたけど、ときめきのドキドキなのか、判然としないというか……、それに結構身体に触ってくるから、そのせいでドキドキしたのもあるし……」

「……え、触る？　……どこを？」

　詠介の言い方が、電車で痴ち女じょに触られて戸惑う男子高校生のようなトーンに聞こえて思わず前のめりに問うと、詠介は薄赤くなって、

「え、どこって、手とか背中とか……？　ちょっと俺が緊張してせかせか歩いちゃったときに、『待って』って裾すそ摑つかまれたり、アトラクションに並んでるときに『あれ見て、可愛いー』とか背中つつかれたり、あと『私、こういう手大好きなんです』とか言って指とか触られて、『手つないでもいいですか？』って言うから、『はい』って言っちゃったんだけど……」

「……ふうん。ま、いんじゃね？　別に」

　……やっぱり絵に描いたようなモテ系女子の手口満載じゃねえか。詠介がウブくてボケッとしてるのをいいことにベタベタ触りやがって。『こういう手大好き』ってどんな手だっつうの、でかいだけのなんの変へん哲てつもない手だろうが。ただ触りたいだけのくせに猪ちょ口こ才ざいな、大体初デートで女から手握ってんじゃねえよ、いや別にいいけど、まだ両想いでもなんでもないのに慎つつしみのない女だぜ、亜美ちゃんの奴、となぜかムカッと反感を抱き、紘斗は仏ぶっ頂ちょう面づらで白イルカの水槽前に移動する。

　あ、可愛い、と白イルカの泳ぐ様を目で追いながら微笑ほほえむ詠介を横目で盗み見て、

（おまえもイルカに負けず劣おとらず可愛いよ、トロいけど。トロすぎて本気で落としにかかってくる女にさくっと手なんか握らせやがって、この分じゃ近いうちに他のとこも握っていいですかって聞かれて、あっさり『はい』って答えちゃいそうで心配だよ、トロいから）

　となにに対して怒っているのかよくわからないまま紘斗はぶちぶち心の中で文句を言う。

　ウブのくせに初回でせがまれて手をつないだということは、まさかこだわりの観覧車キスも……？　と気になって、

「……詠介、あのさ、亜美ちゃん、観覧車で目つぶってきたか……？」

　隣のマンボウの水槽前に移動しつつ、さりげなさを装よそおって聞いてみると、

「……あ、てっぺんに来たとき原田さんのほう見てなかった……。こないだ予行のときは外よく見てなくて、本番のときにちょっと窓の外見たらジェットコースターが光ってて、流星みたいにヒューって綺麗だったから、そればっか見てて……」

　……トロすぎる、でもトロくてよかった、もし亜美ちゃんが目をつぶってたら、こいつは絶対好きとかまだ自覚がなくても流されてキスしちゃったに違いないし、となぜかほっと胸を撫なでおろす。

　しばらくマンボウののったりした動きを眺め、紘斗は言うか言うまいかすこし迷ってから、教官としての立場上言うべきだと判断して口を開いた。

「……あのさ、詠介。おまえはまだ恋愛的な情緒が未発達だから、緊張とときめきのドキドキの違いもわかんないみたいだけど、もしあと何回かデートしても『この子のこと好きだな、話すと楽しいな、また会いたいな』とか思わなかったら、会うのやめたほうがいいと思う」

「え……」

　なぜ急にそんなことを、と困惑した瞳で見下ろしてくる詠介から目を逸そらし、紘斗は青い水底にたゆたう餌えさの欠片かけらを見ながら言い訳するように続けた。

「だって、『女子とつきあう』こと自体が目的じゃなくて、『この子とつきあいたい』って思わないと…、ただデートとかキスとかＨしてみたいとか、そういう経けい験けん値ちを増やすためだけにつきあうんじゃ相手に失礼だし。亜美ちゃんは結構おまえのこと気にいってくれてるみたいだけど、もし何度か会ってもおまえが同じように思えそうにないなら、期待させても可哀想だし。ずるずるつきあって、相手にねだられるままなんかするっていうのは、よくないと思う……」

　間違ったことは言っていないと思った。

　でも、いままで全面的に協力する気で、詠介の初交際デビューが順調にいくことを兄貴分として本気で望んでいたはずなのに、写真を見て亜美ちゃんがリアルな存在だと実感したら、急に無条件にけしかけたりしたくなくなった。話を聞いているだけのうちは、亜美ちゃんが架か空くうの女子のような気がしていたから無心に応援もできたが、いまはどうしてか心から応援したいとは思えなかった。

　もちろん詠介が亜美ちゃんにこれから本気で恋に落ちたら、そのときは余計なことは言わずに応援してやるが、恋の自覚もないままむざむざモテ系肉食女子の餌え食じきにするのは納得いかない気がした。

　応援どころか交際を阻はばむようなことをつい口にしてしまい、戸惑ったような詠介の眼まな差ざしに堪たえきれず、紘斗はいたたまれずに隣のアザラシの水槽前に移動する。

　後をついてきた詠介がしばらく無言で隣に立ち、水中を眺めながら言葉を探すようにぽそっと言った。

「……あのさ、俺、経験値足りないから、恋愛心理の文献とか読んでも、相手に抱いてる気持ちが恋愛感情なのかどうかわかんなくて迷ったりしてたんだけど、……もしその人といると刺激的で、その人が笑うと自分も笑いたくなって、誉ほめられたら嬉しくて、罵ののしられても嫌じゃなくて、夢に出てきたりとか、相手が自分じゃない人を好きになったらいっそ引きこもりたいとか、もしそんな気持ちになったら、その人に恋してるってことに、なるのかな……」

「……え。……あ……、まあ、うん、……かも」

　自信なさそうに紡つむがれた言葉は恋心の吐と露ろに相そう違いなく、

（なんだよ、自覚がなかっただけで、もう亜美ちゃんにちゃんとそんな気持ち抱いてたのか……。ときめく気持ちがわからないなんて言うから、余計なアドバイスしちゃったけど、もう結構本気で好きみたいじゃん……）

　と紘斗は無意識に唇を嚙かみ、二頭のアザラシが水中を所狭せましとじゃれ泳ぐ様を見つめる。

　……じゃあ、両想いならちゃんと本腰入れて応援してやらないとな……、となぜか気が抜けた気分でぼんやり水槽を眺めていたら、不意に目の前で二頭のアザラシが交こう尾びしはじめた。

　近くにいた小さな女の子が母親に無邪気な声で、

「ママー、アザラシさんたち、どうしたのー？　ケンカしてるの？」

「え、あら、どうしたのかしら。ケンカじゃなくて、たぶん仲良しなのかも。……えーと、みーたん、ペンギンさんとこ行こうか」

　と母親が慌てて水中で重なり合うアザラシの前から娘を連れ去る。

　その様子に苦笑を誘われながら、ふと（詠介も近いうちに亜美ちゃんとこのアザラシみたいなことを……）とつい考えてしまい、もやっと不快な気分が胸に広がる。

　下げ世せ話わな想像するな、と自らを戒いましめながら「俺たちも行こうぜ、詠介」と声をかけると、真顔でじっとアザラシの交尾を見ていた詠介がぼそっと言った。

「……紘兄は、年上の人が好きなんだよね。あのときの人もそうだったし……、年下はまったく金こん輪りん際ざい未み来らい永えい劫ごう興味ないって言ってたよね」

「……え」

　思わず隣を見上げると、詠介はどこか拗すねたようにも淋さみしげにも見える瞳で紘斗を一いち瞥べつし、無言でその場を離れてしまう。

　紘斗の三歩後ろを歩くことはあっても置いていくことなど滅めっ多たにないので焦あせって後を追うと、屋おく外がいステージの観覧席の一番後ろのベンチの端に座った詠介の背中が見えた。

　突然サカり出したアザラシのせいで詠介が思い出さなくてもいいことを思い出してしまったらしい、と溜息をつき、紘斗は無表情の詠介のそばに腰を下ろして隣を窺うかがう。

　濡れ場を目撃されたとき、驚いて逃げ帰った詠介をとにかく宥なだめて落ち着かせないと、と紘斗も動転しながら、

「隠してて悪かったけど、俺は男を好きになるタイプの人間で、でも年上しか興味ないから、年下は問題外で、まったく守備範囲外だから、おまえにちょっかい出したりとか絶対ありえないから、ビビらなくていいから」

　と、なんとか安心してほしくて必死で強調して口止めした記憶がある。

　それでもビビって寄りつかなくなっちゃったんだよな、と紘斗がもう一度吐息を零こぼすと、

「……紘兄は、いつ自分がそういうタイプなんだって、気づいたの……？」

　と、詠介が小さな声で訊ねてきた。

　あまり詳しく追及してほしくなかったので、

「……そんな話、別に聞きたくもないだろ」

　周囲の子供たちが騒ぐ声に紛まぎれて小さく返すと、詠介は「そんなことない、聞きたい。教えてよ」とねばってくる。

　また相手にどん引かれたら嫌なので答えたくなかったが、「ねえ、紘兄ってば」と繰り返され、紘斗は仕方なくためらいがちに答えた。

「……もうとっくの昔のことで時効だから、怒ったり驚いたりすんなよ？　……最初に、もしかして俺ってそうなのかなって気づいたのは小学生のときで、……実は、俺の初恋の人って、……おまえのお父さんなんだ……」

　小声で白状して、チラ、と隣を窺うと、詠介は前を見たまま、

「へえ……、えぇっ!?」

　時間差でギョッとしたように目を剝むいて勢いよく振り向かれ、紘斗は慌てて「だから驚くなって言ったじゃん！」と大声を出した形のまま塞ふさがらない相手の口を手で押さえる。

「ほら、俺、自分の生きてる父親知らないじゃん、写真しか。だから、小さい頃詠介んちに遊びに行って初めて大人の男の人が家にいるの見て、これがお父さんというものかってカルチャーショックでさ。航こう介すけさん、かっこいいし優しいし、最初は俺にもこんなお父さんがいたらな、って普通に羨うらやましさと憧あこがれの気持ちだけだったんだけど、小学校の高学年くらいになったら、なんか顔見るとドキドキしたり、頭とか撫でられるとぽ～っとしたりするようになっちゃって……」

「……う、嘘……紘兄が、父さんを……？」

　知らなかった、ていうか知りたくなかった……と呆然と呟かれ、「おまえが聞きたがったから、しょうがなく言ったんだろ」と焦って言い訳する。

　正直にこんなカミングアウトをしたせいで、また詠介のガラスハートにヒビが入ってしまうかも、と紘斗は必死にとっくの昔に終わったことだからと強調する。

「ほんとに淡い片想いだけで、生々しい気持ちとかなかったし、いまは全然そんな目で見てないから。……けど、そのあとも女子には全然興味湧わかなくて、いいなって思うのが先生とか、年上の男の人で……だからたぶん俺の年上好きの原点は航介さんで、ずっと理想ではあるんだけど、航介さんみたいな人を好きになっても、大たい抵ていノンケで千ち枝え子こさんみたいな素敵な奥さんがいたり、おまえみたいな息子もいて幸せな家庭築きずいてたりして、俺だけのものにはなってもらえないから、なかなかうまくいかなくて、いまもフリーなんだけどさ……」

　洗いざらい話す羽目になってしまい、

「……引いた……？　また避けたくなっちゃった……？」

　と小声で問うと、詠介は固まったまま首をきこきこ振る。

「……い、いや、大丈夫。……人に歴史ありと申しますので、紘兄の初恋が自分の父親だと伺いましても、そうでしたか、と答える以外答えようがないような心持ちでございます……」

　おかしな語調になる詠介の顔を「……ほんとに大丈夫か……？」と覗き込むと、かくりと人形のように頷かれる。

　そのときほとんど見ていなかったステージでアシカがなにかの芸に成功したらしく、周りで歓声と拍手が起きた。この話題を終わらせるチャンスとばかりに便びん乗じょうして拍手をし、絵を描くオットセイや腹筋するトドなどを最後まで見てから立ち上がる。

　残りの順路を辿たどりながら、

「……詠介、もし亜美ちゃんの元カレの話とか過去の恋バナとか、気になって聞きたくなっても、いま俺にしたみたいに、話したくなさそうなのにしつこく聞いちゃダメだぞ。相手が話したいと思ったら、向こうから話してくるだろうから、それまで待ってな」

「わかった……。相手のことなんでも知りたいと思っても、知ったら知ったであんまり嬉しくないこともあるかもしれないから、自分からは聞かないことにする……」

　……やっぱり亜美ちゃんのことなんでも知りたかったり、過去の相手とか聞いたら妬やいちゃいそうなのかと思うと、また胸に淋しいような面白くないような気分が湧いてくる。

　これって、手て塩しおにかけて育てた純情娘にチャラい彼氏ができた父親の気分に近いのかなぁ…、などと思いながら水族館を出て駅ビルのコンコースまで来ると、『ＳＴＯＰ！　エイズ』ののぼりが立つスペースで数名の男女が「無料配布中です、どうぞ」とチラシを配っていた。

　そばを通った紘斗と詠介にもコンドームがホチキスで留とめてあるチラシをくれる。

　こんな格好だから詠介とＨをする仲のカップルに間違われたのかな、と自じ嘲ちょう気味に思いつつ、詠介に「俺のもやるよ、俺はいまんとこ当分使う予定ないし」と手渡すと、詠介は薄赤くなって「いや、俺だってこんなの使う予定なんかまだ全然……」と口ごもる。

　ほんとかよ、亜美ちゃんにがんがんリードされて近日中に使うことになるんじゃねえの、と心の中でつっこみ、赤い顔で片手に隠したパッケージをチラ、と見ている詠介を窺う。

　その物珍しげな様子に、「おまえ、本物のゴム見るの初めてなのか？」と問うと、詠介は赤い顔をぷるぷる振って、

「や、高校のとき学校に持ってきた奴がいて、膨ふくらまして遊んでたから、見たことはあるよ」

　とまたおぼこいことを言う。

「じゃあ、つけ方知ってる？」

　とさらに聞いてみると、「えっと……なんとなくは……」ともじもじ言われ、まあ童貞だしな、詠介にはまだＨなんて早いから誰ともさせたくないけど、初デートで手を握ってくるような女が初Ｈを長々待つとも思えないし、早そう晩ばんそそのかされてＨに持ち込まれそう……、けど、この分じゃ本番時に説明書き熟じゅく読どくし始めたりして相当手間取るだろうな、とへっぽこな様子がまざまざと想像でき、紘斗は教官として言った。

「詠介、今日家帰ったら、実際にそれ自分のアレにつける練習してみな」

「……え？」

　はい？　と聞き返す耳の遠い老人のコントのようなとぼけた表情に噴き出すのを堪えつつ、

「『え？』じゃなくて、やれ。まずアレ扱しごいてデカくしてから被かぶせるじゃん？　そのまま達いくまでオナってゴムに射精して、零さないように外して上結んで捨てるまでやってみ？　お母さんにバレないようにティッシュで包んでからゴミ箱に捨てんだぞ」

　上がデパートになっている駅ビルのコンコースの真ん中で、たくさんの人々が行き交う中「オナれ」などと口にしている自分に若じゃっ干かん羞しゅう恥ち心しんも覚えたが、ウブな詠介にはきちんと細部まで指導しておかないと、エイズや性病のみならず、「妊娠→結婚」の重大危機にさらされる怖れもある。

「わかったな、必ずやれよ。おまえ何事もリハーサルするの好きだろ。亜美ちゃんて積極的な子みたいだし、いつそういう状況になるかわからないから、本番で落ち着いて装そう着ちゃくできるように、いまのうちに練習しとけ」

「……！」

　詠介が真っ赤になって硬直したまま頷かないので、教官の指示に背そむく気か、と叱ろうとしたとき、ふと相手の常識外の奥手さならありうるかも、と思い当たり、

「……おまえ、もしかしてオナったことないの？」

　と耳打ちで確かめると、詠介はさらにかぁっと耳じ殻かくを赤くする。

「まさか、そんなわけないじゃん。す、するよ、それくらい……。けど、家でつけるリハーサルするなんて、なんか恥ずかしいよ……」

「恥ずかしがってる場合じゃねんだよ。最中に『ゴムつけてね』が言えない女子はいても、『妊娠しちゃったの』を黙ってる女子はいないんだ。つけ方よくわかんないからって安あん易いに生でやったりしたら命取りなんだぞ。結婚相手と子作りするとき以外、Ｈするときは必ずゴムするのが常識だって肝きもに銘めいじとけ」

　それはそうだろうけど……とまだ恥じらって口ごもる詠介に紘斗はしばし考えてから、

「……よし、わかった。なら、いま練習しよう。家でひとりでやるのが照れくさくてアホらしいなら、いまからどっか上の階のトイレ行ってやろう。ちゃんとできるか俺がチェックしてやる」

　自分でもなにをこんなにムキになっているのかと思うが、詠介のことだから亜美ちゃんでも誰でも強引に迫せまられたら断れずにＨしちゃいそうだし、万が一避妊に失敗したら、中絶なんて無む体たいなことはさせられないと結婚の道を選んでしまう気がするし、玉たまの輿こし目的でわざと安全日だと偽いつわってがっちり捕ほ獲かくしようとする肉食女子もいるかもしれない、そんな恐ろしい女子の魔の手から詠介を俺が守ってやらなければ、とほとんど妄想に近い疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆られて紘斗は「ほら行くぞ」ときっぱり言った。

「……え？　は!?　紘兄っ!?」

　驚愕に目を剝く詠介の腕を摑んでぐいぐいコンコースを横切り、駅ビルのフロア案内を見て人の少なそうな紳士服・貴金属売り場のフロアにエレベーターで上がる。

　左右にわかれる男女別のトイレの中央にある多目的トイレに詠介を連れ込み、鍵を閉めて振り返ると、紘斗は詠介が握りしめていたチラシを奪うばってパッケージをあけ、コンドームを取り出した。

「いいか、車椅子の人が来るかもしれないから、さっさと済ませるぞ。この先端のでっぱりを指で押さえて空気抜いてから勃ぼっ起きしたチンポの先っぽに被せて、皮おろしてくるくるっと根元まではめろ。毛挟はさむと痛いから気をつけな。この外側のぬるぬるしたのは潤じゅん滑かつゼリーだから。……はい、やってみ」

　エア装着手順をやってみせ、手の平にゴムを載せて差し出すと、詠介は真っ白な表情で、突然ヘリコプターで空気の薄い山さん頂ちょうに下ろされてしまった人のように口をはくはくさせ、

「……あ、あの、紘兄が見てる目の前で？　そ、そんな、無理だよ！　なに言ってんの、そんなの恥ずかしくて死んじゃうよ！」

「死なねえよ！　見たくて見るわけじゃねえし、ちゃんとつけられたかチラッとチェックするだけだから照れずにやれよ！　本番で力んで爪つめの角とかにひっかけてちょっとでも裂けちゃったり、半はん端ぱな付け方で外れたりして失敗したら感染・妊娠・結婚コースが待ってるんだぞ！　いいのか!?　困るだろ!?　まだ亜美ちゃんでも誰でも結婚なんて早すぎんだろ!?　……じゃあ、後ろ向いててやるから、さっさとつけて声かけな」

　なにを言っているのか自分でも若じゃっ干かん論理がおかしいような気もしたが、詠介を不ふ測そくの事態から守るためにはなにがなんでもやらせなければならない演習だと思った。

　なるべく離れていてあげようと壁際に行き、俯いて背後の気配を窺うかがうと、しばしためらうような間の後、ジジ……とすこしファスナーを下げる音がした。

　思わずコクッと息を飲むと、ジャッとファスナーを上げる音と同時に「やっぱりダメ！　無理！」という意い気く地じのない叫びが上がる。

　紘斗はキッと振り返り、

「コラッ、おまえのためにやれっつってんのに逆らうな！　早くやれよ！　もたもたしてると人が来るだろ！」

「や、やだ、できない。う、うちでちゃんとやってみるから、ほんとに……」

「おまえそんなこと言って、やっぱ恥ずかしいからやめたとか言って家でもやらねえ気だろ。おまえを守るために言ってんのに……、もういいっ、俺がつけてやるからよく見とけ！」

　売り言葉に買い言葉というのとも違うが、つい勢いで口走ってしまい、逃げ腰の詠介に突進して反対側の壁際に追い詰め、チノパンのファスナーを強引に引き下ろす。

「……ひ、紘兄……、やめてよ……お願い……」

「そんな犯されそうな声出すな、純然たる指導なんだから。おまえ男子校だったんだし、友達と手コキしあったことくらいあるだろ？」

「え、ないよ、そんなの……わ、ちょっ、待っ……！」

　無理矢理下着に手を突っ込んで詠介のものを摑み出すと、一緒にプールで遊んだ頃に見た記憶にあるものよりかなり立派に成長しており、つい食い入るように見てしまう。

「……ちょっ、ダメだよ、ほんとに、……手離してよ、紘兄っ……」

　上ずった声で腰を引いて逃げようとするのを許さず、両手で茎くきを包んで撫でさすり、早く勃たたせようと片手で裏筋をこすって片手で先端を捏こね回まわす。

　元彼のややくたびれたものを「紘斗君みたいに若くて綺麗な子がこんなことしてくれるなんて」と感謝されながら育てるのが好きだったが、詠介のカリ高で形のいい初うい々ういしい色のそれが手の中で勢いよく反そり返かえる様に、（こんなの挿いれられたら気持ちいいだろうな）と亜美ちゃんのことなのか自分の身になのか無自覚に感想を抱き、思わず喉のどが鳴った。

「紘に、ちょ、ヤバいよ…どうしよ…ほんとにやめてよ、恥ずかしいからっ、…あっ…！」

　羞恥に戸惑いつつも快感に抗あらがえず、泣きそうな声で喘あえぐ詠介の息遣いに煽あおられる。

　さっさと事務的に扱くだけのつもりが熱のこもった手つきで可愛がりたくなる。

　亜美ちゃんもほかの誰もまだマーキングしたことのない身体に一番先に触れていると思うと、なぜか優越感と興奮を抑おさえきれず、自分もひそかに昂たかぶりそうになりながら夢中でまさぐってしまう。

「……あ、……嘘……マズい、きもちい……っ……」

　張り詰めた若い茎の先端にぷくりと雫しずくが溢あふれるのを見下ろし、思わず舐なめてみたい衝動に舌が動いたが、なんとか本来の目的を思い出してゴムをつける。

　ぴっちり被せてやり、あとは自分で擦こすって達いってみろと言うつもりだったのに、本人そのもののような素直で綺麗な性器から手を離したくなくて、そのまま両手で握りこんで追い上げる。

「あっ、あっ、……だめだよ、やば……出そ、……紘兄ぃっ……」

　切せっ羽ぱ詰つまった声に手を動かしたまま目を上げると、詠介は羞恥と困惑に潤うるんだ瞳で紘斗を見下ろし、荒い息と喘ぐ声を恥じて封じるように唇をきつく嚙み締めた。

　清潔そうな白い歯で嚙まれた唇を見つめ、ここもまだ誰にもマーキングされていないと思ったら、身体が勝手に動いた。

「……んっ……」

　背伸びをして舌を伸ばし、嚙み締めている歯と唇を舐める。最初はそんなに嚙んだら痛いだろ、と解ほどかせたらすぐ唇を離すつもりだったのに、ビクッと驚いて緩ゆるんだ唇に触れたらもっと味わいたくなった。

　相手が固まったまま逃げないのをいいことに、唇を強く押し付けて舌まで差し入れる。相手の舌を甘く搦からめとりながら性器を揉もみしだき、唾だ液えきを飲み込む。







[image: ]







　そのときにはもう頭から装着の指導なんて本来の題だい目もくは完全に抜け落ち、ただ気持ちよく愛撫してやりたいだけだった。

「…ンッ、ん…ふ……」

　口の中もどこもかしこもほかの誰かに触れさせる前にすべて自分で触れたかった。

　なぜそんな強い独占欲を抱くのか顧かえりみる余裕もなく、相手の無防備な唇や性器に自分の感触で跡を残したい一いっ心しんで夢中で手と舌を蠢うごめかせる。

「……っ！」

　舌を絡からめ合あわせたまま詠介が身を震わせて手の中で達った瞬間、紘斗はやっと我に返った。

　なにやってんだ俺、と内心蒼そう白はくになりながら慌てて離れると、クリーム色の明るい色調のトイレの中に詠介と自分の上がった呼吸音だけが響く。

　……マ、マズい。マジでマズい。どうしよう、こんな言い訳のきかない真ま似ねしちゃって……。最初はほんとにちゃんと指導のつもりだったのに、詠介が可愛くて、誰にも触らせたくなくなっちゃって、キスだって、ほかの人にさせるくらいなら俺がって思っちゃって、途中からもう止まらなかった……。

　年下には興味ないから絶対ちょっかい出さないなんて言ったくせに、こんなにちょっかい出しちゃって、どうしよう……。

　だって、他の人に取られそうになったら急に年下とか関係なく惜おしくなっちゃったんだもん……。年上の人に甘やかしてもらうのが好きだと思ってたのに、年下のボンクラの世話焼くのも好きみたいで、今やっと気づいたけど、俺ほんとは詠介のこと、好きなのかも……。

　でも、今頃気づいても、亜美ちゃんのことを夢に見るくらい好きになったって聞いたばかりなのに、そんなこと言えない。

　ノンケの詠介にそんなこと言ったら、またビックリして寄りつかなくなって、普通の幼おさな馴なじ染みの関係にも戻れなくなる。

　もうこうなったら教官の顔を貫つらぬくしかない、いまのは全部指導でやったことだというフリをしなくては、と紘斗は呆然と放心している詠介のコンドームを事務的に外して口を縛しばり、トイレットペーパーで濡れた性器を拭ふいて下着の中におさめる。

「……ひ、紘兄……あの、……」

　詠介が掠れた声を絞しぼり出だしたとき、紘斗は相手がどんな目で暴走した自分を見ているのか怖くて確かめることもできず、非難めいた言葉を言われる前に、

「詠介、ゴムのつけ方わかったか？　あと、前に観覧車で頼まれたときやってやんなかったから、こんな場所で悪いけど、ついでにオプションでキスの練習もしてやったから。……じゃ、俺、先帰るから」

　と俯いたままこじつけもいいところの言い訳を素そっ気けなく言い、内心の動揺がバレないうちに紘斗はその場に相手を放置したまま逃げ帰った。
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「……やっぱドン引かれちゃったよ、ブッチー」

　縁えん側がわで家族の洗濯物を畳たたんでいたとき背中にすり寄ってきたブッチーを抱き上げて、紘ひろ斗とは猫相手にぼやいた。

　バイトは週二回だけなので、それ以外の平日は紘斗の帰宅時間が家族の中で一番早く、洗濯物の取り込みと夕飯作りは紘斗の役目になっている。

　谷や地ち家ではゆりかが朝食と弁当作り担当、夕飯は独身社員寮でパートの寮りょう母ぼをしている祖母と紘斗が交代で作り、美容師の母が食品の買い出し、眼科医の叔母が日用品の買い出し、さやかが掃除担当、紘斗が洗濯担当という役割分担になっている。

　まだ家族が誰も帰宅しておらず、露ろ骨こつに凹へこんだ顔をしても根ね掘ほり葉は掘ほりいじられる危険がないので、紘斗は膝ひざに乗せたブッチーの背を撫なでながらはあぁ、と盛せい大だいに溜息をついた。

　詠えい介すけを駅ビルのトイレに置き去りにした日から一ヵ月以上経たつが、あれから詠介は一度も谷地家に顔を出していない。詠介はツイッターもフェイスブックもやっていないので様子を探ることもできず、紘斗の行為に恐れおののき、迂う闊かつに近寄るとまたセクハラされると怯おびえているのでは、とひとりでやきもきすることしかできない。

　はじめは紘斗も顔を合わせづらいので来られても困るとビクビクしていたが、しばらく経っても本人の来らい訪ほうはおろかメールや電話もなく、またフェードアウトされてしまったらしい……といまは自己嫌悪にどっぷり浸つかっている最中である。

　……まあ、当然かもしれないけど。兄貴分として頼ってくれてたのに、頼まれてもいないのに、むしろ恥ずかしがって嫌がる詠介にあんなことしちゃって、盗ぬすっ人とみたいにキスまでして、痴ち女じょに無理矢理悪いた戯ずらされたみたいな気分なんだろうな……と思うと、自分から「よぅ、その後亜あ美みちゃんとはどうだよ」なんてとぼけてメールする気にもなれない。

　やっちゃったあとに自覚しても遅いけど、今度こそ二度と歩み寄ってもらえないかもしれないな……。いまごろは亜美ちゃんと自力で進展してんのかな……、やればできる子だし。俺の最後の教えを踏まえてちゃんとゴムつけられたかな、あいつ……、と考えた途端、またどんより落ち込んで、紘斗はニャーと甘え声で空腹を訴うったえるブッチーのためにとぼとぼ台所に行って缶詰をあける。

　……もう考えるのよそう、悲しくなるだけだし。それに、元々趣味じゃないはずじゃん、詠介なんか。理想は航こう介すけさんみたいな人だし……。でも俺は檜ひ山やま家の男子を好きになって必ず告白前に振られる星の下もとに生まれたのかも……。

　もう一生一人で雄お々おしく生きていけっていう思おぼし召めしと思って、食いっぱぐれないように国家資格取る勉強でもしよ……、と雄々しさの欠片かけらもなく部屋に戻ったとき、詠介から電話がかかってきた。

『……紘兄、あの、こんにちは。いま話しても大丈夫……？』

「……あ。う、うん、もちろん。……えっと、久しぶりだな、元気だった？」

　まさかまた相手のほうから連絡をくれるとは、と焦あせってとぼけた挨あい拶さつなどしてしまう。

　なにが「元気か」だよ、セクハラしてやり逃げしといて、ちゃんと謝らなきゃダメだろ、でも謝ったらあれが途中から指導じゃなくて本気だったこととか、軽けい蔑べつの目で見られたくなくて逃げたこととか、いろいろ言わなきゃいけなくなるし、と葛かっ藤とうしていると、

『うん、元気だったんだけど、ちょっとレポートの締切が立て続けで、資料とかいっぱい読まなきゃいけなくて、顔出せなかったんだ……。その、ブッチーは元気？』

　うん、いまご飯食べたとこ、と答えながら、相手の声の調子はやや元気がないようだったが、警戒心を抱いだいて怯おびえているようなものではなく、前回のことは本当に指導の一いっ環かんだと思っていて、ほんとに勉強が忙しくて来れなかっただけで、まだ完全に愛あい想そ尽かされたわけじゃないのかも、とかすかに希望が湧わいてくる。

　詠介が『あのさ、紘兄……』と言ってからやや言いよどむように沈黙したので、やっぱり前回のことを問いつめられるのかも、と身構えると、

『……えっと、度たび々たび申し訳ないんだけど、また、デートの予行につきあってもらえないかな……。できればこれからも、いろいろアウェーな場所を減らすために、あちこちつきあってもらえたら、すごくありがたいんだけど』

「……え」

　遠慮がちに打だ診しんされ、また予行ということは、亜美ちゃんとの交際はやっぱり順調に続いてるんだ、とその言葉から察せられた。

　お門かど違ちがいな苛いら立だちとわかっているのに、おまえのことを好きな俺に彼女とのデートの予行なんかに何度もつきあわせんな、と何も知らない詠介に言ってしまいたくなる。

　もちろんそんなことはできないし、詠介と彼女が進展していくのをそばでリアルタイムで知らされたり、うまくいくためのアドバイスを求められたりするのは自じ虐ぎゃくの極きわみだと思ったが、仮想デートの間だけは自分が詠介とつきあっているような錯さっ覚かくに浸ひたれるかも、と愚おろかな気持ちも湧いてくる。

　損な役回りだと思ったが、詠介が自分を兄貴分として頼りにしてるうちは、せいぜい頑張ってその役を演じてやるよ、と紘斗は自じ嘲ちょう気味に小さく吐息を零こぼし、「……しょうがねえな、ヘタレな弟分のためにつきあってやるよ」と胸の痛みを隠してぶっきらぼうに答えた。
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「おまえさ、同じ場所に二回行っても飽きないの？　二度目だと新鮮さがなくなって、亜あ美みちゃんの前で感動の薄い反応しちゃったりしない？」

　上野の美術館を出て、公園でソフトクリームを舐なめながら聞くと、

「え、いや、そんなことないよ。だって、綺麗なものは何度見ても綺麗だし……、それに、えっと、ほら、原はら田ださんと一緒のときって、緊張して視し野や狭きょう窄さく気味になるから、紘ひろ兄にいと一緒のときのほうがまともに見れるし……」

　ふうん、まだ亜美ちゃんとのデートでは緊張してるのか、とミックスソフトを舐めながら紘ひろ斗とは思う。

　あれから月に数回のペースで映画や動物園、デートマニュアルに紹介されている人気スポットなどに女装でつきあっている。

　家族が味をしめて女装させたがるのもあるが、紘斗自身も「これは詠えい介すけを女子慣れさせて、亜美ちゃんとの本番デートでしくじらせないための教官としての任務だから」という大義名分があったほうが、やましい下心でつきあっているという後ろめたさがすこしは減るような気がしたからということもある。

　今日の服は白地にピンクの小花柄のワンピースにピンクのカシュクールプルオーバーとレースストール、ウィッグはサイドを編み込んだお嬢様っぽいスタイルである。

　服と靴はふたりの姉から借りているが、近頃家族が紘斗用に着せたい服をわざわざ買ってきたりするので、これ以上エスカレートしたら困るな、と思いつつソフトクリームを舐めていたら、ふと視線を感じた。目を上げると、詠介がじっと口元を見ているのに気づく。

「あ、こっちも味見する？」とミックスソフトを差し出すと、詠介は薄赤くなって「……うん、じゃあ、ちょっと」と自分のマンゴーソフトを交換に差し出すので、取り替えて舐めあう。

　すでにディープなキスを奪うばったことがあるのでこんな間接キス的行為にいちいち乙女な反応をする気はないが、ソフトを返すときについ聞きたくなり、

「あのさ、亜美ちゃんとも、こういうことする……？　食べ歩きとか好きなんだろ、亜美ちゃん」

　と探りをいれると、詠介は「……えっと、したことない、かな……まだ」と口ごもる。

　その答えにいまのところまだ自分のほうが親密かも、と張り合っても仕方がないのにひそかに優越感を抱いてしまい、そんな自分に呆あきれる。

　詠介は「次のデートはどこそこに行く予定なんだけど、紘兄の都合がいい日って、いつかな……」と度たび々たび予行の依頼をしてくるが、亜美ちゃんと本番デートしたときのやりとりをデレデレ語りまくるようなことはしないので、さりげなく聞き出して言葉の端はし々ばしから察するだけだが、どうやらまだ清らかなおつきあいらしい。

　そんなことを確かめてほっとしている自分も大たい概がいバカかも、と思いつつ、

「えっと、これからどうする？　まだ帰るには時間早いし……。そうだ、亜美ちゃんてカラオケ好きって言ってたよな。もう一緒に行った？」

「あ、まだ……。けど俺、歌ヘタだから、カラオケもアウェーだし、持ち歌もないし、クラスの打ち上げとかでもカラオケはなるべく行きたくないなっていうタイプなんだけど……」

　恥ずかしそうにもじもじ言う詠介に、

（そこまで歌ヘタだったっけ。子供の頃に一緒に主題歌とか歌ったときは子供だから調子っぱずれなのかと思ってたけど、大きくなってからはまともに聞いたことないな）

　と紘斗は興味をそそられる。

「じゃあさ、いまからカラオケ行って練習しよう。亜美ちゃんにもし誘われたときに、一曲くらいまともに歌える歌があったほうがいいし」

　えっ、と尻しり込ごみする詠介を連れて近くのカラオケボックスに入り、一時間の予定で入室する。

　アイドルは聴かないって言ってたけど、おまえ最近はどんなの聴いてるの？　と問うと、

「ええと、聴くだけなら、ビートルズとか。高校の英語の授業で歌詞を和わ訳やくする時間があって、先生がクラスでかけてくれて、なんかいいなと思って聴くようになったんだけど」

「へえ、いいじゃん、ビートルズ。発音良かったら『キャー』って思ってもらえるかもよ。なんか歌ってみ。ビートルズならいっぱい入ってるから、どれなら歌えそう？」

　おずおず告げる曲名を一、二曲入力してマイクを渡し、ワクワクしながら前奏が終わるのを待つと、聞こえてきたのはビートルズを激しく冒ぼう瀆とくするオリジナル旋せん律りつで、ありえない音程に八小しょう節せつ耐えるのが限度だった。

「ごめん、詠介。俺が悪かった。おまえの自己申告を侮あなどってた。発音はすごくよかったけど、もし亜美ちゃんにカラオケに誘われたら急に腹痛を訴うったえて断るか、ひたすら亜美ちゃんひとりに歌わせて、おまえは鳴り物で盛り上げ役に徹てっしたほうがいい」

　ちょっとカウンターでタンバリンとかマラカス借りてくるから待ってな、と言い残し、耳に残る破は壊かい的な残ざん響きょうを振り払いながら受付に向かう。

　……びっくりした、ギャグかと思ったけど、あれ本気で歌ってたよな、といっそ感心するほどの音おん痴ちぶりに笑いを堪こらえながら、女装時用の高めの作り声で受付の女性に鳴り物を借りる。

　マラカスとタンバリンを胸に抱かかえてドアの番号を探しながら廊下を歩いていると、角を曲がった反対側の個室から急に出てきた男とぶつかりかけ、マラカスが落ちて相手の足の上に軽く音を立てて当たった。

「あ、すいません」

　謝ってマラカスを拾おうとすると、鼻と耳じ介かいと眉まゆの端を複数のピアスで穿うがった男が「えーダメー、痛かったから許さなーい」と知性の感じられないふざけた口調で言い、きょとんとする紘斗の腕を摑んだ。

　え、と驚く間にそのまま男が出てきた部屋に引っ張り込まれ、耳をつんざく大音量で金髪男が熱ねっ唱しょうしている横に無理矢理座らされた。

　薄暗く煙たい部屋でシャウトしていた金髪が歌をやめ、

「なに、まっつん、ナンパしたの」

　と紘斗を見ながら言った。

　は？　ナンパ？　と目を見開く紘斗の頭上で鼻ピアスが頷き、

「そう、俺の足にマラカス落としたお詫わびに俺らと一緒に歌ってくれるってー」

　とドスンと挟むように反対側に座ってくる。

「いや、そんなこと言ってません」

　勝手に連れ込んどいてなに言ってんだ、と紘斗は呆れ返って反論したが、音楽でよく聞こえなかったらしく、ふたりは馴なれ馴れしく「可愛いじゃん」「なんか歌ってよ」などと薄ら笑いを浮かべて肩や足に身体を押し付けてくる。

　これまで女装中に詠介と離れたことがなく、トイレ時も多目的トイレの外で見張らせていたくらいなので、こんな目に遭あうのは初めてだった。

　でも女じゃないとわかればすぐに解放されるだろうと、紘斗は騒そう音おんのような音量に負けじとマイクを摑んで「俺、男なんで！　ツレがいるのでどいてください！」と叫ぶ。

「……え？　男？」

「嘘、マジでー？」

　一瞬ぽかんとした金髪が無遠慮に胸を触ってきて、

「あー、ほんとだ、まっ平らだー」

　とゲラゲラ笑う。

「ちょ、触んなよ！」

　キッと睨みつけると、金髪は面白がるように口こう角かくを上げる。

「男の娘こなんだー。レベル高いからオカマでも全然イケるわ、俺」

「オカマじゃないし、こっちにも選ぶ権利あるんで」

　キモくて下品な冗談をこれ以上言われたくないと紘斗がガタッと立ち上がると、強く腕を引っ張られて再び椅子に戻されてしまう。

「なにすんだよ、離せ！」

　焦あせって振りほどこうとすると、「なにすんだよ、はなせー」と茶ちゃ化かすように繰り返し、金髪は背後から抱くように羽は交がい絞じめにしてくる。

「こういう勝気な子泣かすの楽しーよねー。まっつん、俺さぁ、前にホモに尺しゃくらせたことあるんだけど、超うまくて俺の思い出のフェラベストスリーに入る良さだったんだー」

　背後から動きを封じられて吐かれた不ふ穏おんな言葉に紘斗はギクリと背筋を凍らせる。

　……嘘だろ、まさか本気でこんなところでそんなこと……、防犯カメラだってあるのに、いくらなんでもありえない……、と思いたかったが、不安にじわりと冷たい汗が滲にじむ。

　鼻ピアスが薄い眉を顰ひそめて、

「マジでー？　男にしゃぶらせるなんてキモくね？」

「やー、ケツはキモいけど、口なら変わんねえって。まっつん、この子にやってもらいなよー。マラカスぶつけられたお詫びに」

　ぎゃははと笑いながら放たれた言葉に紘斗の顔から血の気けが引く。

「なっ、ふざけんな！　離せ！」

　強気で叫んだつもりが恐怖と焦りで声が震えた。

「やー、全然ふざけてないよー。まっつんの次は俺ねー」

「ちょ、正気かよ、やだ、やめろ！」

　本気で身を捩よじって暴れてもふりほどけず、鼻ピアスに顔を暴力的に摑まれる。

「まあ顔だけ見てりゃあ女みてえだしな。一回試してみっか。……嚙むなよ」

　ビニールソファに片かた膝ひざ立だちして不ふ潔けつな性器を剝むき出だしにされ、嫌けん悪お感かんに総そう毛け立だつ。

「……や、やだ、やめろ……」

　必死に首を振りたいのに顔を摑まれたまま動かせず、背後からも羽交い絞めにされ、足をバタつかせてもどうにもならなかった。

　前から近づく吐きそうな臭しゅう気きと、首にかかるヤニ臭い息に、

（こんなの死んでもやだ！　詠介……！）

　と心の中で叫んだとき、

「やめろー！」

　とドアを蹴け破やぶる勢いで詠介が飛び込んできた。

「詠介……！」

　暗い野や蛮ばんな部屋に光のように現れた詠介の姿に、じわっと紘斗の瞳に水の膜まくが張る。

　紘斗の涙に詠介は見たこともないような鬼の形ぎょう相そうになり、

「紘兄に触んじゃねえっ！」

　と絶叫しながら鼻ピアスの側そく頭とう部ぶにバコーン！　とマラカスを至近距離からフォアハンドで叩きつける。
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　痛ってぇな！　と頭を押さえて振り返った鼻ピアスに渾こん身しんの蹴りを浴びせ、壁に激突して倒れた鼻ピアスから今度は紘斗を羽交い絞めにしていた金髪をギッと睨みつける。

「紘兄を離せ！」

　叫びながら詠介はマイクを摑むと弾だん丸がんサーブのフォームで金髪の脳のう天てんにガツーン！　と振り下ろした。

　破壊的なエコーと呻うめき声が響く個室から紘斗の腕を摑んで詠介はダッシュで飛び出す。

　出口の会計カウンターを走り抜けざま「お釣りは結構です！」と万札を投げ置き、詠介は紘斗を摑んだまま大通りに走り出ると、やってきたタクシーを停めて紘斗を押し込み、自分も乗り込んだ。

　住所を告げて発進したタクシーから背後を振り返り、鼻ピアスたちが追ってきていないことを確かめると、詠介は強こわ張ばった顔で紘斗に向き直った。

「……だ、大丈夫だった……？　なんにもされてないよね……？」

　まだ震えの止まらない身体で紘斗がこくんと頷くと、「よ、よかったぁ……」と詠介は急にふにゃっと眉を下げて涙目になった。

　さっきのかっこいい男は別人か、と思うような表情の変化に思わず笑みを誘われる。

　おかげでひどい目に遭あわされかけた恐怖心が和やわらぎ、

「……平気だったよ。キモいことされそうになったけど、おまえが来てくれたから、間に合った……」

「う、うん……、よかった、間に合って……」

　泣きそうな顔で安あん堵どの吐息を零こぼす詠介の手も震えていて、普段ケンカやバイオレンスには無む縁えんのおぼっちゃまなのに俺のピンチに頑張ってくれたんだ……と胸が詰まり、紘斗は自分もまだ小さく震えたままの手を伸ばして詠介の手を握った。

「……ほんとに助かった……。けど、よくあそこに俺がいるってわかったな」

　おずおずと手を握り返してきた詠介が、

「……うん、紘兄がなかなか戻ってこないから、どうしたのかなと思って廊下に出たら、あの部屋の前にマラカスが落ちてて、あれって思ってドア越しに覗いたら、紘兄が押さえつけられてて……」

　その光景を思い出したらしく詠介はまたメラッと瞳に怒ど気きを宿やどしたが、急にハッと青ざめた。

「……ど、どうしよう、紘兄が無事でよかったし、あの人たちが多少怪我してても自じ業ごう自じ得とくだと思うんだけど、お店の備品壊しちゃったかも……。もう『紘兄になにすんだ！』って頭カーッてなって、思いっきり叩きつけちゃったから……もしマイクとマラカス壊してたら、お店の人に悪いことしちゃった……」

　全方位に紳士的に、と指導したせいか、店の損害を気にする詠介に苦笑を誘われる。

　もしこいつが地球を救うヒーロー物の主役になったら、宇宙から来た敵と戦うとき、建物とか壊すたびに『あっ、すいません、後で直しますので』とかいちいち謝って戦闘シーンが全然映画的にスペクタクルにならないだろうな、と思いながら紘斗は言った。

「……まあ、ふたりで七百円のところを一万円置いてきたから、もしなんか壊れてても、お釣りでなんとかしてもらおう」

　けど、もうあそこは行かないことにしような、と言うと、詠介は申し訳なさそうに頷いた。

「……紘兄、ほんとにごめんね。俺が音痴なばっかりに、マラカスとか借りに行ってくれたから怖い目に遭わせちゃって……」

「いや、俺も、おまえがカラオケ苦手って言ったのに、強引に連れてっちゃったせいもあるし」

「違うよ、元はといえば、紘兄がナンパされてもおかしくないかっこさせて予行につきあわせてる俺のせいだ」

「いや、変な奴らに簡単に連れ込まれたりして、腕わん力りょくがない俺が悪い」

　お互い自分を責めあっているうちに、でも一番悪いのはあのヤンキーだろ、とふたりで気づき、「だよね」「そうだろ」と苦笑しあう。

　その詠介のほっとしたような可愛いはにかみ笑顔を見ていたら、胸がキュンと疼うずいた。

　今は間違いなくこれが胸キュンだと認められるのに、もう詠介は亜美ちゃんのものなんだ、と思ったら胸の奥がキリキリ痛む。

　この手も亜美ちゃん専用なのか、俺もこの手が好きなのに……、と握りあった手を見つめながら、ここで離さないといつまでも離せなくなりそうで、紘斗は震えの止まった手を努力して離す。

　もし俺が服装だけじゃなくてほんとの女子だったら、詠介は俺が告白してもドン引きしたりしないで、ちょっとは亜美ちゃんとどっちにしようか真剣に考慮してくれたかな……と儚はかない仮定に吐息を零したとき、タクシーが家の近所まで戻ってきており、「このへんですかね」と運転手が言った。

　詠介が紘斗の家の前で停めてくれるように頼み、ふたりで車を下りる。

　タクシーが走り去るのを見送ってから、紘斗は小さな声で言った。

「……あのさ、詠介、さっきはほんとにありがとう。おまえ超ビビリなのにヤンキーふたりもやっつけてくれて、ほんとに嬉しかった。……マラカスやマイクで弾丸サーブかますとか、よく考えると笑っちゃう図なんだけど、さっきは超かっこよく見えて、……もし俺が女子だったら、……キュンポイント直撃されて、……好きになっちゃってたかも……」

「……え？」

　そんな形でしか本音を伝えられず、驚いたように聞き返してくる詠介に「冗談だよ」と誤ご魔ま化かそうとしたとき、「檜ひ山やまくん！」という甲かん高だかい女子の声がした。

　小走りに駆け寄ってきたのは以前写メを見せてもらった亜美ちゃんその人だった。

　彼氏に会いにきた彼女の嬉しそうな笑顔ではなく、いまにも泣きそうな表情を浮かべていたので、（まさか、今日ほんとは亜美ちゃんと約束してたのにすっぽかしたのか？）と焦って詠介を振り返ると、詠介は心底戸惑った表情で「原はら田ださん、なんでここに……」と呟いた。

　亜美ちゃんは大きな瞳を潤うるませて詠介を見上げ、

「……ごめんなさい、家まで押しかけて。どうしてももう一回会って話したくて、おうち調べて来ちゃったの。私、やっぱり檜山くんのこと諦められない……」

　……え？　と紘斗は動きを止める。

　諦めるって、いまもつきあってるんじゃ……と意味がわからず目を瞬しばたたかせていると、

「檜山くん、たった三回のデートだけで、私のこと見切らないでほしいの」

　……え、三回？　どういうことだよ、俺は三回以上、もっと何度も予行につきあわされてるのに……、それに「見切る」って……と紘斗は激しく混乱する。

　亜美ちゃんはいまにも溢あふれそうにみるみる瞳に涙を浮かべ、

「私、あの合コンで檜山くん以外の男子全員からつきあってって連絡もらったんだよ？　でも、私はほかの人じゃなくて檜山くんがよかったの。お願い、もう一度私にチャンスをくれない？」

　……さりげなく恩着せがましいモテ自慢してねえか？　それにもう終わってるのにヨリを戻したいって泣いて縋すがってるようにしか見えないんだけど……とわけがわからず眉を寄せていると、亜美ちゃんが一瞬紘斗に視線を向けた。サッと値踏みするような嫌な目つきを向けられ、紘斗が目をぱちくりさせている間に詠介に顔を戻して亜美ちゃんは健けな気げな表情に戻る。

「……檜山くん、もうこの人とつきあってるの……？　もう私には絶対チャンスない……？」

　ぽろぽろと涙を溢れさせて『こんなに泣いてる可哀想な私を見捨てないで』オーラを全面に出す亜美ちゃんに（この子、絶対性悪系だ。俺には露ろ骨こつに陰いん険けんな目つきしやがって、騙だまされんなよ、詠介！）と紘斗が焦って振り向くと、詠介はどうしたらいいのか対処に困りきった表情で亜美ちゃんと紘斗を交互に見つめ、亜美ちゃんに向かっておずおず口を開いた。

「……あの、ごめんね、原田さん。原田さんが悪いわけじゃないんだ。けど、前にも言った通り、ほかにもっとときめく人がいて、……その人は俺のことなんか眼中にないんだけど、その人じゃないと俺はダメだから……本当にごめん」

　そうはっきり告げた詠介を紘斗は意外な気持ちで見つめる。

　詠介のことだから、泣いて縋ってくる女子にまともな自己主張などできずに押し切られるかと思ったが、いま亜美ちゃんの涙に惑わされずにちゃんと断れた詠介に（やっぱりやればできるじゃん）と誉めてやりたくなっていると、亜美ちゃんはそれまで流していた滂ぼう沱だの涙をぴたりと止めた。

「……そう、ほんとに見込みないんだね」

　アイメイクがつかないようにハンカチで目の縁ふちを淡々と押さえる亜美ちゃんに、詠介は演技の泣き落としとは気づかずに泣き止やんでくれてよかったとホッとしたような表情で言った。

「……あの、暗いから駅まで送るね」

　でももうこういうことはしないで、とやんわり釘くぎをさし、亜美ちゃんの背中をそっと押して駅のほうへ向かう。

　詠介は紘斗を振り返り、

「……紘兄、ちょっと送ってくるけど、すぐ戻ってくるから。そしたらちゃんと事情を説明するからね……」

　と隠しておいた０点のテストが見つかった子のようなバツの悪い顔で告げ、亜美ちゃんと連れ立って歩いていった。

　ひとり路上に残された紘斗は（……ええと、このわけのわからない状況をもう一度整理して考えよう……）と煙けむに巻かれた気持ちでいま見たやりとりを検証する。

　……見たまま聞いたまま考えると、詠介は三回目のデートで亜美ちゃんを振ったらしい。亜美ちゃんは性悪系女子だから振って正解だけど、でも詠介はそのあともずっと亜美ちゃんと続いてるという嘘をついて、俺にデートの予行をさせていた。

　なんでそんな嘘を……、ふたりがまだつきあってると思ってたから、俺はひそかに亜美ちゃんに嫉妬したり、本妻の目を盗む愛人みたいな後ろめたい気持ちで仮想デートにつきあって、仮想なのに嬉しかったり浮かれたりしちゃう気持ちがバレないように自じ戒かいしたり、いろいろ大変だったのに、ずっと嘘ついて騙してたなんて、ひどいじゃんかよ……。

　詠介が悪意を持って自分を騙したとは思わないが、そんなことをする理由がわからず考えこんでいると、ふとさっき「ほかにときめく人がいる」と言っていた言葉を思い出す。

　……もしかして、詠介は亜美ちゃんとは別の女子をいつのまにか好きになってて、ころころ相手を変えるのは節せっ操そうがないと思われそうで俺に言えなくて、でも相変わらず女子慣れしてないからその人とうまくいくために、俺に予行デートさせ続けてたってことなのかな……。

　それぐらいしか嘘の理由が思い当たらず、（なんだよ、それ……）と紘斗は裏切られたような気持ちで視線を落とす。視線の先に姉から借りたパンプスのリボンが映り、怒りと自嘲がこみ上げてくる。

　こんなかっこ、好きでしてるわけじゃないし、詠介のためと思ってずっとやってたのに、さっきはそのせいでひどい目にも遭っちゃって……、なのに詠介は今日亜美ちゃんが現れて嘘がバレなければ、これからもずっと俺を練習台にしてほかの誰かとうまくいこうとしてたのかも、と思ったら、みじめで悔しくて涙がじわっと浮かんできた。

　もうこれ以上振り回されるのはまっぴらだと思った。亜美ちゃんにしろほかの女子にしろ、自分はいつまで経たっても練習台でしかないのに、詠介の本命になる人のために利用されるのはもう我慢できなかった。

　帰ったら事情を全部説明すると言われたが、とても冷静に言い訳を聞ける心境にはなれず、紘斗はスマホを取り出して、

『嘘つきとは当分口ききたくない。もう二度とヒロカにはならないから』

　と詠介にメールを送り、ついでに着信拒否設定した。

　ほどなく亜美ちゃんを送って戻ってきた詠介が谷地家の玄関先で、

「紘兄ごめん！　怒ってると思うけど、話聞いて！」

　と何度も懇こん願がんする声と、「紘斗ー、下りてきなさいよー」「詠介くん泣きそうだよー」「玄関に土下座しちゃったわよー」「ほんとに泣いちゃったよー」と家族の実況もうるさかったが、紘斗は「帰れ詠介！　俺は嘘つきじゃねえから会わないっつったら会わねんだよ！」と喚わめいて布団に潜もぐったままベッドから出なかった。

　翌日、怒りで一いっ睡すいもできなかった紘斗は一旦大学に行ったものの、まったく集中できずにサボって早めに帰ってきた。

　静かな家で「なんで詠介くんとケンカしたのか言いなさいよ」などと誰にもつつかれることなくフテ寝してやる、と思いながら鍵を開けていると、「紘兄！」と生いけ垣がきの陰から詠介が飛び出してきた。

　相手の目も真っ赤で、昨夜ゆうべ泣いたか眠れぬ夜を過ごしたことが察せられたが、紘斗はプイと顔を背そむける。

「……おまえ、なんでいまいるんだよ。もしかして俺が帰るの待ち伏せしてたのかよ。こんなことで学校サボってんじゃねえよ」

　自分のことは棚たなに上げて叱ると、

「……だって、授業より紘兄に謝ることのほうが大事だから……」

「……」

　まだ怒っていたが、このまま追い返すとまた話を聞くまでサボって待ち伏せするかもしれない、と溜息をつき、

「……上がれよ。ほんとはまだ怒ってるけど、しょうがねえから申し開きがあるなら聞いてやる」

　と喧けん嘩か腰ごしに言いながら自室に招きいれる。

　部屋に入ってきた途端、詠介はがばりと土下座した。

「紘兄、嘘ついててほんとにごめんなさい」

　床に額ひたいがつくほど頭を下げる相手のつむじを紘斗は目を眇すがめて見下ろし、

「……なんでもかんでも土下座して詫びれば許されると思うなよ。……おまえは昔から嘘とかつけない子だったじゃん。なのになんでこんな変な嘘……、亜美ちゃんとは三回目のデート以降、ほんとはつきあってなかったなら、どうしてまだつきあってるフリなんかしたんだよ」

　俺の知らない次の本命のためかよ、と言いかけたとき、詠介が顔を伏せたまま小さな声で言った。

「……だって、そうすれば、紘兄と何度もデートできると思ったから……」

「……え？」

　返ってきた答えの意味がよくわからず、眉を寄せて問い返すと、詠介は意を決したように顔を上げてもう一度言った。

「なんでもいいから理由つけて紘兄とデートしたかった。……紘兄のことがずっと好きだったから。けどこんな嘘でもつかないと、紘兄は俺なんか絶対相手にしてくれないじゃん。だから、まだ原田さんとつきあってるって言えば、紘兄がその間は俺とずっと予行デートしてくれるかと思って、嘘ついたんだ……」

「……」

　なんでそうなるのかわからず、好きだったからと言われてもまるで納得できなかった。

「……な、なにいきなりそんなこと……、だって、好きって、いつから……？　おまえずっと俺のこと避けてたじゃん」

　意い表ひょうをつかれすぎてとても信じられず、嬉しく思うより驚きしか湧わいてこなかった。

　目を瞠みはる紘斗に詠介は言いにくそうに目を伏せ、

「……だって、自覚と同時に振られたから。紘兄のことは子供の頃から好きだったけど、恋愛の好きかどうかとか考えたことなくて、とにかく誰とも比べられない俺の中の一番の人だった。けど、紘兄が男の人に抱かれてるの見たとき、すごいショックで、当日熱出して、熱下がっても五日くらい学校休んで引きこもったくらいショックで、……あれ見るまではそんなこと考えたこともなかったのに、俺も紘兄とそうしてみたいとか思うようになっちゃって、あれが引き金になって俺もそういう意味で紘兄のこと好きなのかもって気づいたんだけど、年下は絶対対象外って当日に言われちゃったから……」

　……いや、あれはそうでも言わないと詠介が怯おびえちゃうと思ったから言っただけで、別におまえを振ったわけでは……それに俺の中でもおまえは別べつ枠わくに決まってんじゃん、と紘斗が弁解しかけると、詠介は毒を食らわば皿までと肚はらを括くくったらしく、言葉を継ついだ。

「紘兄のあんな姿見ちゃったあと、ずっと頭から離れなくて、何度も夢にも見ちゃって、……実は、その、一番お世話になったズリネタにもしちゃって、紘兄にはもう恋人がいるってわかってたのにこっそりそんなことして、なに食わぬ顔してそばにいることなんて恥ずかしくてできなくて、遊びにも行けなくなったんだ……」

　……だからうちに来なくなったのか……、なんだよ、普通なにも言わずに避けられたら嫌われたと思うじゃん、好きだから避けたなんて思うわけないじゃん……。黙ってズリネタにするくらいなら潔いさぎよく告れよ、ほんとにボンクラなんだから。

　じゃあ、水族館で言ってた夢に出てくる相手って、亜美ちゃんじゃなくて俺のことだったのか……。好きな人が誉めたり罵ののしったりするって言うから亜美ちゃんは随分上から目線の女だなと思ってたのに、俺のことかよ……と紘斗は薄く赤面する。

　ただ、引っかかることがまだあり、

「……けど、そんなこと言って、おまえ合コン行って女子とつきあおうとしたじゃん。俺のことほんとにそんなに好きだったんなら、別の女子とどうやってつきあったらいいかなんて、俺に聞いてきたりするか？」

　そこが腑ふに落ちずにやっぱり疑わしいとつっこむと、詠介は小さく唇を尖とがらせた。

「……だって、いくら紘兄を想っても俺は対象外だから、報むくわれない片想いは諦めなきゃと思ったんだ。『彼に愛されないときに読む本』とか読んだら、辛つらい恋を忘れるには新しい恋をすることって書いてあったし、彼女とか作ればいいのかなって思って。それにこのままずっと紘兄と疎そ遠えんなままじゃ嫌だったから、どんな形でも仲直りしたくて、ずっときっかけを探してた。紘兄は女子の生せい態たいに詳しいから、指導を頼んだら、また口きいてもらえるかなって思ったんだ。それにもしほんとに彼女ができて、その子を好きになれたら、紘兄に彼氏がいても嫉妬とかしないで普通の幼おさな馴な染じみとしてつきあえるかと思ったから」

　……なんだよ、お互いに相手のことが好きなのに、自分は対象外って思い込んで悩んでたなんて、こんなに性格も考え方も違うのに、なんで変な行動パターンだけそっくりなんだろ……、と苦笑しつつも、胸の奥に甘い疼きを覚える。

　詠介は紘斗の視線を避けるように床に目を落としたまま、

「最初から嘘つくつもりじゃなくて、うまくいくなら原田さんとちゃんとつきあうつもりだった。けど、紘兄に予行してもらったら、やっぱり嬉しくて、なに話しても楽しくて、笑顔作ろうなんて思わなくても自然に笑っちゃって……、でもそのあと原田さんとデートしても緊張するばっかりで、楽しいとか、また会いたいとか、もっと話したいとか思えなかったんだ」

　……そんなの俺だって、おまえとデートするのが楽しみでしょうがなかったよ。

　けど練習台だと思ってたからずっとしんどかったのに、とっくに両想いだったなら、なんでこんな遠回りしなきゃいけなかったんだよ。やっぱりおまえのせいだろ、と言葉足らずで変な策さく略りゃくだけは思いつくボンクラの頭を紘斗は手加減しつつ叩いた。

「なんでいつも素直が取とり柄えのおまえがそこだけ素直に言わなかったんだよ。そんな回りくどいことする暇あったら、潔く好きって言えばよかったじゃん」

　そしたら俺だって、あれこれもやもやしないで「俺も好き」ってすぐに言えたのに、と続けようとしたら、詠介がしょんぼりと瞳を翳かげらせた。

「……だって、言ったって振られるだけだし……。紘兄は年上の、特に父さんが理想なんだろ？　……俺が遊園地でキスの練習頼んだときはやだってきっぱり言ったのに、水族館で父さんが初恋だったって言った日に、急にトイレですごいエロく触ってきたし……、あれって、俺が父さんと似てるから、代わりにこんな感じかなって触ってみたくなったんじゃないの？　でも弄いじったらポイ捨てみたいにされて、やっぱり代用品じゃつまんないと思われたのかなって、……キスもしてもらえてすごい嬉しくて興奮したけど、ほんとは俺にしてくれてるわけじゃないって思ったら、またちょっと顔合わすの辛くて一ヵ月顔出せなかった……」

「……」

　あまりの曲きょっ解かいに啞あ然ぜんとして、紘斗は「んなわけねえだろ」とまた詠介の頭をポカッと叩く。

　お互い余計な言葉はたくさん発したのに、ほんとに言いたい言葉を隠してたから、見当違いの妄想して落ち込んで、ふたりともバカすぎるだろ、と思いながら、

「……そんなの、全部おまえにしたかったからしたに決まってんじゃん。放置プレイは悪かったけど、俺は好きな人としかキスもＨもしない主義だから。……おまえのことが好きだからキスしたんだよ。誰かの代わりとか、練習とかじゃなくて、本気で」

「……え。え？」

　さっきの自分と同じくらい信じられないという顔で聞き返され、紘斗はちょっと笑って膝ひざを進め、チュッと軽く証拠に実践してやる。

「……っ」

　ぱぁっと面白いように赤面する詠介に笑いかけ、紘斗は言った。

「おまえがボンクラ過ぎて、『もう檜山くんてば、私がついてないとダメだね』っていう気に俺がなっちゃったんだよ。亜美ちゃんにも誰にもおまえを取られたくないって本気で思っちゃったの。……おまえは俺が年下は対象外って言ったから言えなかったって言うけど、俺だって最初におまえが女子にモテたいとか相談に来るから、おまえはノンケだと思って、途中でおまえを好きだって気づいたのに、言ったら迷惑になると思って、いい兄貴分でいなくちゃって我慢して、ずっと告白できなかったんだぞ」

　俺も悪いかもしれないけど、変な嘘ついて騙したおまえのほうが悪い、と軽く睨むと、詠介は「ほんとにごめんね、紘兄」とつい頭を撫でたくなるしょぼん顔で詫びてくる。

　可愛きゃなんでも許されると思うなよ、俺は許してやるけど、と思いながら、紘斗は可愛い年下の幼馴染の膝に乗り上げてさっきより深いキスをしてやる。

「……ん…ン、んんっ……」

　相手がほかの誰のものでもなく自分だけのものだと思ったら、トイレで奪ったときより身体の芯しんが熱くなった。

　頰に添えていた両手を首に回し、それでも足りずに髪をまさぐり背中をかきよせ、顔を傾けてより深く相手の唇を求める。

　おまえにしたいからしてるんだ、と今度はちゃんと実感できたらしく、詠介もぎこちなく舐め返してきて、もっとしろよとねだるように舌を搦からめ取とる。

「…んっ、ンン、…ぅんっ…ふっ…」

　こうやると気持ちよくね？　俺はこういうのが好き、と口移しで教えると、詠介はすぐに覚えて熱い舌の交こう歓かんに応こたえてくれる。

　一から自分好みにカスタマイズできるなんて未経験の奥手も悪くないかも、と思いながらキスのレッスンに夢中になっていると、相手のそこが硬くなり始めているのに気づいた。

　相変わらず素直な反応が可愛くて、（奥手でも性欲まで草食じゃなくてよかった）と紘斗はキスしたまま含み笑う。ウブな相手をもっと煽あおって翻ほん弄ろうしてやりたくなり、腰を揺らめかせて相手のそこに自分の前を擦こすりつける。

　ビクッと胴どう震ぶるいする詠介の下唇を甘く嚙んで長くて濃のう厚こうなキスから解放してやると、ハァハァと息をあげながら詠介が掠かすれた声を出した。

「……ひ、紘兄、なんか、すごいエロいよ……」

　困ったような、咎とがめるような、でも嬉しさも隠せないような言い方で訴えられ、紘斗は「だって」と上目遣いで詠介を見上げる。

「……おまえがキスで前勃たたせるから、可愛くてそそられちゃったんだもん。『イヤ、まだダメ』とか清純ぶって心にもないこと言うより『いますぐしちゃおっか』って言うほうがよくね？　……おまえは俺ともっとエロいことしてみたくねえの？　おまえがずっとズリネタにしてたこと、俺にほんとにしてみたいだろ……？」

　させてやろうか、と耳たぶを食はみながら囁くと、詠介はぼわっと赤くなる。

「……し、してもいいならめっちゃしたいけど、まさか今日こんな僥ぎょう倖こうに恵まれるとは思ってなかったから……、予習が足りなくて、うまくできないかも……。昨夜眠れなかった時にＨのマニュアル熟読しとくべきだったけど、そんな予知能力なくて、……紘兄を満足させられるような達人Ｈはできないと思う……」

　でも超したいんだけど……、と真っ赤な顔で葛かっ藤とうする詠介に苦笑して、紘斗はすでに反応しているそこをボトムの上から撫で回しながら言った。

「……なに童貞のくせに達人Ｈしたいとか生意気言ってんの。……Ｈのマニュアル本なんか読まなくていいってば、俺がこうやって実地で教えてやるし……。それに最初から巧うまくできなくても、おまえはやればできる努力の子だって知ってるから、きっとすぐ巧くなるってわかってるし」

「……ほんと？」

「うん」

　ペロッと唇を舐めて片手で耳じ朶だを弄いじりながら、片手で布地越しに性器を摑んでエロい手つきで揉もみ込こみ、じわっと下着が濡れたかな、というタイミングであっさり手を離す。

　なんで……？　と物足りずに切ない視線を向けてくる詠介の膝に跨またがったまま、紘斗は自分の半はん袖そでシャツのボタンに手をかける。

　相手が間近で凝ぎょ視うししているのを意識しながらゆっくりボタンを外し、袖は通したまま前をピラリとはだけて腕を下ろすと、見え隠れする乳首に詠介の喉のど仏ぼとけがゴクッと動く。

　詠介がオカズにしていたズリネタで自分がどんな痴ち態たいを演じていたのかわからないが、本物はもっとすごかったと言わせてやる、と紘斗は詠介の妄想の中の自分に張り合って、エロ系小悪魔の演技を熱演する。

「……ここ触りたい……？　それとも舐めたい？　おまえの脳内では、俺の乳首、どうやって弄ってたの……？」

　ツンと自分で片方の乳首を摘つまんで見上げると、詠介はプチッとどこかが切れたような表情で突然膝の上の紘斗を抱え上げ、猛もう然ぜんと突進して壁際のベッドに紘斗ごと倒れ込んだ。

「ちょ、こら！　……アッ…！」

　急に押し倒されて叱ろうとしたら、目を血走らせた詠介にバッとシャツをはだけられ、顕あらわになった乳首に顔を伏せられジュウッと強く吸いつかれる。

「……あっ、詠、……は、ぁっ……」

　尖りをきゅっと唇で挟みこまれてもぐもぐと食まれ、弾力のある舌でれろれろと舐め回される。

　妄想ではこうするのか、などと考えるゆとりもなく反対側の乳首も指で捏こねられる。

　足に硬いものを押しつけられて夢中で乳首をしゃぶられ、気持ちよさに胸を反そらしてもっと舐めろと身体でねだってしまう。

「……んっ、んっ、あ、詠介っ……」

「……紘兄、こんな吸って平気……？　嚙むと痛い？　ちょっとは気持ちいい……？」

　ちゃんと感じる愛撫ができているのに自信なさげに確かめられ、「見りゃわかんだろ！」と照れ隠しに叱ろうとしたら、

「……ここで前に紘兄を抱いてた人より、やっぱテクが未熟すぎる……？」

　と不安げな声で続けられ、紘斗は小さく苦笑して、優しく相手の頭を撫でてやる。

「……もう、おまえに乳首舐められて、こんなに感じてんのに、わかんねえのかよ。好きな人にされたらなんでも気持ちいいの。テクなんかいらねんだよ。それに誰とも比べてねえし」

　でも、もしおまえが同じ場所だと気になって嫌なら、いまから場所変えてもいいけど、と言いながら軽く膝ひざ頭がしらで相手の屹きつ立りつをつつくと、詠介は「……や、別の場所に移動する余裕ない」と赤い顔で首を振る。

　紘斗は可愛くてビビリの恋人を引き寄せて、

「……詠介、おまえが俺を好きだって気持ちが伝わるから、どんなテクでも充分気持ちいいよ。もし元彼のことが気になるなら、俺が全部忘れてそんなことあったかな、とか思うくらい、おまえが上書きしてくれよ」

　ガラスハートの童貞は誉めて伸ばさないと、とここでもハッパをかけると、詠介は「うん、絶対頑張る」と瞳に前向きさを取り戻す。

　よし、いい子にはサービスしてやる、と紘斗は詠介にチュッとキスしてから言った。

「……詠介……、妄想で俺にフェラさせたことある……？　俺、おまえのアレにゴムつけてやったとき、ほんとはちょっと舐めてみたいなって思ったんだけど……」

「……えっ」

　キモい奴ら相手には金積まれてもやりたくないけど、おまえのは自分からねだってでもしたいんだよ、とチロリと舌を出して唇を舐めながら誘惑すると、詠介はカァッと頰を火ほ照てらせてガバッと跳ね起き、

「ぜ、是ぜ非ひ……！　何なに卒とぞ！　お願いします……！」

　とうなじと耳も真っ赤に染めて土下座する。

　次期社長がこんなにすぐ土下座して大丈夫か、と思いつつ、まあ自分にだけなら可愛いからいいか、と小さく笑むと、「あ、でもシャワー浴びてこなきゃ。対女子用のマニュアルには口でしてもらうときは直前に洗っとけって書いてあったような気が」と詠介が慌てる。

「いいよ、別に。ゆうべ浴びてるだろ？　平気、そのまましてやる。……けど、やっぱおまえ女子とする気あったんじゃん。『こんな男に抱かれたい』とかいうタイトルの本読んでたもんな、そういや」

　紘斗は口を尖らせ、女子なんか抱かせねえよ、そんじょそこらの女子には負けないことをしてやる、とひそかに意気込む。

　詠介に服を脱いでベッドの端に足を下ろして座るよう指示して、床に下りて自分も脱ぎながら詠介の足を開いて間に入り込む。

　うっとり見とれたくなる完かん勃だちしたものを片手で支えて舌を伸ばし、先端をぺろぺろ舐めると、

「……うっ…わ、……あ、……すごっ……！」

　と詠介が腹筋をビクビクさせて上ずった声を出す。

　もっと気持ちよくしてやるよ、とカリを含んでくびれに舌を這わせて顔を揺らし、同時に片手で茎くきを扱しごいて片手で囊ふくろを揉みしだく。

　口と両手で念入りに愛撫しながら、鼻から抜ける「んっ、んっ」という声と銜くわえたまま見上げる視線も駆使して煽ると、

「あっ、ヤバ、出ちゃう、紘にぃ……！」

　と呻うめいて詠介は呆あっ気けなく口の中で果てた。

　ドロリと濃いものを舌で受け止め、

「ご、ごめんっ……、紘兄、口に……」

　焦って詫びる詠介を見上げてゴクンと見せつけるように飲のみ下くだす。

「…大丈夫、おまえのだから嫌じゃない。気持ちよかったろ？　妄想とどっちがよかった？」

「そ、そんなの、……いまのが千倍気持ちよかったに決まってるじゃん……、紘兄がエロすぎて、超早くイっちゃったもん……」

　肩で息をしながらもじもじする詠介に（千倍か、まあいいけど、じゃあ中に挿いれたら一万倍よかったと言わせなくちゃ）と紘斗はエロ系小悪魔プレイを再開する。

「……詠介、俺、おまえのこれ、口でも舐めたかったけど、あの日、弄りながら中にも挿れてほしいなって、思ってたんだ。……けど、おまえ妄想歴が長すぎて、本物の俺のこんなとこ見たら、現実感に気が殺そがれたりしない……？」

　紘斗は床で詠介とは逆向きに四よつん這ばいになり、白い尻に片手を添えて尻たぶを開いて奥を覗かせる。

　本当に「妄想の紘兄にリアルな穴なんか思い描いてなかったから、ごめん、やっぱ無理」と言われる可能性が二割くらいあるかも、とやや賭かけだったが、元彼絶賛のピンクの後こう孔こうを大胆に見せながら振り返ると、詠介は真っ赤な顔で硬直し、ツーッと鼻血を垂らした。

「ちょっ、大丈夫か？　ほらティッシュ！」

　もう、ボンクラすぎ、見ただけで鼻血吹くなら、ほんとに挿れたら心停止しちゃうんじゃないか、と焦りながらティッシュで詠介の鼻を押さえる。

「……ご、ごめん、紘兄、鼻血出すなんて、超みっともなくて情けない……。けど、紘兄が死ぬほどエロいポーズとかして、刺激的すぎるから……！」

　鼻はな栓せんに血を滲にじませて言い訳する詠介の下半身に目を落とすと、こちらもすでに充じゅう血けつ済みで、若くて血の気の多い身体に紘斗はホッと笑みを零す。

「別にみっともなくなんかねえよ。本物の俺の身体にもちゃんと欲情してくれて、可愛くて食っちゃいたくなる」

　けど、どうする？　鼻血出たから今日はやめとく？　と一応確かめると、詠介は「やだ、やめたくない」と鼻栓したまま切ない目で首を振る。

　自分もここまで来てやめたくなかったし、詠介にはもっとエロ耐たい性せいをつけておかないと、これからもＨのたびに鼻血を出されても困る、と紘斗は指導教官としてエロもスパルタ方式を選択する。

　紘斗はベッドの下の箱からローションとゴムを取り出して、詠介のものに練習の時より丁寧に装着し、

「……しばらく鼻血がおさまるまでおとなしくしてろ。その間、俺は自分で後ろ拡ひろげながら待ってるから。俺も結構ご無ぶ沙さ汰ただから、ちゃんと拡げないとおまえのデカいの、入んないし……俺がアナルオナニーするところ、そこで見学してな」

「……え」

　固まる詠介に婉えん然ぜんと笑みかけ、ベッドの頭のほうに乗り上げる。詠介の眼前で再びドッグスタイルを取り、ローションを手にたっぷり垂らす。

　詠介に見せつけるように尻を高く上げ、つうっとローションを纏まとった指で入口を撫でる。

「……んっ……」

「ひ、紘兄っ……」

　ゴクッと息を飲む音が背後で聞こえる。

　詠介の視線を感じながら弄るのは、羞しゅう恥ち心しんもスパイスになっていつになく興奮する。

　ぬるぬると穴の周りを濡れた指で辿たどり、ひくついてきた中心に指を一本含ませる。

「……ぁっ、…ふ、ぅ……」

　浅いところからぐるりと撫でて奥まで入れ、抜き差ししながら指を増やして中を拡げる。

　ぷちゅぷちゅとローションでぬめる穴を指で穿うがっていると、

「……ひ、紘兄、……俺も、指入れちゃダメ……？」

　おずおずと、でも興奮に掠れた声で背後から訊かれた。

「……ん、いいけど、……鼻血止まったの？」

「止まった。また出るかもしれないけど……」

「……こんなとこ触るの、キモくない？」

「キモくない。紘兄がしてるみたいにお尻に指入れてかき混ぜたい。俺にもやらせて……？」

　頼み方がエロ可愛いので、こくんと頷いて指を抜き、両手で穴を開いて待っていると、ぷちゅっと音を立てて詠介の長い指が入ってきた。

「……あ、んん……」

　慎重に襞ひだを撫でながら潜ってくる指に気持ちいい場所を掠かすめられ、紘斗はビクッと震える。

「……あっ、詠介…そこ、いいとこだから、後で、おまえのチンポでぐりぐり突いて……」

　思わず腰を揺らしてねだると、

「う、うん……。けど、チンポって言うのやめてよ。紘兄が言うと鼻血出ちゃうよ」

　と上ずった声で抗議する詠介に紘斗はちょっと笑い、もっと大きく腰をくねらせながら言った。

「……詠介、もう指いいから、おまえの挿れて……？　そんな腹につきそうな活いきのいいの挿れたことないから、おまえがお初みたいなもんだし」

　ビビリを勇気づけるために盛もった表現で促すと、「おまえが初めて」というニュアンスが見事に詠介のガラスハートを強化ガラスに変え、

「……ひ、紘兄っ、そんなこと言うならもう挿れるよ、ほんとに……。おっきいからね、ビックリしないでよ。しかも硬いよ、若いから。それにさっき達いかせてもらったから、保もつよ」

「いいから早く来いよ」

　上から目線で苦笑できたのはそこまでで、詠介に腰を摑まれてずぶっと挿れられたら、大きさと熱さに目がくらんで喘あえぐことしかできなくなった。

「はぁっ……！　あ、あ、すご…あぁっ……！」

　気が合う相手とは肌も合うのか、詠介の性器で摩擦された部分が信じられないほど気持ちよくて、紘斗は我を忘れて身み悶もだえる。

　やればできる詠介は指で覚えたポイントを約束どおりぐりぐり擦こすってくれ、あまりの快感に目を潤うるませながら、お返しに硬い熱ねっ塊かいをきゅうきゅう襞ひだで包む。
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「……あ、嘘…紘兄の中、すご、締まって、めちゃ気持ちいい……、妄想の百億倍くらいよくて、たまんない……」

「……俺も、いい、…詠介の、おちんちん、死んじゃいそうに気持ちいい……」

「ちょ、出ちゃうから、やめて、その単語も」

　うろたえた声を出しながらも、打ちつける動きは激しさを増す一方で、紘斗ももっと快感を貪むさぼるために腰を前後に振りたくり、自分で性器を擦り立てる。

「……はぁっ、あっ、…くぅ…んっ……」

「は、紘兄、……俺、も…よすぎて、出そう…イッちゃいそう……」

「いいよ、イッて、俺もイく……あ、あ、あ……！」

　二人同時に達った瞬間、階下で玄関の鍵が開く音がした。

「ただいまぁ、ひーくん。あら、詠介ちゃんの靴がある」

　聞こえてきた祖母の声に紘斗と詠介は凍りつく。

　時間を気にせず夢中で睦むつみあっていたら、いつのまにか家族の帰宅時間になっており、紘斗は慌てて詠介を身の内から追い出すと、裸のままドアに向かい、細めにあけて叫んだ。

「ばーちゃん、おかえり！　詠介が来てるけど、すぐ帰るから、お茶とか持ってきてくれなくていいからね！」

　ゆっくりピロートークをする暇もなく、慌ただしく身支度をして、何事もなかったようなフリで階下へ降りる。

　あら、仲直りできたみたいでよかったわね、という祖母に、

「うん、バッチリ。詠介が土下座するから俺が折れてやったの。ちょっとそこまで送ってくるから」

　と上じょう気きした顔を見み咎とがめられないように急いでふたりで外に出て、ふたり同時に息をつく。

「……なんかごめんな、詠介。うちだとプライバシーの確かく保ほが難しくて。次はおまえんちでやるか。おまえの部屋、鍵かかるし」

　門もん扉ぴの陰でひそっと言うと、詠介はぽっと赤くなる。

「紘兄、『次』もありだと思ってくれたんだ。よかった……」

　今更そんなことを言うボンクラに片眉を顰ひそめ、

「そんなの当たり前じゃん。両想いのカップルなんだから」

　ときっぱり言うと、詠介はまた赤くなってこくこく頷く。

「そ、そうだよね。両想いのカップルになったんだよね、俺たち」

　夢みたい、でももう夢じゃない、としみじみ幸せそうに呟く詠介のはにかみ笑顔に紘斗がまたキュンポイントを刺激されていると、しばし間をあけてから詠介が言った。

「……ねえ紘兄、両想いのカップルなら、遊園地デートで観覧車に乗ったら、てっぺんでキスしてもいいよね？」

「……え」

　まだそれにこだわってんのか、と苦笑してつっこもうとしたら、

「紘兄、また来週、よかったら俺と遊園地デートして、一緒に観覧車に乗ってくれない？　…前回はキススポットだからとか言っちゃったけど、ほんとは大好きな紘兄と憧れの観覧車キスがしたかったんだ」

　上目遣いの懇願にまたキュンとしてしまい、

「……別にいいけど？　今度は仮想じゃなくて、本命デートだし」

　と紘斗は照れ隠しに素そっ気けなく答えた。
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「お疲れ様でしたー」

「お疲れ、谷や地ちくん。今日はほんとにありがとう。めちゃくちゃ助かったよ。急に悪かったね」

「ほんとですよ。特別ボーナスくださいよ、なんつって。じゃあ、お先しまーす」

　無断欠勤した新人バイトの代わりに呼び出され、急きゅう遽きょ予定外の長時間労働をした後だったが、紘ひろ斗とは機嫌よく店長に挨あい拶さつしてファミレスの通用口から外に出た。

　詠えい介すけと恋人になって三週間、紘斗はまだ浮かれ気分の真っ只中で、大抵のことは笑顔でやり過ごせる。たとえ講義中に店長から『申し訳ない、何時でもいいから来れる時間に来てもらえないかな。近場のパートさんが全滅で、谷地くんだけが頼りなんだ。来てくれるだけでありがたいんだけど、なるはやでお願いできると死ぬほど助かる』と哀願調の強要のメールが来ても、普段なら『急に言われても困ります』ときっぱり主張するところだが、『しょうがないっすね、もう授業終わるから、すぐ行きます』とほがらかに応じた。

　いまは怒りや不快を感じる脳細胞が不ふ活かっ性せい化かしているらしく、きっとあいつも今頃頑張ってるだろうな、と思うだけで表情筋がニタッと不気味に弛ゆるんでしまいそうになり、顔のしまりを保たもつほうが難しい。

　詠介は最近塾の講師のバイトをはじめた。

　元々社員八十五名、愛知と福岡に支店も有する中堅医療機器関連会社の社長令れい息そくなので、小遣いには不自由しておらず、わざわざ小金を稼かせぐ必要はないのだが、「紘兄とのデート資金は自分で稼ぎたい」と言い出し、自分でバイト先を決めてきた。

　内気でおっとりした坊ちゃんなのに生意気盛りの中坊高坊相手に大丈夫か、学生バイトを酷こく使しする質たちの悪いブラック系の塾もあるみたいだし、と過保護な心配がまず浮かんだが、「ちゃんと調べたから大丈夫だよ。……それに、紘兄との念願の観覧車キスをする遊園地デートは絶対自分で働いたお金で出したいし」と可愛いことを言われてキュンとしてしまい、初めての本命デートは詠介の初のバイト代が出てから、ということになった。

　自分のほうが庶しょ民みんの格差カップルとはいえ、いつも年下彼氏にたかるつもりはないので、紘斗もバイトに精を出している。自分もしっかり稼いで、今年のあいつの誕生日にはなにかいい物をプレゼントしてやりたいな、二年のブランク中はなにもあげられなかったし、とにやけながら帰き途とについたとき、「谷地くん、ちょっと待って！」と背後から低めの女子の声がした。

　振り返ると、バイト仲間の杜もりすみれが裏口から走ってくる。

　紘斗がファミレスでバイトを始めた時にすでにすみれはいたので、もう二年以上の顔見知りだが、ホールとキッチンで担当が違い、寡か黙もくなすみれとは一緒に帰ったりしたことはなかった。

「杜さん、おつです。……えっと、どうしたんですか？　俺、なんかやらかしてましたか？」

　足を止めて問うと、すみれは短距離ランナーのようなダッシュで駆けつけてきて、

「あ、ううん、仕事のことじゃなくて、……ちょっと、谷地くんに、個人的に話があって……」

　はぁはぁと息を切らせるすみれを見上げ、紘斗は「え？」と首をかしげた。

　すみれはＡ大学芸術学部美術学科絵画コースに通う、紘斗よりひとつ年上の二十一歳である。

「杜すみれ」という字じ面づらを見ると宝塚の娘役のような可憐なイメージだが、実際のすみれはむしろ男役スターのような容よう貌ぼうで、百七十センチの長身で貧乳、ショートヘアにノーメイク、私服はいつもダークカラーのパンツスタイルで動作にキレがあり、クールな表情と雰囲気から一見イケメン男子にしか見えず、紘斗も初対面で名乗られる寸前まで男かと思っていた。

　見目がいいのでホール係にと店長が再三頼んだらしいが、「人と話すの苦手なので、接客は無理です」と頑かたくなに拒こばみ、黙々と皿洗いをしている若じゃっ干かんコミュ障気味の女子である。

　すみれと並んで駅方面に向かって歩きながら、もしかして「個人的に話がある」というパターンは、告白とかされちゃうんだろうか、と紘斗は内心身構える。

　女系家族で育ち、女子の思考パターンに並みの男よりは理解があるせいか、女友達から告白されたことが過去に何度かある。いつもクールなすみれからその手の秋しゅう波はを送られた覚えはないが、特に親しいわけでもないのにわざわざ追いかけてきてなにか言いたげな様子をされるということは、ひょっとして……と思いながら相手の表情を窺っていると、すみれは何度か言いあぐね、肩に掛けていたトートバッグからスマホを取り出した。

「……あのさ、これって、谷地くんだよね？」

　向けられた画像を見て、紘斗はぎょっと目を瞠みはる。

　そこには、詠介と上野の美術館で仮想デートした時の花柄ワンピ姿の自分が映っていた。

　なぜこんな画像をすみれが持っているのか、どういう意図でこのことを告げてきたのかわからず、紘斗は動転して言葉に詰まる。

　すみれはやや慌てたように視線を泳がせ、

「……ご、ごめん、勝手に隠し撮りして。……えっと、実は私もたまたまあの日に展覧会に行ってて、谷地くんたちを見かけて、最初は本人とは思わなくて、すごくよく似てる女の子だなと思って、そういえばお姉さんがいるって聞いたことがあったから、その人なのかなって思ったんだ。けど、ふたりがこっちに来たとき、しゃべってる声が聞こえちゃって、谷地くんの声だったから、すごいびっくりして、……それで思わずちょっと後尾つけちゃったんだ」

「……え。尾けた？　って、なんでそんなこと……」

　紘斗が驚いて聞き返すと、すみれはギクッと小さく身を震わせ、恐縮顔で詫わびてくる。

「ご、ごめん、怒った？　でもずっと尾け回したわけじゃなくて、ほんのちょっと、公園に行ったとこまでこっそり離れて見てただけだから。プライバシーの侵害したら悪いと思ったんだけど、あの時の谷地くん、めちゃくちゃ可愛くて、服装だけじゃなくて雰囲気もちゃんと女子っぽかったから、普段はさばさばした男子なのに、どうやってこんなに女子っぽさを醸かもし出だすんだろうって、つい研究のために写メ撮っちゃった……」

「……はぁ、研究……」

　コミュ障気味のアーティスト系女子の思考パターンはよくわからない、と思いながら、申し訳なさそうに告げるすみれを上目で見上げると、すみれはハッとしたように付け足した。

「あの、安心して。私、偏見とかないし、学校にもビジュアルにポリシー持ってる人多いから、谷地くんに『男の娘こ』の趣味があっても全然気にしないから」

　まったく見当違いのフォローを入れられ、

「……は？　や、俺別にそんな趣味ないですよ！　あの時はたまたま、ちょっと事情があって、頼まれて女装してただけなんで……！」

　まったく恋の告白などではなく、変な場面を目撃され、妙な勘違いをされてただけだった、と紘斗は自意識過剰だったことを恥じながら慌てて弁解する。

　そうなの？　とすみれは目を瞬しばたたき、前方に見えてきた駅前のコーヒーショップの灯あかりを目にすると、「あのさ、もうちょっとだけ話せないかな。時間ある？」と遠慮がちに訊いてきた。

　紘斗のほうも女装していた経けい緯いについて、もうすこしちゃんと事情を説明して誤解を解いておきたかったので「いいですよ」と応じる。

　バイト後の肉体疲労で糖分を欲していたふたりはキャラメルマキアートを注文し、トレイに乗せて奥の席に掛けた。

　さっきは不意打ちで画像を見せられて動揺してしまったが、すみれに目撃された時点では、まだ詠介とは亜あ美みちゃんとのデートの練習としての会話しかしてなかったはずだから、もしなにか話を聞かれていたとしても、自分たちがゲイカップルだと疑われたりはしていないはずだ、と紘斗はコーヒーを飲みながら気持ちを落ち着かせる。

　その部分は伏せて、紘斗は女装していた理由をもう一度詳しく説明した。

「あれはですね、幼おさな馴な染じみに頼まれて女子のフリをしただけなんです。俺の幼馴染がずっと男子校で女子と口きいたこともなくて、合コンで出会った子とデートすることになって、全く勝手がわからないから予習のために練習台になってくれって頼まれたんです。そんなこと本物の女子に頼めよって話なのに、超人見知りで、ほかの女子じゃ無理っていうから渋々……、昔からどんくさい奴なんですけど、ずっと面倒見てきた弟分の頼みだから断りきれなくて」

　それにつきあってやる俺も変かもしれませんけど、と茶ちゃ化かすと、すみれは真顔で首を振った。

「……ううん、気持ちすごくよくわかる。なんか全然他人とは思えない、その幼馴染の子のこと。私もずっと女子校で男子に免めん疫えきないままここまで来ちゃったし、一人で絵を描いてるのが一番楽しいし楽だと思っちゃって、人と打ち解けるのに時間かかるし……。あのとき谷地くんが一緒にいた子って、すごくかっこよかった気がするけど、それでも人見知りで女子とどうやって接したらいいのかわからないとか悩んだりするんだね……」

「まあ、顔で話すわけじゃないですからね」

　詠介のことを他人とは思えないと本人も言っているが、紘斗の目から見ても、どこか共通する部分があるように思えて、なにやら詠介の分身を見ているような親近感を覚えてしまう。

　もしかしたらコミュ力不足を気にしていて、もうすこしバイト仲間とも挨拶や仕事のことだけじゃなく普通の話もできるようになりたくて、女装を見たネタをとっかかりにして話しかけてきたのかもしれないな、と一人で納得していると、すみれは紙コップの上のプラスチックの蓋ふたを外してガッと呷あおり、タンとテーブルの上に置き、紘斗にキリッとした目を向けて言った。

「……谷地くん、私は君の幼馴染でも弟分でもないけど、頼みを聞いてほしいんだ。私にもあの時みたいに女子のフリして、実地で女子っぽい振る舞い方のお手本を見せてもらえない？」

「……は？」

　まったく予想外の言葉がすみれの口から飛び出し、紘斗はぽかんと口を開ける。

　啞あ然ぜんとする紘斗に向かってすみれは「この通りだから！」とがばっと潔いさぎよく頭を下げてくる。

「……ちょ、あの、なに言って……なんでそんなこと俺に……嫌ですよ、俺じゃなくて本物の女子の友達に頼んでくださいよ！」

　焦あせって頭を上げさせながら断ると、すみれは凛り々りしい瞳を曇くもらせる。

「……だって、私の数少ない友達は、みんな類るい友ともで性格もファッションも我が道を貫つらぬいてるタイプばっかりだし。生まれつきモテオーラに恵まれた男受けする女子とは幼稚園の頃からまったく縁がなくて、知り合いにはいないんだ。雑誌のモデルとか見て研究してはいるんだけど、いまいちよくわからなくて……。でもこないだ女装の谷地くんを見たとき、『私の目指すべき理想の女子像が動いてる！』って思ったんだ。だから是非谷地くんに師匠になってもらって教えを乞いたくて。私の知り合いの中で一番モテ系女子に近いのは谷地くんだから……！」

「いや、言ってること変だから！　俺にそんな無茶ぶりやめてくださいってば……！」

　変な頼みをしてくるとこまで似てる、と既き視し感かんに囚とらわれる。すっぴんでも整ったイケメン顔に必死さを浮かべて懇こん願がんする姿も詠介を彷ほう彿ふつさせ、紘斗は溜息をついて腕を組んだ。

　しばし黙もっ考こうしたのち、紘斗はすみれのためを思って率直なアドバイスをした。

「……本音で言わせてもらいますが、杜さんがあの時の俺みたいな超ブリ系にイメチェンするのは、完璧に方向性間違ってると思います。杜さんはかっこいい系のクールビューティーだし、充分自分の世界を持ってるレアな魅力があると思います。一般的な男が好むようなわかりやすく可愛い女子アナ系とは言えないけど、無理にキャラを変えて男受けする可愛い系を目指す必要ないと思うんですけど。どうせやるなら、もっと杜さんの良さを活いかした似合うイメチェンにしたほうがいいと思う。実は杜さんが可愛い乙女系の服を着てみたいとか本気で望んでるならともかく、モテ系を目指すあまり自分らしさを曲げるのはどうかと思うんですけど」

　無茶な頼みごとをされて困っているからというだけではなく、素のすみれが男受けしない非モテ系だとしても、ひどい欠けっ陥かんがあるわけではないのに個性を矯ためてしまうのはもったいない気がした。

　紘斗の説得にすみれはしょぼんと気落ちしたように小さく吐息を零こぼす。

「……やっぱり私には無理があるかな。自分でも厳しいなってわかってるんだけど、いまのままじゃ全然可能性ないし、告白どころか、彼に近づく勇気も出ないから……」

　目を伏せたすみれの言葉に紘斗は「え」と一瞬止まり、「……あ、誰か好きな人がいるんですか……？」と問うと、すみれはしばし躊躇ためらってからうっすら耳たぶを染めて小さく頷いた。

「……うん、全然ただの片想いなんだけど、その人の好みが可愛い系みたいだから……」

「なるほど……」

　闇雲にイタい方向にイメチェンを図はかろうとしているわけではなく、気になる人がいて、相手の好みに近づきたくて努力したいと思っていると聞くと、無む下げに却下もできなくなる。

　流れで恋バナを聞いてみると、先日、隣接する付属高校の教室の黒板をひとり一枚ずつキャンバスにして色チョークで夜のうちに絵を描き、翌朝登校してきた生徒たちに披ひ露ろうして、授業開始前に跡あと形かたもなく消す、という一夜限りの制作課題があり、その制作過程や作品を見た高校生たちの反応を、映画学科の学生たちが短編ドキュメンタリーとして撮影するコラボ授業があった。徹夜で仕上げた翌朝、映画学科の梶かじ戸とという学生がすみれの作品に「全クラスの作品見たけど、俺はこれが一番好きだな」と言ってくれ、ポッと恋の灯ひが灯ともってしまったという。

「へえ。それはなかなかキュンとくるシチュかもしれませんね。たくさんの作品の中から自分のが一番好きって、ものを作る人にとって超嬉しい殺し文句だろうし……、まあキモいブ男に言われてもときめかないかもしれないけど、その梶戸さんて、割とかっこいいんでしょう？」

　からかうように問うと、すみれはまたうっすら赤くなって小さく頷き、相手の画像を見せてくれた。

　いろんなイケメン俳優のパーツをいいとこ取りしたような、自分に自信ありげなワイルドな雰囲気の男が映っている。

「あー、これは『割と』じゃなくて『かなり』ハイレベルですね」

　紘斗のタイプではないが、すみれが一目惚れするのも納得できると思いながら率直に感想を伝えると、すみれは凛々しい瞳に恋する乙女らしい照れを覗かせた。

「……うん、かっこよすぎて本物は遠目からしか見れないんだ。私、いままで男子に全然関心なくて知らなかったんだけど、彼、結構有名みたいで、聞いたらみんな知ってた。すごくモテるけど、特定の相手は作らない主義みたいで、見るたび違う女の子連れてて……」

　え、と紘斗は眉を顰ひそめる。

「いや、それはダメでしょう。ただのタラシじゃないですか。たとえ超モテ男で女子のほうから勝手に群がってきてほっとかないとしても、とっかえひっかえするなんてダメですよ」

　詠介とキャラがかぶるすみれが変な男に引っかかるのを黙認できず、声を尖とがらせて糾きゅう弾だんすると、すみれは口ごもりながら言った。

「……どうなのかな、彼のＳＮＳとか見てると、映像作品を作ることに一番の情熱を向けてるみたいだから、彼女にマメに構ってあげられなくて、長続きしないのかなって……。彼がつきあう子たちって可愛いモテ系女子ばっかりだから、男にちやほやされることに慣れてて、彼にも『私を一番に考えてよ』とか困らせるから、すぐ別れることになっちゃうのかなって……」

　あくまでも相手に都合のいい解釈をして庇かばおうとするすみれに紘斗はきっぱり言った。

「いや、それは杜さんの推測でしょう。映像作りに一番の情熱を傾けてても、ちゃんとまともに一人の恋人を大事にする男もいると思いますよ。いま聞いた話だけで決めつけるのは早そう計けいかもしれないけど、その人はきちんと恋愛する気がなくて、ただたくさんの女子を引っかけてヤリ捨てる、釣った数の多さがステイタスと思ってるようなヤリチンって気がするんですけど」

　本人に会ったわけではないので断言はできないが、梶戸は恋愛初心者のすみれに推すい奨しょうしていいタイプとは思えなかった。この絵が一番好き、とすみれのハートをくすぐった言葉も、ほかの女子学生にも挨拶がわりに口にしていたのでは、と疑わしく思えてくる。

　紘斗は「杜さん」と重ねて言った。

「きついこと言うようですけど、いま杜さんは初恋に盲目になってて、客観的な判断ができてないと思います。もし『きっと彼はまだ本気になれる相手に出会えてないだけ、本当の恋を知れば変わるかも』とか、自分が彼好みになったら本命になれるかも、とか夢見てるなら目を覚ましたほうがいいと思う。その可能性もゼロとは言えないけど、確率は低いと思います。たぶん、そいつは今後よっぽどひどい目にでも遭あわない限り変わらないと思うし、杜さんがそいつに近づいてどんな経験しても、『まあ、見る目を養やしなういい勉強になった』とか思えるなら止めないけど、あんまりいい恋になるとは思えない。それより、今の杜さんのままでツボストレートっていうマニアな男も中にはいるから、そういう人と出会えたときに、ちゃんと逃さず捕まえられるようにコミュ力をつけるとか、もっとほかの努力をしたほうがいいと思うんですけど」

　すみれがイメチェンしても梶戸を落とせるとは限らないし、もし落とせたとしても、ポイ捨てされずに長続きする保証もない。でも、未来を確かめてきたわけじゃないし、本当にすみれの努力が実を結んで、万に一つの可能性で梶戸が心を入れ替えて本命の恋人になることもありうるかもしれないのに、部外者が人の恋こい路じに口出しして制止するのは行き過ぎかも、とも思う。

　すみれはしばらく黙って考え込み、ゆっくりと目を上げて静かに言った。

「……谷地くん、ありがと。まともに話すの初めてなのに、こんなに親身になって本気で忠告してくれて。……けど、やっぱり私、まだ彼のこと気になるから、もうちょっと気が済むまで好きでいようと思う。女子力も、自力で習得できるようにぼちぼち頑張ってみるよ」

　ごめんね、私のためにいろいろ言ってくれたのに、とすみれはまた潔く頭を下げ、トレイを持って立ち上がる。

　すみれは自分の中で結論を出したようだった。

　紘斗ももうそれ以上は食い下がれず、すみれを目で追いながら立ち上がる。

　誰かを好きになってしまったら、それがいけない相手だと頭でわかっていても止められないこともあるし、この相手とは恋愛してもいいとか恋愛すべきではないとか冷静に判断して気持ちをコントロールできるものなら、この世に不倫の恋や同性を好きになって思い悩む人はいないかも、と紘斗は実感として思う。

　もしこの先すみれが手痛い思いをすることになっても、人に言われて諦めるより、自分の意思で選んだ行動の結果なら受け入れられるかもしれないと思った。

　とはいえ、聞くだけ聞いて後は放置というのも紘斗の性しょうに合わず、駅ですみれと別れるとき、紘斗はスマホを取り出しながら言った。

「俺、今回の件については、応援とか協力とかできないけど、なんかあったら話を聞くくらいはできるので、ＬＩＮＥのＩＤ送りますね。それと俺、さっき杜さんのことも、会ってもいない梶戸さんについても、かなり余計なこと言っちゃって、気を悪くされたらすみません」

　詠介の分身のように思えるすみれに肩入れしすぎて、相手のことを必要以上に悪く考えすぎたかも、と思いつつ紘斗が詫びると、すみれは小さく口元に笑みを浮かべて首を振る。

「ううん、全然。むしろこっちが関係ない話を聞かせちゃって、変なこと頼んだりして、悪かったと思ってる。……いままでバイト中に、ほかのスタッフと谷地くんが話すのを小耳に挟はさんでて、ぽんぽんはっきり言うけど裏表がなくていい人だなって思ってたんだ。だから、こないだモテオーラ全開の女装姿を見て、きっと私が頼ってもバカにしたりしないで話聞いてくれるんじゃないかなって思って、ずっと相談したかったんだ。でもなかなか話しかけるタイミング摑めなくて、さっき谷地くんが帰るとこ見かけて、『今だ！』って思っちゃって……ごめんね、突然。……でももしまたなにかあったら、相談に乗ってくれる？」

　もちろん、と連絡先を交換して別れ、紘斗はふう、と吐息を零して乗り込んだ電車の手すりにもたれる。

　あのすみれから恋の悩みを聞かされるとは予想外だった。相手がヤリチンでもただ片想いしているだけならアイドルに熱を上げているのと一緒で実害はないかもしれないが、すみれがいつか毒どく牙がにかかってしまうかも……と思うと、詠介が肉食女子の亜美ちゃんにロックオンされたときのようにやきもきしてしまう。

　やっぱりもっと強く反対すべきだったか、でも親でも親友でもないのにお節せっ介かいすぎるかも、とぐるぐる考えているうちに駅に着き、他の降車客と共にホームに降りる。

　階段を下りたとき、改札のそばに詠介がいるのが見えた。

　あっ、と声を上げた紘斗の姿を見つけ、ほっと安心した笑顔になって「紘兄、お帰り」と詠介が手を振ってくる。バイトに行く途中でメールはしたが、特に帰りに待ち合わせの約束はしていなかった。紘斗は急いで駆け寄り、

「詠介、悪い、もしかしていっぱい待ったか？　さっき帰りにバイト仲間とちょっとお茶してて、帰るの遅くなっちゃって、ごめんな」

「そうなんだ。ううん、そんなに待ってないから、気にしないで。俺もさっきバイト終わって、『いま終わったよ。紘兄は？』って送ったんだけど、返事なかったからまだ仕事中で見てないのかなと思って、ちょっと待ってただけだから」

　にこっと笑う癒いやし系の笑顔に心が和なごむ。

「悪い、電車の中でもぼうっとしてて、メール見てなかった」

「ううん、大丈夫。事故とかに巻き込まれたんじゃなくてよかったよ」

　忠犬のような可愛さに頭をかいぐりしたくなりながら、並んで自宅に向かって歩き出す。

「おまえのほうは今日はどうだった？　塾の仕事」と紘斗は隣を見上げる。

　長年染みついた「ちょっと頼りない弟分」という感覚がなかなか抜けきらず、ついあれこれ過保護に気を回してしまうが、詠介は紘斗の心配をよそに順調にやっているようだった。

　楽しそうに個別指導をしている男子中学生とのやりとりを話す詠介に、紘斗は「へえ」と笑みを浮かべて相あい槌づちを打つ。

「そっか、今日もお疲れ。……けど、意外に頑張ってるよな、おまえも。小こ賢ざかしい中坊にナメられたり、クソ意地悪い先輩に苛いじめられて泣かされて、三日くらいですぐ辞めるかと思ってた」

　本心では「偉いぞ、よくやってるじゃん」と手放しで誉ほめてやりたかったが、つい天あまの邪じゃ鬼くなことを言うと、詠介は口を尖らせる。

「もう、紘兄はすぐそういうことを言う。『意外に』って言わないでよ。普通だよ。もう泣かないし、そんなことくらいで。……それよりさ、二十五日が給料日なんだけど、その週末って、土日とも空あいてる？　泊まりでも大丈夫？」

　ワクワクと顔に書いてあるような目で問われ、紘斗はにやけを堪こらえるために口元を意識的に引き締める。

　また懲こりずに遊園地デートのタイムスケジュールを立てたり、泊まる場所や翌日の計画などあれこれ考えているらしく、可愛くて楽しみで自分も当日まで待ちきれない気分だった。

　なのについ、「んー、その辺は包ほう括かつ支援センターの見学とか学校関係の予定がたてこんでて、ちょっとスケジュールを確認しないと即答できないな」などと素そっ気けなく口にしてしまう。

「え、そうなんだ……」

　真に受けて瞳を翳かげらせる詠介にぷっと噴き、紘斗はぱしっと軽く背中を叩いた。

「嘘だよ。ちょっとからかっただけ。もしなんか予定あったとしても、そっちキャンセルしておまえとデートするに決まってんじゃん」

「……ほんと？」

　まだすこし心配げに確かめられ、紘斗は「ほんとだってば」と叩いたところを詫びるようにスリッと撫でる。

「当たり前だろ。……俺だって超楽しみにしてるんだから、おまえとの本命デート」

　今度は素直に本心を告げると、詠介はその場で抱きつきたくなるような可愛いはにかみ笑顔を浮かべる。危うく本当に飛びつきそうに身体が前のめりかけたが、夜道とはいえ人通りがゼロではないのでなんとか踏みとどまる。

　詠介といちゃいちゃしたくてたまらないのに、あれから二度目のＨはおろか、ちょっとした触れ合いもなかなかできず、欲求不満が高じて若干おかしくなってきている自覚はある。

　詠介がバイトを詰め込んでいるおかげで家族がいない時間帯に部屋に連れ込めず、短いひととき、単なる幼馴染だったときと同じように背後に家族の視線を感じながら縁えん側がわに並んで健全におしゃべりするくらいしかできない。

　隙を見て詠介の部屋を訪おとなっても、母親の千ち枝え子こさんが一時期ケンカ別れしていたのにまた仲直りしたのかと喜んで、なにかと気を遣って飲み物やお菓子をちょいちょい運んできてサービスに努つとめてくれるので、鍵をかけて籠こもることもままならない。

　本命デートは自分で稼いだお金で、と言われたときはいじらしさにキュンとツボったが、いまはじれったさに、「もう俺が払うから、ラブホ行こうぜ！」と誘いたくてうずうずしてしまい、縁側で話しながら詠介が膝ひざに乗せたブッチーを優しく撫でていたりすると、「そんなブタ猫より俺に触れよ！」と言いたくなってしまう。

　もしいま俺が女装してたら、人目も気にせず手を繋いだり、思う存分詠介に触れるのにな、などと埒らちもないことを考えていたとき、隣から遠慮がちに「ねえ、紘兄」と声をかけられた。

「ん？　なんだよ」

　おぼこい詠介は一緒にいるだけで嬉しそうで、ガツガツした気配は見せないのに、自分ひとりが常にムラムラとヤリたがっているようで、気恥ずかしさを取とり繕つくろうために素っ気なく問う。

　詠介はすこし言いい淀よどんでから、

「……あのさ、えっと、バイトの帰りにお茶した人って、男の人？　いくつくらいの人？　年上？　普段から仲いいの？　よくお茶とかするの？　ふたりだけでお茶してたの……？」

　と、おずおずしつつも露ろ骨こつにあれこれ探りを入れてくる。

　紘斗は一瞬黙り、目を瞬いて相手を見上げる。

　過去につきあった年上男性からこんなことをいちいち不安げに問われたことはなかった。

　ガキっぽくてスマートじゃないなと思う反面、詠介から素直に嫉妬や不安や独占欲を示されると、可愛くて愛しくて胸がキュンキュンしてしまい、「もう、全然心配することねえよ！」と激しいベロチューをして安心させてやりたくなる。

　本当に路ろチューを仕掛けるわけにはいかないので、せめて言葉で不安を払ふっ拭しょくしてやろうと、

「杜さんていう一個上の美大生で、ふたりだけだったけど、別に特に仲がいいわけじゃないよ。まともに話したのも、お茶したのも今日が初めてだし。話してみたらちょっとおまえとキャラかぶるとこあってさ、恋愛相談みたいなことされただけ」

　と包み隠さず教えると、詠介は「え」とさらに不安げな顔になる。

「……なんでたいして仲いいわけでもないのに、紘兄に恋愛相談なんてしてくるの？　そんなプライベートなことを打ち明けるなんて……まさかその人、前から紘兄を狙ってて、相談にかこつけてお茶したかっただけなんじゃ……！」

　勝手に妄想を繰り広げて動揺する詠介を「おい」と紘斗は呆れ顔で窘たしなめる。

「全然違うから。おまえが心配するほど俺モテねえよ。杜さんの好きな人は全然別の人で、写メも見せてもらったよ。……ていうか、杜さんの相談相手に俺が選ばれちゃったのは、おまえのせいなんだぞ。おまえと仮想デート中のところを知らない間に見られちゃっててさ。杜さんて俺より背も高くて、あんまり女っぽいタイプじゃないんだけど、女装の俺がちゃんと女子っぽく見えたから、また女装して秘訣を伝授してほしいって頼まれちゃって」

「えっ、女装!?　……紘兄、してあげるの、その人のために……？」

　目を瞠って問とい質ただされ、紘斗は眉を顰めて相手の硬い二の腕の筋肉をきゅっと軽く抓つねる。

「しねーよ。するわけないじゃん。ちゃんと断ったに決まってんだろ。あんなこっぱずかしい恰かっ好こう、おまえに頼まれたからしょうがなくやっただけなのに、なんでほかの人にもやってやんなきゃいけないんだよ」

　きっぱり言うと、詠介は「そ、そっか、よかった」とほっと安あん堵どの吐息を零す。

「だって、ヒロカさんになった紘兄、もったいないから絶対他の人になんか見せたくないんだもん……。けど、俺の頼みだから聞いたって言ってくれて、俺だけ特別みたいで超嬉しい」

　頰を上気させて照れた声で呟かれ、自分までつられて顔が赤らみそうになる。

「……なに言ってんだよ。特別にお前限定にしときたくても、さんざんヒロカ姿であちこち連れ回されたから、もうとっくにそこらじゅうの人に見られちゃってんじゃねえかよ」

　照れ隠しにツンとした声でつっこむと、詠介は「……そうだった……ごめん」と残念そうに詫びてくる。紘斗は苦笑して肩を竦すくめ、

「まあ、もう今後は誰に頼まれても絶対女装なんてしないけど。今回も、もし杜さんの片想いの相手がもっとよさげな人だったら、ちょっとは協力してやってもいいかなって迷ったかもしれないけど、話聞いた限りだとなんかいけ好かない奴みたいでさ。……それに、相手に好かれようとして自分じゃないキャラになろうとするなんて、どっかで無理が出ると思うし。素の自分じゃない、相手好みに演じてる嘘の自分を好きになってもらってもしょうがないと思うし」

　そう言うと、詠介はすこし考えるように間をあけてから言った。

「……でも、ちょっと気持ちわかるっていうか、俺ももっと紘兄に好かれたくて、自分のダメなとこ直してかっこよくなりたいと思ってるけど。紘兄に嫌われたり呆れられるのやだから、今の自分よりもっとマシな男に変わりたいし、……紘兄の前の好みとか踏まえて、洗練された大人な魅力を備えたワンランク上の男になりたいと思って、努力する気だけど……」

　またキュンツボを直撃する健けな気げでいじらしいことを言われ、夜目にも隠せないほど顔が赤らむのが自分でもわかった。

　紘斗は熱くなった頰に片手の甲を当てて誤ご魔ま化かしながら、

「……別に、それは素のおまえをバージョンアップしようとしてるだけで、まったくキャパにない別人を演じようとしてるわけじゃないし、おまえがそうしたいなら止めないけどさ。でも、今更かっこつけてももう遅いっつうか、おまえのどんくさくてヘタレでボンクラなとこなんて、もうとっくに子供の頃から全部見てきてわかってんじゃん。けど、別に嫌いとか思ったことねえし、かっこいいだけのおまえなんてちょっと違うっていうか……、それにおまえはそのまま普通に歳取れば、いずれ洗練された大人な男になれるだろうから、そんな気合入れて頑張んなくてもいいと思うけど。……だって俺、いいとこもダメなとこも、おまえのどんなところも、……まるごと全部好きだし」

　照れくさくて最後は早口の小声で付け足す。

　時々は口に出して伝えてやらないと、こいつ泣くからな、などと自分が言いたい気分だったのに言い訳じみたことを考えていると、「えっ……」と詠介は息を飲み、

「……ほ、ほんとに……？　超嬉しい……。あの、俺も、ていうか俺のほうがずっとずっと前から、紘兄の全部、どんなところもまるごと大好きだよ……！」

　詠介が上ずった声で言ったとき、そばまで辿たどりついていた自宅の門の門もん灯とうがパッと灯った。

　人が通ると反応するセンサーでライトが灯った一拍後、その光に気づいた家族の誰かが紘斗の帰宅に気づき、玄関の電気もつけてくれる。

　いつものことで、鍵を開けやすいようにと配慮してくれるのはありがたいが、通りに面した居間の窓から門の前にいる自分たちの様子を見られていると思うと、

（……くぅ、今すごくいいムードだったのに、きっとおかんかばあちゃんか姉ちゃんたちの誰かが見てるから、このままさよならするしかないのか……）と無念でならない。

　もしいま誰にも見られていなければ、詠介に思いっきり抱きつきたいのに……、それだけじゃなくて思いっきりキスもしたいし、もっとやってよければ生いけ垣がきの陰に引っ張り込んで、しゃぶって勃たたせてウブい喘あえぎ声ごえを上げさせながら喉のど奥おくで昇しょう天てんさせてやりたいのに……！　とどんどんエロ妄想が止まらなくなる。

　やっぱり「遊園地デートはちゃんとおまえに奢おごってもらうから、いまはホテル代俺に出させろ！」と言いたくて喉まで出かかったが、どんな紘兄も好きだと言ってくれた直後でも、さすがにそんな肉食ぶりを見せたらドン引かれるに決まってる、と必死に自制する。

　それでもこのままさわやかに別れるのは淋しすぎるので、紘斗はちょっと考えてから、横目で周囲を窺いつつ何歩か後ずさった。

「紘兄？」と振り返った詠介を小さく手招き、どうしたの、と近づいてきた胸めがけて紘斗はふらっとわざとらしく倒れこむ。

「えっ、なに、大丈夫!?」

　焦あせった声を出して両手で支えてくれる詠介の背に回した腕にぎゅっと力を籠こめ、胸に顔をすりつけてから一瞬でパッと離れる。

　な、何、紘兄……と赤くなって困惑する詠介を見上げ、紘斗は企たくらみ顔で笑みかけた。

「……ほんとはこんな一瞬じゃなくて、もっとおまえと超ベタベタしたいんだけど、たぶんおかんたちに見られてるから、あとで『なにやってたの』ってつっこまれても言い訳できるように小芝居してみた。『バイトの前になにも食わなかったから腹減りすぎて、一瞬めまい起こして倒れかけたら詠介が支えてくれた』って言おうと思って」

「……あ、へえ、そういうこと、だったんだ……ふうん……なるほど……」

　詠介は赤い顔でこくこく頷き、

「……あの、えっと、じゃあ、ほんとのめまいじゃないなら、もう行くね。また明日」

　と、ぎくしゃくした動きで隣の豪邸に向かって歩き出す。

　一瞬抱きついただけなので、まったく充分な詠介補給にはならなかったが、それでもほわっと幸せな気分で後ろ姿を見送っていたら、詠介が途中でピタリと足を止め、くるりと踵きびすを返して走って戻ってきた。

　ん、どした？　と目で問うと、詠介は無言で紘斗の右手を摑み、そのまま口元に寄せて人差し指の先端を口に含んだ。
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「……え、ちょ、」

　いきなり指を咥くわえられて目を瞠ると、詠介はじっと紘斗の目を見ながらカプ、と指先を甘嚙みし、舌で包むように舐なめてチュッと吸い上げてから唇を離した。

「……なにすんだよ……」

　時間にしたら一、二秒で、強く嚙まれたわけではないのに指先がジンジンして、内心うろたえながら小声で問う。

　真顔で見下ろしてくる相手の瞳にいつにないオスっぽい艶つやが浮かんでいて、鼓動が逸はやった。

「……紘兄、もし家の人に見られてて『なにやってたの』って訊かれたら、『かまいたち的に突然指が切れて血が出ちゃったのを、詠介が舐めて治そうとした』って言い訳してくれる？」

「……あ……うん……わかった……」

　なに変な言い訳考えてんだよ、と笑ってつっこみたかったのに、自分の口から出たのは驚くほどぽぅっとのぼせたような声だった。

　詠介は満足げにニコッと笑い、「じゃあ、ほんとにおやすみ、紘兄」と手を振って浮かれた様子で子供みたいに勢いよく自宅のほうへ駆け出していく。

　……なんだよ、あの落差は、と思わず苦笑を誘われながら、紘斗はどこかふわふわした足取りで玄関に向かい、鍵を出そうとして右手の人差し指に視線を落とした。

　詠介に咥えられた感触や眼まな差ざしを思い返した途端、身体の奥がじわりと熱く火ほ照てってくる。

　こんなことくらいでなに興奮してんだよ、と自分につっこみつつ、だってあの詠介が、まだ当分こっちが手取り足取り教えないと自分からはなにもできないウブい坊ちゃんだと思ってたのに、急に愛撫みたいなやらしい舐め方してくるから……、とドキドキしながら言い訳する。

　詠介の唾だ液えきをうっすら纏まとう人差し指を口元に近づけ、紘斗はそっと唇に挟む。

　以前、元カレとの現場を見られて二年離れていた間、詠介はひそかに自分を相手にしたエロ妄想をオカズにしていたと打ち明けてきた。そう聞いても、詠介には一人Ｈなんてしないようなシャイで清潔な雰囲気があるので、あまりリアルに実感できなかった。

　でも、一度抱き合ったいまでは、詠介にも熱くてエロいオスの本能があるとわかったし、もしかしたらいまでも自みずから強しいた焦じらしプレイに悶もん々もんしながら、俺をネタにひとりで慰なぐさめたりしているのかも、と指を吸いながら紘斗は笑みを深める。

　本当は詠介も自分と同じくらいムラムラしているのかもしれない、と思ったら、ますます月末のデートが待ちきれなくなり、早く当日になってほしい、可愛く観覧車キスしたあとは、人差し指だけじゃなく、身体中舐めたり嚙んだりしてほしい、と身体の熱がおさまらなくなる。

　紘斗は急いで玄関に飛び込んで自室に駆けあがると、ドアにもたれて詠介に吸われた指を疼うずく蕾つぼみの奥深くにひそませた。




　　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊




　待ちに待った本命デートを数日後に控ひかえた夜、詠えい介すけから暗い声で電話がかかって来た。

『……紘ひろ兄、あの、ほんとに申し訳ないんだけど、死ぬほど不本意で残念なんだけど、土曜日の遊園地デートを、別の日にズラしてもらってもいいかな……。用ができちゃって……』

　勉強中だった紘ひろ斗とはノートの上にシャーペンを転がしながら言った。

「そうなんだ。……うん、まあいいけど、どんな用？」

　その日は詠介の初めての給料日だったので、てっきり「ちゃんと振り込まれてたよ！」という喜びの報告かと思っていたら、激しくへこんだ声音で日程の変更を告げられ、紘斗は事情を問う。元々詠介ほど観覧車キスに思い入れがないので、それはいつに日ひ延のべしようと構わないが、夜のお泊まりはどうなるんだろう、とそこが一番気になる。

　もしデートは日曜日だけ、と言われたら、詠介が計画しているであろうラブリーなデートプランは一切無視して朝イチでラブホに直行しようって言ったら引くかな、などと思っていると、

『……実は、さっき父さんから変なこと頼まれて、即答で断ったんだけど、先方がどうしてもって言ってて、大事な取引先で心証悪くしたくないから、一回だけつきあえって言われて、すごい嫌なんだけど、断り切れなくて……』

　と詠介はしょぼくれた声で要領を得ない弁解をする。

「……ふうん。って、だからなにが。全然わかんねえよ。もっと主語述語目的語をはっきりさせてしゃべれよ」

　早く詳しい事情を聞いて、土曜の昼間はだめでも夜から日曜日にかけては大丈夫なのか確かめたくて、紘斗は手厳しく叱る。

　詠介は耳としっぽが垂れているのが目に浮かびそうな気落ちした声で、「……それが……」と説明をはじめた。

　先日、㈱ＨＩＹＡＭＡの創業四十五周年記念パーティーが新宿のホテルコスモポリタンで開かれ、詠介も創業者の孫で現社長の息子として出席していた。まだ学生の身で現場のことはなにもわからないが、父と一緒に挨あい拶さつまわりをさせられ、たくさんの招待客に紹介されてひたすら笑顔で会え釈しゃくし続けた。しまいには誰が誰だか覚えられなくなっていたが、招待客の中に取引先の病院の院長と娘がおり、短大を出て花嫁修行中の娘が詠介を見て気に入り、『実は娘がもっと息子さんと話してみたいと言うんだけれど、よかったら一度親も交えてお食事でも』と父親経由で打だ診しんしてきたという。

　ピクリと薄くこめかみに青筋が浮き立つのを感じながら、

「……へえ。行くんだ、それ。……まあ、取引先っつってたもんな」

　と紘斗は努つとめて平静な声を出す。

　ったく、おまえはボンクラのくせに、ちょいちょいメンクイ女にロックオンされやがって！　と、もし電話じゃなく面と向かっていたら、首を摑んでガクガク揺すってやりたいくらいだったが、とりあえず黙って弁解の続きを聞く。

『ちゃんと「嫌だよ、その日は前から紘兄と出かける約束してるし。顔も覚えてない人なのに、親同伴の食事会なんて、そんなお見合いみたいなこと、勝手にセッティングされても困るよ。俺、まだ十八だよ？　父さんだって、俺が女の人としゃべるの苦手って知ってるんだから、話が来た時点で俺に聞かずに断ってよ」って言ったんだよ。けど、先方は病床びょうしょう数八百床の大病院で、退院時に在宅医療機器が必要なケースにはまずＨＩＹＡＭＡを紹介してくれる大口のお得意様だし、紘斗くんとはいつでも会えるんだから別の日にしてもらいなさいって言われちゃって……。それに本格的なお見合いじゃなくて、ただみんなで食事したあと、ふたりでお茶を飲むだけだし、一回会えばおまえのトーク力のなさに「残念ですが御縁がなかったようで」と向こうから言ってくるだろうから、先方の顔を立てて、一回だけ会ってくれって言われて、有う無むを言わさずその場で相手にＯＫの電話されちゃって……』

「……ふうん。ちょっと強引だな、航こう介すけさん」

　幼い日、航介氏に淡い恋心を抱いだいたこともあるが、いまは「会社のために息子を人ひと身み御ご供くうにするなんて、航介さんの人でなし！」と後ろから跳とび蹴げりしてやりたい気分だった。

　本格的なお見合いじゃないと言いながら、相手は得意先の花嫁修行中の娘で、両家揃そろっての食事会のあと、「あとは若いふたりで」とお茶させる展開まで、どこをどう取ってもお見合い以外の何物でもない。一度も会わずに断るのは失礼だから、会って先方から断ってもらえばいい、と破は談だんを前提で詠介を誘導しているが、もし断られずに、そのまま順調に交際・結婚に話が進んでも、航介さんは檜ひ山やま家にとっては問題はないと思っているのだろう。

　きっと先方もパーティーで目をつけた詠介について多少調べて、顔や家柄だけじゃなく学歴や性格、勉強しかできないもやしっこではなくテニスも得意、金持ちのボンでも女やクスリなど悪の道とも無縁に真っ当に育った健すこやかさなど、結婚向きの優良物件と判定して、早めに唾つばつけとこうと初手から親を巻き込んで外堀から埋うめようとしているに違いない。

　……ちきしょう、大病院の娘なら献金問題とかで偽ぎ装そう入院してくる大物政治家の息子でも捕まえときゃいいじゃねえか、詠介は俺のものなのに……！　とみしっと画面にヒビが入りそうな勢いでスマホを握りしめて黙りこくっていると、詠介がおずおずと言った。

『紘兄、せっかく二日間、朝から晩までずっと一緒に過ごせると思って楽しみにしてたのに、めちゃくちゃ無念なんだけど、待ち合わせは土曜の夕方になっちゃってもいいかな。ほんとにそんな食事会なんて心底行きたくないし、紘兄との約束より優先させたいものなんかこの世にないんだけど、父さんから、『おまえも三代目社長になる身なんだから、これも接待の練習と思って嫌でもつきあいなさい。いつまでも人見知りなんて言い訳はできないぞ』って言われて、それ以上やだって言い張れなくて……』

「……そっか……」

　詠介の辛つらい立場も理解できたし、自ら進んで好き好んで会うわけではないし、夕方からは独占できるとわかったので、紘斗はスマホを握りしめていた指先から力を緩ゆるめながら言った。

「……わかった。父親とはいえ社長の命令なんだから逆らえないよな。しょうがねえから、次期社長の初仕事のつもりで、頑張って接待してきな。俺のほうはプチ見合いの後でいいからさ」

　内心では不満もあったが、『嘘でも見合いなんてするなよ、俺がいるのに』と言っても詠介を困らせるだけなので、理解のある恋人を装よそおう。詠介は低姿勢に、

『ほんとにごめんね、紘兄。でも全然お見合いとかじゃないからね。えっと、当日はホテルコスモポリタンの十階のレストランで十二時からランチで、二時頃に七階のティールームでお茶しろって言われたけど、たぶんふたりだけになったらロクにしゃべれないし、この人のせいで紘兄との遊園地デートが延期に……って恨うらみがましい気持ちがモロ顔に出て、むすっとしちゃうに決まってるし、超感じ悪い『二度と会いたくない男』認定されて、さっさと三十分以内に終わらせるから、紘兄とはその後に待ち合わせってことにしてもらってもいい……？』

　詠介が本気で嫌々なのが丸わかりで、相手がどんなに熱を上げようと詠介自身が絶対に揺らがないと改めて確信でき、紘斗は余裕と大人げを取り戻してフォローした。

「いや、接待なんだから、それはダメだよ。お嬢を怒らせて、『あんな失礼な扱い、わたし初めて受けたわ。パパ、ＨＩＹＡＭＡとの契約は打ち切って！』なんてことになったら困るだろ。亜あ美みちゃんの時に女子対策はいろいろ指導してやったじゃん。あれを思い出してもう一回やってみ？　感じよく惚れさせて、遺い恨こんを残さず振る、という高等技術をお見舞いしてやれ」

『えぇっ、無理だよ、そんな難しいこと。俺にできるわけないじゃん。どうやればいいの？』

　電話越しに本気で狼ろう狽ばいする声が聞こえ、紘斗はプッと噴く。

「だから、前に教えた通り、興味と共感と感心を込めた相あい槌づちを打って相手の話を熱心に聞いてやんだよ。はにかみ笑顔もガンガン使って、『可愛い！』って思わせて、二時間くらい経たったら、『父から伺うかがっているんですが、貴女あなたにはご友人がたくさんいらして、異性のご友人もおいでだとか。きっとお人柄の魅力なんでしょうね、同性からも異性からも慕したわれるのは。今日お話しさせていただいて、それがよくわかりました。僕は人見知りで、まだ異性の友人はいないので、貴女のような博識で話題の豊富な方とお友達になれたら楽しいだろうな、と思いました』とか物腰柔らかに、でもきっぱり言ってやれ。こんだけ『友人』って連れん呼こしとけば、『友達以上になる気はないって釘くぎ刺されたんだ』って察するだろうし、まだ一回会っただけで思い入れもそんなに強くないだろうから、『いい感じの子だからちょっと惜おしいけど、次いこ』って切り替えると思う。婚活女は脈ナシ男をいつまでも深追いするような効率悪いことしねえから」

　親のコネと権力と財力を盾たてに見合いを強行し、こっちのデートを半日ダメにした憎っくき病院長の娘をぎゃふんと言わせたる、と私情全開で紘斗は策を授さずける。本当は『おまえなんかまったく眼がん中ちゅうにねんだよ！　せっかくのデートの邪魔をしやがって、もう二度と誘ってくんじゃねえぞ！』と言ってやれ、と指導したかったが、詠介向きではないのでぐっと堪こらえる。

　ふむふむ、と電話の向こうでメモを取っている気配があり、『でも紘兄、俺、相手の大おお藤ふじ佳か苗なえさんって人に友達が多いとか、人柄がいいとか、父さんからなんにも聞いてないけど』とバカ正直に申しん告こくする詠介に「いんだよ、そういうことにしとけば！」と紘斗は喚わめく。

「全然男友達なんかいないお嬢かもしれないけど、男にチャラチャラ声かける尻軽女みたいなネガティブなニュアンスじゃなくて、素敵な人柄だから友人が多く集まるんでしょうねっていう敬意のこもったポジティブな言い方だから、事実じゃなくても『違いますっ、そんなことありませんっ』なんて即否定しないだろうし、誉ほめて持ち上げて、プライドを傷つけずに振るための方便なの。『あなたはタイプじゃないし、興味ありません』ってはっきり振ったら角が立つだろ。おまえが恨まれても困るし、誉め系の嘘ならついてもＯＫなんだよ、こういう場合は」

『そ、そっか。わかった、やってみる』

「よし、頑張ってこい」

　相変わらずほんとにボンクラなんだから、やっぱりこいつは俺がついてないと全然ダメじゃん、と溜息を零こぼしつつ、ひそかにそれが嬉しい気もして紘斗は口の両端をにんまり上げる。

　紘斗は教官モードから恋人モードに語調を戻し、

「なぁ詠介、もし今回お嬢の邪魔が入らずにプラン通りにデートできてたら、ほんとは二日間、俺とどう過ごそうと思ってたの？」

　おまえがせっかくあれこれ考えてたのに、半日分キャンセルになっちゃったから、サプライズって言ってたけど、予定してたプランを聞かせろよ、と促うながすと、詠介は最初は声を弾はずませながら、だんだん実現が延のびるのが惜しくてならない残念口調で切々と語った。

『あのね、ほんとは一日目は朝九時半に紘兄を迎えに行って、ルンルンしながら電車乗って遊園地に開園と同時に入園して、女装じゃないほんとの紘兄に、裏声じゃない地声の悲鳴上げてもらいながら紘兄の好きな絶叫系を制せい覇はして、並んで座る乗物では必ずこっそり手を握って、お化け屋敷でもビビリのフリしてくっついて、カップル用の写真スポットでは『男友達だけど、ふざけて撮っちゃいまーす！』みたいなフリして自じ撮どりして、恐竜百万年の３Ｄシアターでも暗くなった途端に膝ひざ頭がしらくっつけたりして、とにかく暗がりとか二人乗りの乗物とかスピード系でみんなが目を瞑つむってて人目につかなそうだとみるや、隙あらばいちゃくらして、最後に観覧車に乗って、てっぺんで憧あこがれの観覧車キスをするっていうのが一日目の山場だったんだ』

　ふうん、と平静を装って頷きつつ、あまりの可愛さに、もし電話でなく面と向かっていたら、「もう、そんなホモのバカップル丸出しなこと本気でやりたいのかよ、おまえは！」と馬乗りに押し倒してボトムのファスナーを下ろしてごしゅごしゅ擦こすりたてながら唇を奪っているところだ、と紘斗は肉食の血を滾たぎらせる。思わず妄想だけで口の中に湧わいた唾を飲み下し、

「……うん、いいよ、また後日実行しような、そのプランは。……で、そのあとの予定は？」

　気をつけないとはぁはぁ上がりそうな息を整えながら問うと、

『そのあとは、ちょっと離れてるけど、房ぼう総そうのおじいちゃんの別荘に泊まろうかなって思って。昔、小学生のときに夏休みに紘兄とふたりで行ったとこなんだけど、覚えてるかな。あそこなら、静かだし、翌日もゆっくりできるかなって……。でもちょっと遠いから、やだ？』

　夏休みにふたりで房総……？　と記憶をサーチして、「あぁ！」と紘斗は声を上げた。

「そういや、行ったな。うん、覚えてる。俺が五年生でおまえが三年生の時じゃね？　海沿いの真っ白い壁に青い丸屋根の塔とかついてる外国みたいなでかい家」

『そうそう、千葉なのにギリシャ風のとこ』

　笑みを含んだ詠介の指摘につられて笑いながら、紘斗はその時のことを懐かしく思い出す。

「たしかあれがおまえにとって、子供だけで電車に二時間以上乗っていく初めての旅だったんだよな。乗り換えとか俺がわかってるっつってんのにちゃんと行けるかおまえ超緊張して、もうすぐ着くって頃に緊張のピーク迎えて電車の床に吐いちゃったんだよな。『ごめん、紘兄ちゃん』って大泣きしちゃって、余計えずいて何度も吐いちゃって、『やべえ、ポケットティッシュ一個じゃ足りねえ』って焦あせりながら床拭ふいてたら、周りのおばちゃんたちも手伝ってくれて、『千葉の人って親切だな』って思った覚えがある。そんで、せっかく別荘に着いた途端、今度おまえ熱出しちゃって、目の前が海なのに寝込んじゃってさ。しょうがないから俺、初対面のおまえのじいちゃんとふたりで泳いだけどさ。翌日熱下がって、おまえも泳ぐっていうから一緒に連れてったら、今度は海水が冷たくて腹冷やして下げ痢りするし、最後の夜にじいちゃんが庭でバーベキューしてくれたとき、おまえが食ったソーセージにだけなぜかプラスチック片が混入してて、おまえはしゃぎながら食ってたのに、突然『ん？』って固まってダラーッっていきなり口から流血したからホラー映画みたいで超ビビったこともいま思い出した」

　言われるまですっかり記憶の奥底に沈んでいたが、思い出すとやっぱりどこに行ってもボンクラエピソードの見本市で、紘斗が楽しく笑っていると、詠介は『そうそう、そうだったよね』と一緒に笑ってくれず、『……紘兄って、記憶力いいよね……そんな細かいことまで覚えてるなんて……忘れててほしかったな……』といたたまれないような声でぼやく。

『……だからさ、今回はそういうボンクラネタは抜きで、紘兄に迷惑かけずにただ楽しんでもらって、どんくさい頃の俺の記憶をいい思い出に上書きしてもらいたかったんだよ』

　ぼそっと拗すねたように言われ、そっと封印しておくべきだった数々のボンクラネタを調子に乗って口にし過ぎたかも、と紘斗はやや反省し、「詠介」と優しく呼びかけた。

「別にコケにして笑ったわけじゃねえからへこむなよ。あの時も楽しかったから、……まあ、電車でゲロ吐かれたのは迷惑っちゃ迷惑だったけど、三年生のおまえと一緒に行った時のことも全部いい思い出だから、どれも忘れないであのまま覚えてたいし、またいまのお前と一緒に行って楽しく過ごせるなら、それも新しいいい思い出に追加したいだけだよ？」

『……紘兄……』

　胸を詰まらせたような声で名を呼ばれ、その一言だけで詠介の気持ちが全部伝わってきて、紘斗の頰がポッと染まる。

　いまは電話で面と向かっていなくてよかった、と思いつつ、

「……えっとさ、じゃあ、土曜日は一応おまえが二時から二時間くらいお嬢の接待を頑張るっていう見込みで、待ち合わせは四時半頃に新宿駅の南口ってことにしようか？　それで一緒に房総へ向かうっていう時間配分でも大丈夫そう？」

　赤面しているのを悟さとられないようにてきぱき仕切ると、詠介は『う、うん。大丈夫。それで』とこくこく頷いている様子が想像できる口調で同意した。

『俺、頑張るよ。まだ大藤さんて人と会うの嫌でしょうがないけど、そのあと紘兄が待っててくれてるって思ったら、なんとかやれそうかも。いや、なんとかじゃなくて、絶対ちゃんとやるからね、紘兄の授けてくれた「惚れさせて、振ってやる」作戦』

　うん、その意気だ、おまえはやればできる子だから大丈夫、とハッパをかけながら、紘斗は（でも「惚れさせる」の部分には力入れなくていいからな）とひそかに心の中で付け足した。




　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊




　明日が詠えい介すけのプチ見合いという夜、紘ひろ斗とはここ数日ずっと胸に巣食っているもやもやした気持ちを引きずったままバイトを終えた。

　詠介は自分にベタ惚れで、誰を相手に見合いをしても、絶対に自分以外に心を動かされることはない、という確信はある。なにがあろうと刷すり込こみみたいに自分を崇あがめている詠介の不動のナンバーワンは俺だ、という自信が99・９９９９９９９９９９９９９９９９９９％あるが、でももし見合い相手がものすごく抗あらがえない魅力の持ち主だったら、詠介が心惹ひかれる可能性がないとは言えないかも、という弱気が０・０００００００００００００００００１％くらい、チクリとトゲのように胸に刺さっている。

　だとしても全然気にしなくて大丈夫、そんなちょっとの確率をいちいち気に病やむ必要はない、と思うそばから、相手のことが気になってたまらず、明日待ち合わせ場所で詠介の顔を見た瞬間、『どうだった？　思ったよりブスで下品で性格悪くてバカそうな女だったか？』などと勢いこんで口走ってしまいそうだった。

　もちろん、そんなことを訊く自分のほうがよほど品がなくてみっともないだけなので、詠介が自分からコメントするまでは余計なことは言うまい、と紘斗は自みずからを戒いましめる。

　でも、詠介が「別に普通だった」とか「紘兄とはくらべものにならなかったよ」などといいコメントをしてくれたとしても、実物をこの目で確かめて（ああ、これなら俺のが上）とか（ぬぬ、結構侮あなどれない美人で性格も良さそうだけど、詠介は俺のだから他を当たってくれ）などと自分で判定を下さないと心からは安心できないような気がした。

　さらに『惚れさせて振る』作戦も、自分で授さずけたくせに、失しっ策さくだったかも、と悶もん々もんと悩んでいる。元々好条件が揃そろっている詠介が感じよく振る舞ったら、相手をより本気にさせるだけで、いくら『貴女あなたとはいい友人でいたい』と牽けん制せいしても『いいえ、友人ではなく、是非結婚を前提としてお話を進めていただきたいですわ。父にもそう報告させていただきます』なんてことにもなりかねない。こんなことなら、詠介がぶーたれ顔でさっさと切り上げてくると言ったとき、『よし、いいぞ、それですっぱり嫌われてこい！』と言えばよかった、と後悔にまみれる。

　もう見合いを明日に控ひかえた今になって『やっぱり行くなよ』と大人げなくごねることもできず、『これも三代目の役目と思え』とどーんと送り出すようなことを言いながら、陰でこんなに心配して思い煩わずらっているなんて、自分でも情けないし、詠介にも知られたくなかった。

　見合い相手の様子や詠介の反応など、明日の一部始終が気になってしょうがないのに、事後詠介に根堀り葉堀り問とい質ただすのは、余裕ぶって実は強がっていただけなのがモロバレするから避けたいが、詠介はボンクラだからきっとざっくりした報告しかしないだろうし、それを聞いただけでは、もしかしてほんとは超美人でちょっといいかも、とか見とれてたりして、などと疑ぎ心しん暗あん鬼きの妄想が止まらないような気がする。

　どうしたらいいんだろう、と千ち々ぢに悩みながら紘斗はタイムカードを押す。

　……こうなったら、詠介に内緒で現場を偵察しに行っちゃおうかな……。

　嫌々行った見合いの席がよもやの運命の出会いの場となり、まんまとお嬢に強ごう奪だつされるかもしれないという危機を前にして、おとなしく家で待っていることなんてできない。

　でも、もし偵察しに行ったことが詠介にバレたら、「俺のこと疑ってたの？　俺の気持ち、百％は信じてないんだ」と傷つけそうで、気づかれないようにこっそり潜せん入にゅうしなければならない。

　帽子とサングラスとマスクで芸能人的な変装してこっそり近づくか……、でもホテルのティールームでそんな怪しいかっこしてたら逆に目立つかも、……いっそウェイターのコスプレしてトレイ持って近づくとか……バイトの制服持ち出せば……、いや、それだと詠介にナチュラルに注文に呼びとめられてバレる危険があるし、その前に本物のウェイターにつまみ出されるかも……、などとあれこれ策を巡めぐらせていると、「谷や地ちくん、待って！」とすみれの声がした。

　振り返ると、またも俊しゅん足そくランナーのような腕振りでダッシュしてくる。

　あれからすみれとは挨あい拶さつのみでなく、会話を交わす仲になっていた。まだ片想いとひそかな女子化の努力は続けているらしく、全体的なイメージはあまり変わらないが、トートバッグの色が赤になっていたり、小物が若じゃっ干かんラブリーになっていたりと微妙な変化が見受けられる。

「よかった、今日谷地くんに会えて。実は、また相談したいことができちゃって……」

「……え。あー、なんですか？」

　一応礼儀で訊たずねつつ、ほんとはこっちも今いろいろ大変で、人の悩みまで聞いてる余裕なんかないんだけどな、と思いながら続きを待つ。

　すみれはしばし戸惑っている様子で言いい淀よどみ、

「……あのね、今日学校で、ひとりでデッサン室使ってたら、掛かけ川がわくんて人が入ってきて、自分の用が済んだら帰るかなと思ってたら、『えーと、俺も「すーさん」て呼んでいい？』って話しかけてきて、え、なんで、と思ったけど一応頷いたら、『最近、すーさん、ちょっとだけ雰囲気変わったね。……なんか、ちょっと話しかけやすくなった』みたいなこと言われて、『今度彫刻ちょうこく科のやつらと飲み会するけど行かない？』って誘われて、みんなでわいわいするの苦手だし、『大勢はちょっと』って断ったら、『じゃあ、俺とふたりならいい？』って言われて、え、って黙ってたら、『……すーさん、梶かじ戸とのこと、好きなの？　あんまりすーさん向きじゃないと思うけど』って言われて、なんでそんなこと知ってるのって固まってたら『もし気が向いたら一緒に行こうよ』って、美術展のチケットを私のバッグに入れて返事も聞かずに行っちゃったんだけど、……なんだろう、あれ」

　と本気で困惑げに眉を寄せるすみれを見上げ、紘斗は目を見開いて叫んだ。

「なにとぼけたこと言ってんですか！　モロすぎるでしょう！　どんだけ察し悪いんですか！　そんなあからさまなアプローチがわかんないなんて、女子の風上にも置けませんよ！　もし杜もりさんが恋愛ビギナーって知らなければ、『特別なことはなにもしてません、好きなだけ食べてるし、乳液しか使ってないし』っていう美人女優か、『全然勉強してないよー』って言って百点取るガリ勉くらい感じ悪くて、『こンのカマトトがっ！』って叱りつけるところですよ！　その掛川くんて人は、まんま杜さんに気があります！」

　ええっ、とすみれはクールな瞳に本気の驚きょう愕がくの色を浮かべる。

「だ、だって、たいして口きいたこともないのに……」

「杜さんとたくさん口きいたことある男子って、お父さんか俺くらいしかいないじゃないですか。掛川くんは前から杜さんを見てて、梶戸さんのことを遠くから眺めてる杜さんに気づいて、こりゃマズいと思ってアタックしてきたんですよ。『梶戸はあんまりすーさん向きじゃない』って俺のほうがすーさん向きだよっていうアピールだし、あだ名呼びしたり、飲み会誘って大勢は苦手って断られたら、すかさず『じゃあふたりで行かない？』って誘ってくるし、絶対掛川くんは杜さんのことをいいなって思ってます！」

「……え。そ、そうなのかな……いや、でも」と動揺するすみれに紘斗はきっぱり言った。

「杜さん、次に掛川くんに会ったら、チケットもらった美術展に『行けるけど、いつにする？』って言ってください。掛川くんがタラシじゃなく、生理的にどうしても受け付けない顔じゃないなら、行くべきです。素すの杜さんに心惹ひかれるレアな男が現れたんですよ！　俺も『ありのままの杜さんを好きになる人がきっといる』って前に言ったとき、内心『でも素のイケメン男子にしか見えない杜さんをツボる人は熱心なヅカファン男子か、百ゆ合りの女子くらいかも』って若干自信なかったんですけど、近くにいたじゃないですか！　ヤリチンに無駄に片想いしてるより、掛川くんとデートしてみるほうが絶対いいと思う！　俺は掛川くん推おしです！　会ったことないけど、なんとなく！」

　せっかく稀け有うな男が現れたんだから、デートもせず逃がしちゃダメです、モテ系女子はみんなどんな細かいチャンスも落とさず拾って、「彼はナイわ～」とか決めつけずに数こなして本命をモノにするんですよ！　と紘斗が断言すると、すみれは狼ろう狽ばいした様子で口ごもった。

「で、でも……、私デートとかしたことないし、掛川くんのこと、なんとも思ってないし」

「いまはなんとも思ってなくてもよく知りあえば変わるかもしれないじゃないですか。恋のはじまりは一目でビビッとくるパターンばっかりじゃないし、ビビッときた人がヤリチンだったら目も当てられないでしょう。大丈夫、普通に一緒に美術展を見て、感想とか言いながらご飯食べたりするだけです。一回目から恋愛絡からめなくていいし、普通に友達として会うだけでＯＫです。それすら杜さん的には試練かもしれないけど、モテ修行の第一歩です。モテオーラを習得するには本物の男子と会ってしゃべって、『これやるとダメなんだ』『こういうこと言うと引くんだ』とかたくさんしくじって傷だらけになりながら学ぶものなんです。ファイトです！」

　根が熱血兄貴気質なので、つい自分の悩みそっちのけですみれを励はげますと、

「そ、そんな難しいこと急に言われても……、そもそも普通の女子が普通の男子と普通に話すってこと自体がやったことないからよくわかんないのに、掛川くんとふたりで会うなんて、もう全然どうしたらいいかわからない。なにがよくてなにがダメなのかまるでわからなくて、傷だらけになって覚えろって言われても、しくじりすぎて失血死しそうだよ、谷地くん……！」

　パニックになるすみれが、また最初に指導を頼まれた時の詠介の姿とダブり、紘斗ははっとして、そうだった、俺は悠長に杜さんと掛川くんを応援してる場合じゃなかった、と我に返る。

「大丈夫です、落ち着いて。いつも通りの杜さんのままで平気だから……いや、やっぱちょっとだけ動きをソフトにしたほうがいいかも。杜さんの走り方なんか、あれは後ろに猛犬がいて逃げてる時か、ひったくり犯を追いかけてる時の本気走りみたいな迫力があるから、気持ち小走りにしてみるとか。やっぱ普通の男は女子に対して男にはない柔らかい仕草とかを求めてると思うので、いつもみたいに『スパッ、ピシッ』みたいな感じじゃなくて、『ふわっ、すとんっ』を意識してみるといいかも。あと、手っ取り早く女子っぽさを出したいなら、ミニのブリ系とかじゃなくてマキシでいいから、当日スカート穿はくといいと思います。男は普通スカート穿かないから、普段パンツスタイルの杜さんがスカート穿くと、よりギャップがあって、掛川くんは『おおっスカート！』ってそれだけで勝手に女子度が上がってるように錯覚してくれるから」

　じゃ、頑張ってください、と切り上げようとすると、「待って！」とすみれにがしっと両肩を摑まれる。

「谷地くん、まだ見捨てないで、もうちょっと詳しく指導して。私スカート持ってないし、動きをソフトにって言われても……、ごめん、どうしてもよくわかんないから、前にも断られたけど、やっぱりもう一回実地でお手本見せてほしい。『ふわっ、すとんっ』ってどうやるのか実演してくれない？　私、ビジュアルで見たほうが頭に入るタイプだから、お願い！」

「え。もうっ、またそんな無茶ぶりを、いま俺はそれどこじゃなくてっ、」

　詠介の見合いのことで頭がいっぱいで杜さんの女子化につきあってる暇ないし、掛川くんはイケメン男子風な杜さんを気に入って声かけてきたんだから、いま慌てて付つけ焼やき刃ばの予習しなくても大丈夫だから！　と諭さとそうとして、紘斗はハタと動きを止める。

　……待て。もし女装すれば、詠介の見合い現場に目立たず潜入できるんじゃないか……？

　しかも、もし一人じゃなくカップル偽ぎ装そうして杜さんと二人連れだったら、より自然に偵察が可能かもしれない……！

　突如閃ひらめいた名案に紘斗はごくっと唾つばを飲みこみ、キスでも迫る男子のように顔を寄せて目で縋すがってくるすみれを見上げた。

「……えっと、あの、俺、ほんとはもう女装なんて二度としたくないんですけど、他ならぬ杜さんの頼みだし、しょうがないから、条件によっては引き受けてもいいです。……もし杜さんが俺の指定する場所と時間でもＯＫって言ってくれるなら、その場限りで協力します。……えっと、いきなりなんですけど、明日の午後二時あたりって、時間ありますか？　あと俺、あんまり女装姿を知り合いに見られたくないので、誰も知人と遭遇しないようなところで待ち合わせしたいから、場所は新宿のホテルのティールームとかでもいいですか……？」

　咄とっ嗟さにこじつけた妙な提案を怪しまれるかと思ったら、すみれに快かい諾だくされてしまい、

（騙だましてすいません。でもちゃんと杜さんの指導教官役も果たすから、ちょっとだけこっちのフェイクに協力してください）と紘斗はひそかに心の中で謝った。




　　　　　　　　　　＊＊＊＊＊




　翌日、紘ひろ斗とは午前中に詠えい介すけと電話で話をし、「そんじゃ、しっかりな。おまえが高級ランチしてる間、俺は『おにぎらず』でも食うからさ。じゃあまた後で、四時半に駅で会おうな」と通話を切った途端、姉たちに『ホテルでお茶しても浮かない、シックな女装』というリクエストを叶えてもらった。

　今回の女装の理由として『バイト先に素材はいいけど原げん石せきの女子がいて、前に一度女装を見られてて、最近オシャレに目覚めたけど、人見知りだから美容部員さんにメイクしてもらったり、店員さんと話しながら似合う服見つけるのは勇気がいるから、もう一度女装してメイクや着こなしの見本を見せて勉強させてくれと頼まれた』と虚きょ実じつ交えた言い訳を捏ねつ造ぞうすると、

「ふうん、なんか詠介くんみたいなこと言う子ね。本人を連れてきてくれれば、私たちが直接メイクの仕方や服選びのアドバイスしてあげるのに」と言いながら、しばらくぶりの紘斗の女装をふたりできゃっきゃっとはしゃぎながら仕上げてくれた。

　詠介に気づかれにくいように前回までとは違うイメージにしてもらい、今回は日本人形のような黒いロングストレートのウィッグに模も造ぞうパールとラインストーンのカチューシャを二本重ね、ゆりかのお気に入りブランドの、キュッとしまったウエストからふわりと広がるラインの綺麗な大人可愛い黒のワンピースを借りた。今回は本格的に胸にパットも入れ、なるべく歩きやすいハイヒールを借り、メイクもガーリー系ではなく綺麗系の女優メイクを施ほどこしてもらう。

　すみれとは二時すぎにホテルのロビーで待ち合わせ、詠介たちとは時間差をつけてティールームに向かい、ふたりがプチ見合いを終える四時よりも早めに退室し、すみれと別れて近くのデパートの多目的トイレでメイクを落として女装から普段の姿に戻り、何食わぬ顔で詠介と南口で待ち合わせ、「お疲れ。行こうか」と余裕の笑みを湛たたえる、という計画である。

　新宿駅のコインロッカーに着替えの服や房ぼう総そうデート用の一泊分の荷物を押し込み、黒いサテンのバラがたくさん縫ぬい付つけられた小さなバッグひとつを手に持つ。

　……相手がどんな女か知らないが、今日の俺はかなりいい線いってる上品系の男の娘こだから、そんじょそこらのお嬢には負けねえぜ、今から顔を拝おがみに行ってやるから首洗って待ってな！　と心の中で啖たん呵かを切りながらハイヒールで地下通路を闊かっ歩ぽし、二時ちょうどにホテルに到着した。

　すみれの姿を探して広いロビーを見渡していたとき、エレベーターホールから航こう介すけさんと千ち枝え子こさんと、初老の学者然としたメガネの男性と妻らしき藤ふじ色いろの訪ほう問もん着ぎの女性が四人で談笑しながらやってくるのに気づいた。

　紘斗はハッとして、詠介の両親と目が合ったりしないようにサッと顔を背そむける。

　どうやら食事会は無事終了し、若いふたりを残して親たちは退散してきたところらしかった。

　通り過ぎたであろうタイミングを見計らってチラッと振り返ると、出口へ向かう四人の様子は穏やかで、ランチの席で詠介が相手の心しん証しょうを損そこねるようなミスはせず、まずまずの振る舞いができたことが察せられる。

　和なごやかに去っていく二組のセレブ夫婦の後ろ姿を見送りながら、紘斗は大おお藤ふじ夫妻の背中に、（くそう、今頃ほんとは詠介と俺は遊園地で楽しくバカップルしてたはずなのに、あんたたちが娘を我わが儘ままに育てたから、詠介はあんなに楽しみにしてた俺との観覧車キスを延期して、したくもない接待させられる羽目になったんだぞ……！）とギロッと怨おん念ねんを込めた視線を向ける。

　フン、よく顔まで見えなかったけど、『うわ、ふたりとも若い頃はさぞかし美男美女だったろうな』と目を奪われるようなキラキラ美オーラ出てる感じでもなかったし、きっと娘もたいしたことねえぜ、とまだ見ぬライバルにメラメラ闘とう志しを燃やしながらロビーに視線を戻す。

　すみれを探してあまり縁のない高級ホテルの中をきょろきょろ見回していたら、ふと、もし自分と詠介がつきあっていることを航介さんと千枝子さんが知ったら、うちの家族と一緒に和やかにこんなホテルでお食事会を、なんて展開には絶対ならないだろうな……と思った。

　男同士という時点でまず関係を認めてもらえるはずがない。

　そのうえ詠介とは、埋うめられない格差があることをいま改めて思い知らされた。

　セレブ育ちの詠介と庶しょ民みん育ちの自分、という厳げん然ぜんたる事実は小さな頃から自覚していたが、檜ひ山やま家の人々から出しゅつ自じで格下扱あつかいされたことがないし、父親がいなくても母も祖母も叔母も仕事を持ち、欲しいものを我慢させられたこともなく、檜山家の車庫より狭い家でも「うちが普通で詠介の家がすごいだけだ」と思っていたので、格差を強く意識したことはなかった。

　隣家に遊びに行き、くらべものにならない広さや調度品を目にして明らかな階級差を感じることがあっても、それは詠介がたまたま金持ちの家に生まれただけのことで、それだけでは別に偉くもなんともないし、人としての格は中身で決まるものだと思っていたから、特に卑ひ下げしたこともなかった。昔は詠介とは同じ「子供」という平等な身分だと思っていたし、詠介がボンクラなので、自分のほうがむしろ精神的には格上のつもりでいた。

　詠介の両親の前で紘斗が兄貴分として詠介を遠慮なく叱ろうと「貧乏人の小こ倅せがれの分際で」と咎とがめられたこともなく、むしろありがたがられたし、母親同士も仲が良く、檜山家と谷や地ち家は総資産額の差に関係なく家族ぐるみで良好な関係を築いている。

　でも、それは自分たちをただの幼おさな馴な染じみだと思っているから好意的なのであって、もし自分が詠介と恋人としてつきあっているとわかったら、詠介の両親はどんな風に変わってしまうんだろう……、と紘斗は沈ちん鬱うつな表情で脳内シミュレーションを展開する。

　まず、考慮の余地もなく頭から大反対されるに決まっている。

　いくら普段は温おん厚こうな航介さんでも逆上して豹ひょう変へんし、谷地家の住人が仕事で全員不在の隙に速攻でショベルカーで家を踏み潰し、宗そう谷や岬みさきか波は照てる間ま島じまに代わりの家を用意したから、今後はそちらに引っ越して二度と詠介には近づかないでもらえるかな、とダンディな顔に引きつり笑顔を張り付けて告げられるところを一瞬のうちに妄想し、紘斗はぶるっと身を震わせる。

　そこまで過激な反応でなくても、「詠介が本気だというなら仕方がないな、認めよう」などと言ってもらえるはずはなく、「紘斗くん、詠介には檜山家の跡取り息子として、しかるべき家の女性と結婚して子供を作り、家と会社を守る義務があるんだよ。世の同性愛をすべて否定するつもりはないけれど、詠介に限っては許すことはできない。君ならわかってくれるね」などと言われるのが妥だ当とうなところだろう。

　檜山家だけでなく、もしうちの家族に詠介との関係がバレたらどういう反応を示すんだろう、と紘斗は暗い瞳で脳内シミュレーションを続ける。

　いままで家族には自分の性癖がバレないように隠し続けてきたから、たぶん黒一点の自分がゲイだと知ったら、みな一様にショックを受けて言葉を失うに違いない。

　……が、あのおしゃべり女たちがいつまでも黙っていられるわけがなく、すぐに口々に「言われてみれば、紘斗は女友達はいても彼女作ったことないもんね。そっち系だったんだ」「まあいいんじゃないの、別にうちは継ぐような家でもないし」「考えてみたら、詠介くんは小さな頃から紘斗しか眼中にないみたいに慕したってたし、紘斗も可愛がってたもんね。そんな昔から両想いならしょうがないわ。ひーくんの人生なんだから、悔くいなく生きてくれたらお母さんは本望よ」「でもやっぱり女ばかりの家で育ったから、そうなったのかしら。私たちの育て方のせいかねえ」「いや、受精した時点で決まってるっていうよ。……そういえばさ、こないだ救急当番のとき、ゲイの人が運ばれてきたのよ。プレイ中にお尻になんか挿いれたら奥まで入っちゃって取れなくなったって付き添いの人が青ざめて言うんだけど、恥ずかしがって何挿れたのか教えてくれないの。とりあえずレントゲン撮ったら、腸ちょう内ないにどう見てもゴジラが写ってて、なんだこりゃ！　と思ったら、ゴジラ型のシャンプーの容器を挿れちゃったんだって。なんでそんなの挿れる気になったんだろうね。あのギザギザがイイと思ったのかな。あたし眼科なのに頑張って取ったよ、お尻からゴジラを。紘斗も気をつけなよ。もし詠介くんにキングギドラ挿れてみたいとか言われても断りなよ。取れなくなって『先生、どうやら甥おい御ごさんが今救急でお尻に……』とか言われたら、身内としてはしらばっくれるわけにもいかないしさ」などとどんどん下世話な方向に紆う余よ曲きょ折くせつしつつ、気づけばなし崩しに許容されているような気もする。

　でも、そんなのんきすぎる反応は谷地家だけで、セレブな檜山家では問もん答どう無む用ようで却下されるに決まっている。

　……なんで俺、この先もずっと詠介と一緒にいられるなんて、うっかり思っちゃったんだろう……。

　詠介は俺みたいに一生独身でも許されるような庶民じゃなく、嫌でも誰かと家庭を築いて後継ぎの義務を果たさなきゃいけないセレブだったのに。そんなこと、ちょっと考えればすぐわかることだったのに、詠介との恋に浮かれすぎて、まともな常識が麻ま痺ひしてた。

　詠介と結ばれて、これまでの妻子ある元カレたちとは違い、今度こそ完全に自分のものにできる恋人を手に入れたと勘違いしてしまったが、詠介はたまたまいま配偶者がいないだけで、いずれは必ず他の女性のものになってしまう身だった。なのに、詠介から向けられる混じりっけなしの恋心を一身に浴びているのが心地良すぎて、この関係をこの先もずっと続けることなんて不可能だという事実を失念していた。

　たとえ相手の結婚生活が実質破は綻たんしていて別居中だとしても、紙きれ一枚でも他人のもので、誰かを傷つけたり、隠れておこぼれに与あずかるような恋愛は二度とするまいと元カレとの関係を終わらせたときに誓ちかったのに、学習能力ないな、俺……、と紘斗はやるせない溜息をつく。

　詠介が本心から他の女性に心を移して結婚を決めることはないと思うが、今回のように周囲からの圧力に抗あらがいきれず、結婚を余よ儀ぎなくされる日がいつか来るだろう。

　互いの心が離れての別れならまだしも、想いあっているのに引き離されるのは辛つらすぎるし、別れの日のことなんて今は考えたくもないが、もしそんな日が来たら、身を引かなければならない。

　俺には詠介の心を支える恋人にはなれても、セレブの配偶者として社会的なサポートをすることも、後継ぎを生むこともできない。それなのに、周囲の反対を押し切ってまで自分を選べとは言えないし、詠介が頑かたくなに結婚を拒こばんでゲイだと露ろ見けんして、自分のせいで周囲と軋あつ轢れきが生まれるのは詠介のためにあってはならない。

　きっと詠介は「紘兄のことがこの世で一番好きだから、絶対結婚なんてしたくない。でも、どうしても立場上、もう逃げられないんだ。相手の人なんか好きじゃないし、触りたくもないけど、新居も建てられちゃって、子供も作らなきゃいけない。でも心から好きなのは紘兄だけで、本気で裏切るわけじゃないから、俺を許して、紘兄……！」なんて土下座してきそう。

　さらには、「結婚しても絶対紘兄と別れたくないんだ。奥さんと暮らす生活は俺にとって偽物の人生だから、時々本当の俺に戻らせて。一緒には暮らせないけど、心はずっとそばにいてほしいんだ」なんて愛人になるようねだってくるかも。

　詠介からしたら、「最愛の人は紘兄で、本妻がフェイクだから、紘兄は愛人でも浮気相手でもない」という論理かもしれないが、ポリシーとしてそれは嫌だと思った。

　詠介が形だけの偽装結婚だとしても他の女性と入籍したら、いくらまだ好きでも関係は断たつ。それがけじめというものだ。どんなにうまくやろうとしても必ず本妻に悟られて相手も苦しむだろうし、心が伴ともなわない義務としての行為だとしても詠介が自分以外の他の誰かを抱くと考えただけで、嫉妬のあまり口から炎を吐いて街を焼き尽くせるような気がするくらい嫌だった。

　なのに、本妻と子供のいる偽装家庭へのサービスや仕事の合間にほんのたまにつまみ食いに来て、こっちが本命だから、逢おう瀬せを待つ時間がどんなに長くて辛くても甘んじて耐えてほしい、なんて虫のいいことは言わせない。詠介も本意じゃなく強しいられた結婚だとしても、自分を裏切り傷つけた報いを受けて、同じくらい喪そう失しつ感かんに打ちひしがれながら生きてもらわなきゃ困る。

　詠介が周囲からの圧力に屈して無理矢理結婚させられるのはたぶん二十代後半から三十代前半だろうから、まだ当分先のことなのに、紘斗はその後何十年も先の未来まで数分間でリアルにシミュレーションしてしまい、激しいダメージを受ける。

　欲しかった風船を思いがけず手に入れて喜んで膨ふくらませていたら、突然目の前で大きな音を立てて割れてしまい、放心している子供のような気分で立ち尽くしていたとき、

「えっと、谷地くん……だよね？」と横からすみれが顔を覗きこんできた。

「杜もりさん……」

　目の前に立つすみれはまさに宝塚男役スターのオフの姿といった風ふ情ぜいだった。

　黒の細身のパンツにジョッキーブーツ、襟えりを立てた白いシャツに黒のジレ、黒のストールをゆるく巻き、出る直前にシャワーを浴びたような湿った髪は、タオルドライしたまま毛先が無造作にハネて、それが逆にかっこよく、ゴールデンレトリバーでも散歩させてグラビアにしたら『宝塚グラフ』に載っていてもおかしくないほど決まっていた。

　……この人、絶対女子校時代に女子から本気の告白されたこと何度もあるんじゃないかな。でもぼぅっとしてるから「なんか手紙と食べ物くれたけど、なんだろう。親切なのか？」とか思ってスルーしてそうだけど……、などと思いながら凝ぎょう視ししていると、すみれはやや気まずそうに視線を泳がせた。

「……えっと、変かな。ごめん、まだスカート買ってなくて……、一応持ってる服の中でマシなもの選んできたんだけど……。それにくらべて、谷地くんは完璧だね。今日も一段と本物の美女みたい。いま声かけようとしたんだけど、俯うつむいて、いまにも泣いちゃいそうな感じでいつもの雰囲気と全然違うから『あれ谷地くんぽいけど、別人!?』って一瞬迷っちゃった」

　……また変なところを見られてしまった、鈍にぶいすみれにもわかるほど泣きそうな顔なんかしてたのか、俺、と内心自じ嘲ちょうしながら、紘斗は無理矢理笑みを作ってすみれを見上げた。

「その服、変じゃないですよ、超かっこいいです。……あと、今のは杜さんに『儚はかなげ女子』の指導をする練習してたんです。多くの男は『この子は俺が守ってあげないと……！』と思える女に弱くて、しょぼいことでもなにか女に頼られて役に立って感謝されると『俺がこの子を支えてる！』って全ぜん能のう感かんに浸ひたれて嬉しいんです。手を差し伸べる隙もなくバリバリなんでも一人でやれる女だと『君は俺がいなくても生きていけるけど、彼女は俺がいないとダメなんだ。淋しいと死んじゃうウサギみたいな子なんだよ。だから……ごめん』とほんとは全然弱っちくない、ワイヤーレベルに神経太いくせに頼りなげな風情がうまいモテ系女子に搔かっ攫さらわれます。なにがあっても一人でやれる強さは持ちつつ、『私は一人でも生きていけます感』は前面に出さないのが得策です。……って、ここで指導始めるのもなんだから、上に行きましょうか」

　ついさっきまでギラギラと闘争本能を滾たぎらせていたのに、いまは未来予想シミュレーションのし過ぎでテンションがダダ下がり、詠介と結婚可能な女が一緒にいるところを目にする気力もなかったが、自分からわざわざここを指定して来てもらった手前、急に変更するとすみれが不審に思うだろうし、女子化の指導をする約束はちゃんと守らないと、と紘斗は自分を奮ふるい立たたせてすみれと共にエレベーターに乗った。

　七階で降りて、事前に検索しておいた『laラ plumierプリュミエ』というティールームに潜せん入にゅうする。

　あんまり見たくない、見たらきっと傷つくだけだ、という気持ちと、でもどんな様子かチラッと確かめたい、というふたつの気持ちの間で揺れ動く。

　じゃあ、ウェイターが来るまでの間だけ、と自分ルールを設定して視線を動かすと、窓際の席に詠介と相手の女性の姿を見つけた。

　その光景に紘斗の胸はドクンと大きく波打つ。

　すごく会話が弾はずんで盛り上がっている、という様子ではなく、普通に若い男女が向かい合って品よく話しているだけだったが、その「どこにも違和感がなく周囲と調和する男女ふたり」という自然な構図が紘斗の心を軋きしませる。

　……俺と詠介じゃ、おめかししてこんなところでふたりでお茶してたら、結婚式帰りの友人同士かと思ってもらえるかもしれないけど、奇異な目で見られたりもするだろうし、遊園地デートだって、俺とじゃ手を繋つなぐのも暗がりとか人目につかないように気をつけなきゃいけないけど、相手がこんな女子だったら、いつでもどこでも好きなときに好きな場所で、変な言い訳や小芝居もせずに堂々と触れあうことができる。

　やっぱり見に来るんじゃなかった、こんなの見るために、女装までして杜さんも騙だまして……と後悔しつつも、どうしても視線が逸そらせずに紘斗はウェイターに「おふたりさまですか？」と訊かれるまで窓際のふたりを食い入るように見つめてしまった。

　正面を向く詠介の視野から外れた少し離れた席に案内されてからも、口ではすみれに怒ど濤とうの講義を繰り広げつつ、内心は気もそぞろでちらちら詠介たちの様子を窺ってしまう。

　大藤佳か苗なえという女性は、『親のコネと権力と財力にものを言わせて見合いを強行する我わが儘まま娘』というイメージからは程遠い、雰囲気のよい女性だった。

　造作自体は十人並みで、はっきり言って顔だけなら俺のほうが勝つ、と思ったが、醸かもし出だす雰囲気に本物のお嬢様らしい嫌味のない上質さと柔らかさがあり、特上の美人ではないのに表情に可愛げがあって愛らしく見えた。眼差しや話し方から人じん品ぴんの良さが滲にじみ出でていて、もしこの感じの良さがすべて演技で実は腹黒女子だとしたら人間不信になりそうな名女優ぶりで、本当に大切に愛されて育った、詠介と共通するピュアな部分の多い穏おん和わなタイプのようだった。

　清せい楚そな雰囲気は狙ねらったものではなく、本当にすこし内気で自分ではパーティー会場でうまく声がかけられず、でもなんとかまた詠介に会いたくて父親に頼んでしまった、というのが本当のところのようで、佳苗の瞳は詠介への好感に溢あふれてキラキラしていた。

　詠介はといえば、センスのいい航介さんに見立ててもらったのか、見慣れぬ新調のスーツに身を包み、それだけでも男前度が数段上がっていたが、さらに表情が、紘斗が推すい奨しょうした「はにかみ笑顔」は封印して、ぶーたれまではいかないが（早く終わりたいけど、一応二時間はここにいないと）という素そっ気けなさが浮かんでおり、それが却かえって詠介の元々精せい悍かんな造りの容よう貌ぼうを大人びたクール系に引き立てていた。

　亜あ美みちゃんとの初デートの時のように『失敗してはいけない、なんとかうまくやらなきゃ』というプレッシャーがないせいか、緊張しておどおどすることもなく、『もう思ったようにやる。別に気に入られなくていいし、しくじっても構わないし』という気負いのなさと、元々育ちがいいので素で身についているエスコート力が功こうを奏そうし、タイミングよくお茶やスイーツを追加注文してあげたり、淡々と洗練された振る舞いを続けていた。

　……なんだよ、俺の手助けや指導なんかなくても、自分でちゃんとやれるじゃん、と成長を喜ばしく思う気持ちと、もう俺がフォローしなくても大丈夫になってきてるんだな、まだもうすこしボンクラのままでいてくれてもいいのに、となんとなく淋しい気持ちも湧わいてくる。

　詠介はその後もあまり愛あい想そは見せないが、相手の話にきちんと返事をし、たまに本当に面白いと笑みを浮かべるので、ずっと作り物のはにかみ笑顔を浮かべているより値あたい千せん金きんのツンデレ効果を生み、佳苗は詠介の口元に時折微笑が浮かぶたびにぽわっとのぼせたような顔になる。

　詠介は感じよく振る舞おうという努力を放ほう棄きしていたが、その力みや媚こびのない態度に佳苗がますます好感度を上げているのは明らかだった。ただ詠介のほうに気がないことも明らかで、今回の見合いは佳苗が望んでも詠介がなんの迷いもなく断ることは疑いようもなかった。

　……でも、今回はセーフでも、いつかセーフじゃなくなる日が来る。詠介が本当にこういう女性と家庭を築くことになったら、そのとき俺はポリシーを貫つらぬいて潔いさぎよく諦められるんだろうか、と自問した途端、答えを出す前にティーカップを持つ手が細かく震えてしまう。

　紘斗は心の動揺をすみれに悟さとられないように、意識して手に力を込めてカチャカチャ音を立てずにそっとソーサーの上にカップを戻した。

　その手元を見ていたすみれが感心した口調で、

「なるほど、普通の女子はそんなに壊れものを扱うみたいにカップを持つんだね。ちょっと待って、いまメモるから。『儚げ女子のポイント⑧　カップは重くて耐えられないみたいに手を震わせて持つこと』」

　独りごちながらスマホのメモ帳画面に人差し指を滑すべらせるすみれに思わず苦笑する。さっきから自分がほぼ上の空で指導していることに気づかずにいてくれるすみれの鈍にぶさに感謝しつつ、

「いや、違います。いまのは、えっと、ちょっと手が攣つっちゃって。……あの、杜さん、いまからどっか近くのデパート行って、杜さんに似合いそうなスカート物ぶっ色しょくしませんか？」

　まだ三時前だったが、もうこれ以上詠介の見合いを見ていたくなくて、紘斗はすみれに抜け出す提案をした。

　俺のセンスじゃいまいちかもしれないけど、男目線でアドバイスできるし、と言うと、すみれは「いいの？　ウィンドウショッピングにつきあってもらえたら助かるよ」とイケメン顔に嬉しそうな笑みを浮かべる。

　ふたりで席を立ち、伝票を持って出口に向かう途中、

「私が払うよ、指導の御礼に。伝票くれる？」

「いや、ここは俺が。こんなかっこですけど、男だし」

「でも紅茶一杯千五百円もするよ。バイトの時給より高いし、やっぱワリカンにしようか」

　などとひそひそ話しながらすみれのほうを見ていたので、前から来る親子連れの小太りの小学生男子がはしゃいで急に突進してきたのに気づかずドンと正面衝突してしまう。

「うわっ！」

　思わずよろめいた紘斗の両肩をすみれが背後から支えてくれ、「大丈夫？」と耳元で問う。

「すいません、ありがとうございます」と振ふり仰あおいで礼を言い、小太り男子の母親が「申し訳ありません」と慌てて詫わびてくるのにも「平気です」と裏声で答え、ティールームを後にした。

　そのあと似合うスカート探しのショップめぐりをし、「断然こっちですよ」「ええー、短いよ」「この程度でなにをいうって感じですよ。女子の脚は出すものです。と大抵の男は思ってます」などとすみれとやりとりするうちにだんだん気が紛まぎれて、沈んだ気持ちが和やわらいできた。

　……さっきは暗いシミュレーションしてへこんだけど、今すぐ終わりの日がくるわけじゃないし、今現在、詠介と一緒にいられる時間を大事にしたほうがいいかも。いままでたくさん変な策さく略りゃくや遠回りを繰り返してやっと両想いになれたんだから、遠い先のことを憂うれえていたら、もったいない。いまふたりでいられる幸せを精一杯大事にして過ごせば、いつか終わりが訪おとずれても「あんなに一生懸命恋したんだから悔くいはない」って思えるかもしれないし……。

　そう考えたらすこし吹っ切れて、後で詠介と待ち合わせるときは最高に優しい顔で会おうと思いながら三時半を迎え、紘斗はそろそろ女装解除しなくては、とすみれに切り出した。

「すいません、俺、これから用があるので、これで失礼します。あと、うちの姉がもしよければメイクの仕方とか実地で教えてあげるよって言ってました。杜さんは素材がいいから、ちょっとポイントメイクしただけでもイケメン男子からゴージャス美女に変身すると思うし、もし興味があったら、試しに一回やってもらってもいいんじゃないかなと思うんですけど」

　すみれは「え」と狼狽うろたえつつ、

「メイクしたことないし、化粧品も持ってないんだけど、一回お願いしてみようかな。谷地くんのその美女メイクを仕上げたお姉さんだもんね。プロ技を研究したいから写メ撮っていい？」

　と紘斗の顔を接せっ写しゃした後、肉眼でも細部を確かめようと顎あごクイして凝ぎょう視ししてくる。

「……やっぱこの下まぶたの目め尻じりのシャドウがポイントなのかなぁ。すっぴんのときの谷地くんの目って切れ長でちょっと目尻吊ってるのに、このぼかしがあると、ちょっと垂たれ目っぽさが出て色っぽくて可愛いし」

「……杜さん、ちょっと顔近いです。そんな寄るとひげの剃そり跡見えるかもですよ。なんつってあんまり生はえないんですけど。じゃあ、メイクの件は姉に言っときますので、俺はここで」

　うん、今日はありがとう、私はもうすこしお店見てくよ、と言うすみれに手を振って別れる。

　待ち合わせの時間までに間に合うように早く男に戻らないと、後ろがボタン留めになってて脱ぎにくいワンピだし、と焦あせりながら、コインロッカーのある駅へ行こうとエスカレーターに向かったとき、いまこの場にいるのはおかしい人物と目が合い、紘斗はぎょっと足を止めた。

　どういうわけかエスカレーター脇の壁の陰に詠介が立っており、なぜか唇を嚙みしめて悲愴な表情を浮かべ、赤く充血した目で詰なじるような視線を向けてくる。

「……おまえ、なんでここに……どうしたんだよ」

　まだ見合い中のはずだろ、と驚きと狼ろう狽ばいに上ずった声で問うと、詠介はぎゅっと眉を顰ひそめ、

「だ、だって……紘兄が……俺に隠れて浮気してるからじゃん……！」

　そう叫ぶと同時にだぁっと両目から涙を溢れさせる詠介に「はぁ!?」と紘斗は仰ぎょう天てんする。
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　デパートのエスカレーター前で、人目も憚はばからずにぼたぼた涙を零こぼされ、

「ちょ、なに言ってんだ、してねえよ、浮気なんて。つか、泣くなよ、こんなところで！」

　妙な言いがかりと泣きっぷりに焦ってしまい、後で会ったときには最高に優しい顔で、などという思いもすっ飛び、思わず叱りつける。

　詠介はなおも泣きながらキッと険けわしい表情で紘斗を睨にらみ、

「してたじゃん！　全部見てたから、ホテルからずっと後尾つけて！　ティールームで子供とぶつかった時の声で『あ、紘兄の声だ』って気づいて振り向いたら、いままで一緒にいた超かっこいい人に肩とか抱かれてたじゃん！　女装してるのにも驚いたし、『その人、誰!?』って超びっくりして、それからずっと追いかけて、一部始終この目で見たから言い訳はできないよ！　俺にも誰にももう絶対女装しないって言ってたのに、そんな完璧女装して、ニコニコベタベタ、ひそひそ内緒話もしながらスカート選んでもらってたじゃん！　紘兄、浮気してないとか言ってるけど、紘兄はどうでもいい人と女装してお茶したり、買い物したり、写メ撮らせたり、公衆の面前で、キ、キスまでさせる人じゃないじゃん！　浮気じゃないなら、本気？　いつのまに俺以外の……ひどいよ！　俺が嫌々接待させられてる隙に他の男と会ってるなんて……！」

「いいからもう、おまえちょっと黙れ」

　駄々っ子のように泣き喚いて大量の涙で床を濡らす詠介の主張に呆あっ気けに取られながらも、紘斗はじわじわ込み上げてくる笑いを堪こらえ切れずに必死に嚙み殺す。

　完璧な勘違いと曲きょ解っかいのオンパレードで勝手に傷ついて非難して号ごう泣きゅうする詠介を見ていたら、こいつはほんとにガキっぽすぎてどんくさすぎてボンクラすぎて、でも俺のことを好きすぎて、可愛すぎる、と悶もだえたくなる。

　しなくていい嫉妬をして、さっきの見合い中の大人びた顔が思い出せないくらい、チビで泣き虫だった頃のようにダダ泣きする詠介を泣き止やませたくて、紘斗が誤解を解こうとしたとき、ふと周囲を行き交う人々から注目を浴びていることに気づく。

　カップルが痴ち話わ喧げん嘩かして、女が男を泣かせている図に見えるらしく、買い物客や店員に興味と好奇の視線を向けられて紘斗は渋じゅう面めんを作る。

「……ちょっと来い。おまえのせいでじろじろ見られてるから、場所変えるぞ」

　カフェにでも入ろうかと思ったが、泣き顔の詠介を衆しゅう目もくに晒さらしたくなかったので、手っ取り早くふたりだけになるために、紘斗は詠介の腕を摑んで下の階の多目的トイレに移動する。

　鍵をかけて紘斗はくるりと振り返り、まだ止まらない涙を左手の甲で何度も拭ぬぐいながら紘斗を目で咎とがめてくる詠介に言った。

「あのな詠介、おまえ激しく誤解してるから、ちゃんと俺に言い訳させな？　俺は浮気なんかしてない。したのは……おまえの見合いの偵察だよ。やっぱり、……ちょっとだけ気になったから。これはそのための変装で、一緒にいた人はカムフラージュでつきあってくれただけ。前に話した杜さんていうバイト仲間で、れっきとした女子だから。もちろんキスなんかしてねえし。アイメイクの研究させろって顔近づけられたから、アングル的にそう見えただけだよ」

「えっ……？」

　詠介は驚愕に目と口をぱかっと開き、どばどば流していた涙を一瞬止める。

「……う、嘘、マジで……？　あの人女子なの!?　じゃあ、ほんとに浮気じゃなくて、全部俺の思い込みと勘違い……？　嘘……ヤバい、どうしよう、超恥ずかしい……！」

　己の大だい失しっ態たいにかぁっと赤面してうろたえる詠介に紘斗は苦笑を嚙み殺す。

「うん、恥ずかしいな、すごく。人前であんなに泣いちゃってさ。あんなボンクラな修しゅ羅ら場ば、一生忘れらんねえよ。……杜さんのことは、前に女っぽくない人だって言っただろ。『ほぼ男に見える』って正確に言えばよかったけど、杜さんの名誉棄き損そんに当たるかと思ったしさ。スカートだって杜さん用に選んでただけだし、ひそひそしてたのは声で男だって店員さんにバレないようにしてただけで、おまえとの仮想デートのときもひそひそしたじゃん。ただそれだけ」

　これで浮気じゃないってはっきりわかっただろ？　と言うと、詠介は握った拳こぶしを口元に当て、

「そ、そうだったんだ……。でも、紘兄と杜さんを見た瞬間、あのイケメンが女子って思わなかったから、頭が真っ白になって、絶対嫌だってことしか考えられなくて、ふたりが出てくの見たら、もう見合いなんかしてる場合じゃなくて、大藤さんに『すみません、俺恋人がいるので失礼します』って置いてけぼりにしちゃったし、尾行してる間、ずっと『なんで？』『嘘だ、こんなのなにかの間違いだ』ってぐるぐるしてショックで泣きそうになってて、紘兄とあの人がキスしてるみたいに見えたから、紘兄は好きな人としかキスしないって言ってたのにしちゃったから、もうダメだ、紘兄には俺より好きな人ができちゃったんだって絶望して、紘兄に捨てられるって思ったら、涙が勝手に出て来ちゃって、俺がボンクラだから見限られたんだろうし、相手の人のほうがいい人ならしつこく追おい縋すがっちゃいけないと思ったけど、でも紘兄は俺にボンクラでもいいって言ったのに！　とか超悲しくて悔しくてもっと泣けてきて……」

　また浮気疑惑で尾行中の切ない気持ちを思い出したらしく、じわっと瞳を潤うるませる詠介を見上げ、やっぱり似た者同士だな、俺たち、お互いが好きすぎて、また同じようなことを悩んで勝手に傷つくとこまで一緒で……、と笑いたいような泣きたいような気持ちで紘斗は眉尻を下げる。

　やっぱりこいつには俺がついてないとダメだし、俺もこいつじゃなきゃダメだから、俺からは離れちゃいけないみたいだ、と心が決まる。

　紘斗は詠介に見せたかった心からの優しい笑みを浮かべ、

「……詠介、俺はこれからもおまえが悲しむようなことはしないから、安心しろよ。おまえのこと本気で好きだから、浮気なんかしないし、庶民だから見合いも偽装結婚もしないし、おまえがもし結婚するから関係を終わりにしてくれって言うなら、まあ一発殴るかもしんねえけど、身を引いてやるし、結婚してからも愛人になれって言うなら、ポリシーには反するけど、なってやるよ。俺はちゃんと資格のある職に就つくし、おまえからお手当もらってマンションの一室に囲われて、おまえの訪れだけをぼんやり待つ愛人にはならねえけど。ちゃんと自力で『一人でも生きていけます系』の生活しつつ待ってるから、おまえは来れるときに来ればいいよ」

　最大限の愛情表現として今後の人生設計プランを伝えると、詠介は「……え」とたっぷり十秒間制止してから「ええっ、愛人!?　なに言ってんの、紘兄……！」と目を剝むいて叫んだ。

　だっておまえは檜山家の後継ぎだし、とさっき脳内で繰り広げたリアルな未来予想を話すと、

「……ありえない……、その展開も結論も、紘兄の妄想力の突とっ飛ぴさも」

　と詠介は啞然とした顔で呟く。

「なんでだよ、超ありうる展開じゃん。俺、おまえをひとりで待つ部屋のインテリアとか、航介さんにうちの敷地をぺんぺん草一本ない更さら地ちにされるとことか、まざまざ想像できたもん」

　そう言うと、詠介ははぁ、と大きく吐息を零こぼして顔を上げ、「紘兄、聞いて」と真しん摯しな口調で言葉を継いだ。

「俺は絶対に偽装結婚なんかしないし、なにがあっても紘兄と一生一緒にいる。俺が本当に結婚したいのは紘兄だけだから、一番大事な紘兄を日陰の立場になんか絶対しない。いくら周りに脅迫されても、嘘でもほかの人とは結婚しない。今回、見合いをセッティングされても断れなかったから信用ないかもしれないけど、次から絶対に断る。人見知りだからとか、まだ若いからとか、そういう理由で誤魔化すんじゃなくて、ちゃんと両親に、紘兄が俺の唯一の人だって話すから。認めてくれなくても俺はそれ以外の道は選ばない。俺だって、紘兄を悲しませたり苦しませること、意図的にも無自覚にも絶対やりたくないから。早くちゃんとまともに仕事できるようになってコミュ力も鍛きたえて、周りに俺の言うことを聞いてもらえるような力をつけて、結婚はしないし、後継ぎも作らないって押し通す。社長業は俺の代で会社が潰つぶれないように頑張るけど、後継者は血縁じゃなくて実力のある人を指名する。普通に結婚しても必ずしも子供ができるわけじゃないし、養子っていう手もあるし、紘兄が思ってるような未来にしないで済む方法はあるから、もう勝手に変なシミュレーションしてへこんだりしないでよ。……信じて、俺たちにそんな未来は来ないから。俺が変えるから」

「……詠介……」

　真顔で紡つむがれる詠介の未来予想図は、楽観的で非現実的な夢物語にしか聞こえなかったし、「ほんとかよ、さっき大泣きしたボンクラにそんなことできるのかよ」と言いたくなったが、もし本気で努力すればその未来が手に入ると詠介が信じているなら、自分も信じて頑張ってみようかな、と思えた。

　うまくいくかどうかはわからないが、未来はまだ決まっていない。

　きっとこうなるはず、なんて最初からネガティブに考えてたら、自分からその通りの未来にしてしまうかもしれない。でも詠介みたいに自分の中で譲ゆずれることと譲れないことを秤はかりにかけて選び取って、障害があっても諦めずに立ち向かおうとすれば、なんとか自分たちの望む未来に近づけるかもしれない。

　紘斗はじんわり瞳が潤んでくるのを感じながら、詠介を見上げた。

「ありがとう、詠介……。そんなことちゃんと考えてくれてたんだって、すごく嬉しかった。……今日、俺、いろんなおまえを初めて見て、何度も驚いた。お見合いの席でソツなく振る舞うとことか、あんまり笑わないクールな顔とか、俺に怒って怒鳴るおまえも初めて見たし。……けど、一生一緒にいられるように未来は俺が変えるって言い切ってくれたおまえに、生まれて初めて頼りがいもあったんだってわかって、それに一番びっくりした」

　素直じゃない言い方で感激した気持ちを伝えると、詠介は照れと拗すねの混じったような声で言った。

「そこは普通、びっくりするとこじゃなくて、惚れ直すとこじゃないかな」

　もっともな主張に破は顔がんして、紘斗は裾すそを翻ひるがえして詠介に駆け寄り、ヒールのおかげでいつもより近いところにある首に両腕を回して引き寄せながら囁いた。

「……ねえ、俺いま元々一番好きな人のこと、惚れ直してもっと好きになっちゃって、好きな人としかキスしない主義だから、ものすごくその人とキスしたいんだけど、……口紅塗ってるし、またトイレの中だから、ここじゃやだって、その人言うと思う……？」

　詠介と初めてキスしたのもトイレだったので、またこんな色気のないところで、と自分でも思ったが、どうしてもいますぐしないと気がおさまらず、上目遣いで誘いをかける。

　ちゃんとこれからコインロッカーに寄って着替えて素顔に戻って、電車に二時間乗って千葉にあるサントリーニ島みたいな別荘に着いてから、ゆっくり愛を確かめ合うつもりだが、そのまえにちょっとだけ詠介補給をしないと、電車内で待ちきれずにキスしてしまいそうだった。

　詠介は真顔で一瞬止まり、次の瞬間、返事より先に唇を塞ふさいできた。

「……ン……ンン……ん……」

　久々に妄想じゃない本物の詠介の唇の感触を味わう。

　もっと欲しくて薄く唇を開いて招くと、すぐに詠介の舌が入ってきて口づけが深まる。

　激しく舌を絡からめながら、ぎゅぅっと強く搔かき抱いだかれ、これは自分のもので誰にも渡さないという必死さで唇と身体を隙間なく擦こすりあわされ、触れ合ったすべての部分が熱くなる。

「……んっ……んぅっ……んぁ……」

　長い焦じらし期間に独学でイメトレした成果なのか、詠介のキスはこちらがリードしなくても遠慮なく紘斗の口の中を舐なめ回まわし、とろけるくらい甘ったるいキスに芯しんまで痺しびれそうになりながら夢中で応こたえる。

　舌を絡めあわせてお互いの口こう中ちゅうを行き来し、音を立てて唾だ液えきを飲みあい、長くてねっとりしたキスを交わす。ようやく唇をほどくと、紘斗ははぁはぁ肩を喘あえがせながら詠介の首にしがみついて耳元に囁いた。

「……ねえ俺さ、いまのキスがものすごくよかったから、これだけじゃ全然気が済まなくなっちゃった……。キスしたらひとまず落ち着いて、房総まで二時間我慢できると思ったのに、おまえが超エロいキスなんかマスターしてるせいで、落ち着くどころか、ますます続きしたくなっちゃったから、責任取れよ……」

　キスの余よ韻いんで痺れた舌先で相手の耳の穴を突きながら甘く詰ると、詠介は赤い顔で目を瞠り、

「そ、そんなこと言ったって……、キス教えてくれたの紘兄じゃん……。もちろん俺だってすごく続きしたいけど、でも……ここ、トイレだよ……？」

　と焦った声で訴うったえてくる。

　躾しつけのいい詠介は、ＨはＨにふさわしい場所でするものと思っているらしく、余計いますぐふさわしくない場所で乱れさせたくなる。

　もうスイッチが入ってしまったので、「だってもうファーストキスもファーストコンドームも、いまのプロポーズみたいな言葉もみんなトイレの中だったんだから、ついでにトイレでエロいことしたっていいじゃん」とさらに誘いかけようとして、でもたしかにここで始めてしまったら、長く個室を占せん拠きょすると人様に迷惑がかかるし、清掃係にノックされたりして落ち着かないかも、と思い直し、紘斗はチッと小さく舌打ちすると、「じゃ、また場所変えようぜ」と詠介の腕を引っ張ってトイレを後にする。

　ど、どこ行くの、と戸惑った声を出す詠介の左腕に自分の両腕を巻きつけ、

「どこだと思う？　ヒントはね、おまえがまだ行ったことなくて、でかいベッドとガラス張りの風呂と、カラオケとかテレビとか、いろんなエログッズの販売機とかがあったりする、デパートの多目的トイレより安心していちゃいちゃできるところ」

　とモロすぎるヒントを与える。

　いくらウブでもさすがに通じたらしく、サッと初うい々ういしく頰を染める可愛い恋人に笑って一層強く腕を絡める。女装中なので堂々と街中でこんなことができ、ウィンドウに映る自分たちを見てテンションが上がる。みんなに見せつけたい気分で詠介の二の腕に頰もすり寄せてべったりひっついて歩いていると、嬉しくてヒールの歩きづらさもほとんど感じなかった。

　しばらく歩いて最初に目についた目的地に飛び込み、部屋に入ると、初めてのラブホにドギマギそわそわした様子で詠介は室内を見回している。

　紘斗はくすりと笑い、後ろを向いて背中に垂れたウィッグの髪を片手で寄せてうなじを見せ、

「……ねえ詠介、早く裸になりたいから、脱ぐの手伝ってくれる……？　このワンピ、ファスナーじゃなくて細かいボタンがいっぱいついてるデザインだから、自分でやると時間かかるし」

　逸る気持ちを抑えきれずに頼むと、「あ、う、うん……」と上ずった声で背後に立った詠介の手が軽く触れただけで期待にぞくっと震えが走る。

　早く脱がせてもらって、詠介の小こ洒じゃ落れたスーツも速攻で全裸にひん剝いて、一緒にシャワーを浴びて、ベッドに戻るのももどかしいからお風呂でまず一戦迫せまっちゃおうかな、などとかすかに息を荒らげながら待っているのに、詠介は緊張と興奮で両手の指先が震えて一番上のボタンすらなかなか外せず苦戦している。

　最初は（女の服を脱がせたことがない、俺としかしてない証拠だから、嬉しいかも）と物慣れなさが微笑ましく思えたが、だんだん「あ、あれ……？　なんか、ボタン小さいし、固くて、うまく外せない……」と焦った声で呟きながらもたもたとようやく二個外した時点で痺れを切らし、紘斗はキッと振り返って叫んだ。

「もうっ、トロくせえな！　早くおまえとＨしたくてカウパーだらだら垂たらして下着濡らしながら待ってんのに、この期ごに及んで余計な焦じらしプレイすんじゃねえ！　もういいっ、自分で脱ぐ間も惜しいから、このまま着エロすんぞ！」

「えっ、着たまま？」

「おぅよ、だっておまえ、女装プレイもしたことねえだろ？　俺もないけど、たぶんこの先もう二度と女装なんかしねえから、これが最後のチャンスだし、俺はおまえのＨ系のお初は全部俺が奪うって決めてんだ！」

　黙っていれば上品系に仕上げてもらったのに焦らされすぎて台無しな鉄てっ火か調で啖たん呵かを切り、紘斗は詠介の前に両膝をついて性急な手つきでトラウザーズの前立てをあけて性器を取り出し、両手で扱しごきながら先端を咥くわえ、舌を閃ひらめかせてれろれろと絶妙な動きで舐め回す。

「わ、ちょ……あっ、紘兄っ、……すご、……んぁっ」

　詠介の快感に上ずる喘ぎ声は本当に可愛くて、もっと喘がせたくてたまらなくなる。

　手で支えなくても硬く反り返る性器を深く飲み込み、両手で詠介の腰を摑んで大きく頭を前後に振り立てる。

　上うわ顎あごに先端を押しつけながら頭を動かすたびにウィッグの髪が顔の横で揺れ、鬱陶うっとうしさにバサッと後ろに振り払おうとして、（やっぱり、せっかくの女装プレイだし、こっちのほうが萌えるかも）と詠介を見上げて咥えたまま片耳にかけてみる。

　あ、あ、やば、きもちい、と悶もだえる声を聞いているだけでこちらも昂たかぶり、スカートの中に片手を忍ばせて自分の勃ぼっ起きした性器をまさぐりながら夢中でしゃぶりたてる。

　喉のど奥おくまで飲み込んだ長い茎くきをずるーっと唇できつく吸い上げながら先端まで大きく引き抜くと、咥えた詠介の性器にうっすらピンクベージュのグロスがついているのに気づく。

　自分の唇から擦こすれ落ちた色味がわずかについた詠介の性器が、妙になまめかしくいやらしさを増したように見えて、ドキドキした。

　エロく薄化粧した性器を口に咥えて眺めているだけで軽くイきそうに興奮したが、俺より詠介をもっと煽あおって興奮させてやらないと、俺以外の人とはＨする気もおきないくらいメロメロにして、俺との行為が一番刺激的で気持ちよくて興奮するんだって刷すり込こまなくちゃ、と思いながら、紘斗ははちきれそうに充実した性器を名な残ごり惜おしく口から抜く。

　ちゅ、と先っぽに口づけ、ほとんどルージュとグロスの取れた濡れた唇を手の甲で拭いながら立ち上がり、その場でハイヒールを脱ぐ。

「……ねえ詠介、おまえのために、ちょっとプチストリップしてやるよ」

「え……？」

　紘斗はワンピースの裾すそから両手を差し入れ、穿はいていたストッキングを軽く腰を振ってダンスでもするように下ろしながら脱ぎ、片手で高く掲かかげてからポトリと床に落とす。

「ストッキングなんて穿いたの初めてだし、今日はブラもつけてパットも入れたんだ。偽物だけど、俺に形のいいおっぱいがついてるみたいだろ」

「……う、うん……」

　自分の両手で胸を揉もんでみせると、詠介はさらに赤くなってゴクリと生なば唾つばを飲みこむ。

　紘斗はまたスカートの裾に両手を入れ、詠介の目を見ながら下着をゆっくり膝下まで下げ、片足の指先に引っかけて脱ぐと、ポイと詠介のほうに足を高く上げて抛ほうる。

　まくれた裾から中が見えるか見えないか微妙な高さまで上げた足を下ろし、詠介を見上げる。

「……見えた？　もう勃っちゃってるんだけど、澄ました顔で立ってたら、ただの綺麗なお姉さんに見えるだろ？　……でもスカートの中、ノーパンなんだよ？　興奮する……？」

「……す、する……」

　素直に赤い顔で頷く詠介に笑みかけ、紘斗はさらに不謹慎な提案をする。

「……ねえ、どうせだから、『痴ち漢かんプレイ』してみる？　おまえは品行方正な坊ちゃんだから、一生ほんとの痴漢はしないだろうし、もしおまえがやりたかったら、いま俺にしてもいいよ？」

　ウブな詠介にふしだらでおみだらなことをあれこれ仕掛けるのが楽しくて、煽っているうちに、つい自分のほうが詠介に痴漢されるシチュに萌えを感じて、されてみたくなってしまう。

　紘斗はくるりと背を向けて、誘う目つきで振り返る。

「……ねえ詠介、今ここが満員電車だとして、俺の後ろにおまえが立ってて、おまえは痴漢なんて考えたこともないんだけど、前にいる綺麗なお姉さんが超好みでドキドキして、電車が揺れて後ろから押されてお姉さんに密着しちゃったら、『お姉さんノーパンだ！』って気づいて、うわ、どうしよって焦りつつ興奮してきちゃって、急行だから次の駅まで時間あるし、もうお尻撫でたり、スカートの中に手を入れて生尻触ったり、おっぱい鷲わし摑づかみして揉んだり、『ごめんなさい、犯罪だけど、どうしてもしたいんです！』的な感じで触ってみたくない……？」

　自分で言葉通りの動作をしながら、「……どう、ちょっとその気になってきた？」と唆そそのかすと、詠介は真っ赤な困惑顔で「……どうしよう……なっちゃった……」と口ごもる。

　紘斗は艶えん冶やに笑んで、「他の女子にほんとに痴漢したら殺すからな」と念のため釘くぎを刺し、軽く腰を突き出して黒いスカートの尻をふりふりして「俺になら触っていいけど」と詠介を促うながす。

　真後ろに立った詠介が、すこしためらうように手を宙にさまよわせてからワンピの上からそっとお尻に触れてくる。さわっと遠慮がちなソフトな触り方が詠介らしくて、もどかしくもときめく。早く生で触ってこいよ、と待っていると、詠介はお尻から手を離して今度は後ろから両腕を回して大きな掌てのひらでそっと偽にせ乳ちちを包んできた。本物の自分の胸ではないのでパット越しの感覚しかないが、視覚的には膨らんだ胸を詠介の手で揉まれているように見え、詠介に痴漢されている自分というシチュに倒とう錯さく的な興奮を覚えてしまう。

　が、詠介は「……んー、なんか、これはもういいや」とあっさり偽乳から手を離した。

「ほんとの紘兄の胸じゃないから、別にこれを触らなくてもいいって感じかな」

　あ、そう、とひとりで興奮していた自分に軽く赤面していたら、詠介はスカートの裾すそをすこしめくって片手を差し込み、ウエストラインの隙間から胸まで直じかに肌を這い上るように掌を潜もぐらせ、ブラとパットをかきわけて紘斗の乳首を指先で探り当てた。

「アッ……ん」

　敏感な乳首に直接触れられて紘斗が思わず声を上げると、詠介は「やっぱ小さくてもこっちのほうがいい」と嬉しそうに言い、もう片方の手も下から差し入れて、両胸の尖とがりを捏こね回まわす。

　詠介は狭い隙間に潜らせた両の掌で乳首を指の間に挟んだり、指の腹で撫で転がしたり、紘斗の乳首を愛いとおしそうに弄り回してくる。

「あっ、ぁん、乳首、きもちい……おまえの触り方、好き……」

「……ほんと……？　よかった……。俺も、気持ちいい……紘兄のおっぱい、超可愛くて好き」

　陶とう酔すいしたような声で囁かれ、これだけじゃなくてもっと触って、と紘斗は詠介の片手を裾がまくれあがってむき出しになっていた自分の性器に導く。

「……ねえ、乳首と一緒にこっちも握って……？　あとお尻にも、おまえのおちんちん、擦りつけてほしいんだけど、してくれる……？」

「……えっと、それは素す股またっていうやつ？　足の間に挟んでズコズコすればいいの……？」

　子供っぽい言い方が可愛くて、「うん、そう。やって？」と甘え声でねだる。

　すぐにエロ単語が出てくるあたりが自主学習の賜たま物ものらしく、きっと詠介のことだから、エロ知識の習得も真面目に文献に付ふ箋せん張りながら読んでそう、と想像して微苦笑していると、ぐりっと長くて太い性器を尻の間に押し込まれる。

「あっ、ん……ンン」

　紘斗がしゃぶった唾液を纏まとう熱い性器を閉じた足の間にねじ込まれ、敏感な狭い道をゴリゴリしたもので奥まで辿られると、詠介のトラウザーズのファスナーや布地が生尻に当たる。

　ズッズッと腰を揺らして会え陰いんを擦られ、乳首と性器も同時に愛撫されたら、膝が崩れそうで、もうそれ以上立っているのは無理だった。

　紘斗は詠介の屹きつ立りつをきゅっと腿ももに力を入れて締めつけながら振り返り、

「ねえ、もうベッドいこ……？　もうエロい遊びは終わりにして、ちゃんと抱いて？　おまえのこれ、外側じゃなく中に挿れて、おまえとちゃんとＨしたい……」

　腿で擦りあわせるように揉みながらねだると、詠介はくっと奥歯を嚙みしめて堪え、

「……もう、変な遊びしてきたの、紘兄のほうなのに。ほんとにエロいお兄さんなんだから」

　と呟きながら紘斗を抱き上げてベッドへ直行する。

「エロいお兄さん、嫌いかよ」

「……好きだけど」

　じゃあいいじゃん、と笑ってベッドに下ろされた途端、ころんと四つん這いになる。

「詠介、ちょっとあそこの販売機で、ジェルかローション、なんでもいいから買ってきて。旅行用に用意はしてきたんだけど、いまコインロッカーに入ってて、ここにあるバラの小さいバッグにはお尻濡らせるようなもの、入ってないから」

　あ、うん、と詠介が一旦ベッドから離れたので、スカートの裾を先に自分でまくってお尻を丸見えにして露ろ骨こつに誘うのと、詠介に裾をめくらせて御ご開かい帳ちょうする愉たのしみを取っておくのとどっちが好みかな、と考えながら待っていたら、すぐに詠介がぎしっとベッドに乗り上げてきた。

　あれ、もう買ってきたのか、と振り向くと、詠介はなにも持たずにスカートをまくりあげ、紘斗の尻たぶを左右に開いて顔を寄せてくる。

　ぎょっと目を瞠って、「ちょ、なにやってんの、やめろよ、おまえ、そんなこと……」と焦って身を捩よじろうとすると、詠介に腰を抱え込まれて阻はばまれる。

「潤じゅん滑かつ剤ざいのほうが潤滑効果が高いとは思うけど、紘兄のお尻舐めたいから、俺の唾液で濡らさして？　足りなそうなら後で買ってくる。こういう愛撫を『アニリングス』というって文献に載ってたし、動画でも見て、ずっと紘兄にやってみたかったんだ」

「え……」

　さっきまで紘斗が大胆なことを言って詠介を驚かせるパターンだったのに、いまは逆に詠介の言葉に紘斗が狼狽させられる。

　詠介は躊躇なく紘斗の後こう孔こうに舌を這わせ、嫌がる気配もなく唇を押しつけて吸いついてくる。

「ちょ、や、詠介、いいって、まだこんなの、おまえには……アッ、あぁっ、ンンーッ」

　正直、アナルを舐められるのは大好きだったが、詠介にはもっとＨ自体に慣れてから、ちゃんと綺麗にしておねだりしようと思っていたのに、頼みもしないうちにべろべろと遠慮なく舐め回され、驚きと羞しゅう恥ちに余計その部分の感度が上がってしまう。

「やぁ、あぁ、いい、詠介っ……あんっ、きもちい、すご、感じるっ……！」

　舌をねじ込まれて奥まで舐められ、ぬこぬこと抜き差しされる。

　敏感になった粘ねん膜まくに今度は指を入れられ、以前教えたスポットを狙いを違たがえず念入りに刺激され、舌と指の愛撫だけでとろとろのぐずぐずにされてしまい、紘斗はシーツを摑んで涙目で振り向きながら叫んだ。

「……詠介っ、もういいから挿れて、おまえの挿れて……！　早く奥まで、思いっきり突いて……！　もうずっとしたいのに我慢してたから、犯すみたいにやってっ……！」

「……ちょっ、『犯す』とか言うの、やめてよ。俺は紘兄のこと、『愛したい』んだから……」

　可愛い言葉にまたときめいて、受け入れる場所が詠介を恋しがってひくひく蠢うごめく。

　挿れるよ、と掠かすれた声で囁いて詠介が中に入ってきたとき、やっと来てくれた、という喜びで先端を挿れられただけで達いきそうに感じた。

　嬉しくて、内側を進んでくる屹立を襞ひだできつく締めつけてしまい、詠介が背後で快感に呻うめく。

　途中で動きを止めて、紘斗の締めつけに耐えている詠介の性器を後ろ手で摑み、まだ半分外にいる大きくて愛しいものを握ってこすこすと可愛がっていると、「もう紘兄、動く前に出ちゃう！」と困った声で叫んだ詠介にずぷんと奥まで押し込まれる。

「あぁっ！　あっ、ぅんっ、あんっ、んぁっ、やぁっ、はぁん……！」

「うぁ……紘兄っ……すご、中うねって、きもちい……紘兄も、いい……？」

「ん、うんっ……気持ちいい、すごくいい、詠介っ、あっ、あぁっ、あぁんっ」

　黒のワンピを着たまま白い尻だけ高く掲げ、ネクタイも外さずに性器だけを出した詠介に深く繋がれ、絞り上げるような内襞と脳天まで届くような突き上げで互いに快感を与え合う。
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　詠介に望み通りの犯す勢いで打ちつけられ、激しく出で入はいりされるたびに長い髪が揺れる。

　こんな女装したのは、『見合いがちょっとだけ気になった』からじゃなくて、ちょっとどころか心配でいてもたってもいられないほど、おまえが大好きだからだよ、と本当のことを言いたいのに、壊れそうに揺さぶられ、紘斗が喘ぎ以外に口にできたのは「大好き」という一言だけだった。







　ラブホで着エロの次にちゃんと全裸になって二戦目をいたしたのち、紘斗と詠介はいま房総方面の電車の中にいる。時間的に車内は空すいており、紘斗たちの向かいの座席には人がおらず、窓ガラスに並んで座る自分と詠介の姿が鏡のように映っていた。

　詠介は事後の余よ韻いんに浸ひたりっぱなしで、ラブホを出てからずっとデレデレに弛ゆるみ切きった表情のままなので、「不気味に思われるからやめろ」と叱りたかったが、隣に映る自分も似たような顔をしていることに気づき、紘斗は薄赤くなってプイと目を逸らす。

　九歳と十一歳のときに一緒に行った場所へ、また十八歳と二十歳になってから一緒に行く、と思うと感慨深いものがあり、また何年後か、何十年後かにもふたり並んでこの電車に一緒に乗れたらいいな、と思いながら窓に映る詠介を見ていたら、「紘兄」と隣から声をかけられた。

「ん？　なに？」

　車内にあまり人がいないので素直に甘い声を出すと、

「あのね、実は、二年のブランクの間も、渡せなかったけど、紘兄の誕生日プレゼント、用意してたんだ。明日家に帰ったら、渡すね」

「あ、ありがとう。悪いな。……ちなみになに？」

　ごめんな、俺は用意してなかった、と心の中で詫わびながら見上げると、詠介はややもじもじした様子で言った。

「えっとね、『死ぬまでに一度は見ておきたい絶景100』と『死ぬまでに一度は見ておきたい世界遺産100』っていう写真集。……またアホな策略をちまちま考えてたのかってつっこまれるかもしれないけど、あの頃、どうやって紘兄と関係を修復したらいいか悶もん々もんと悩んでて、ただの幼馴染のままでもいいから、ずっと何年先までも関係が続けられるような設定を考えて、どっちか一冊でいいから写真集の場所を全部制せい覇はする旅行に行きたいんだけど、旅行代は俺が出すから、年に一回か二回、毎年一緒に行ってくれない？　って頼んだら、お互いに社会人になってからも、年に二回くらいなら紘兄は長期休暇の時に海外旅行に付き合ってくれるかなって思って、年に二回行くとしたら、一冊分制覇するのに五十年かかるから、五十年は紘兄を予約済みにできて、ずっと関係が途切れずに続くかもっていう長期遠えん大だい計画を立ててたんだ」

「……ふうん」

　離れていた二年の間もそんなに俺のことを考えてくれてたんだ、と思ったら、じんわり胸が熱くなる。

　紘斗はすこし間をあけてから言った。

「いいよ、じゃあ『絶景』のほうに一緒に行ってやる。けど、旅行代は自分で出すから、年に一回な。……それなら、全部制覇するのに百年かかるから、百年先まで予約済みじゃん」

　そう笑いかけると、「え」と驚いた顔をした一瞬後、詠介の顔に浮かんだ嬉しそうなはにかみ笑顔を紘斗は百年先まで忘れたくないと思った。
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　こんにちは、またははじめまして、小こば林やし典てん雅がと申します。

　今回、お話をなにも考えていない時点で挿絵を麻ま々ま原はら絵え里り依い先生がお引き受けくださったと伺い、めちゃくちゃ嬉しくて、（きゃああ、絵師様買いするほど大好きな麻々原先生に描いていただけるんだ～！）と興奮して小こ躍おどりした直後、（……ど、どうしよう、かっこよくてスタイリッシュな麻々原先生のイラストにふさわしいかっこいいお話を書かなくちゃ……）と動揺し、自分なりにかっこいい話を考えようと努力してみたのですが、欠片かけらも浮かんでこず、担当様に「す、すみません、麻々原先生のイラストにマッチするかっこいいお話がまるっきし思いつきません……」と蒼白になりながらご相談したら、「かっこいい麻々原先生の絵と典雅節ぶしのミスマッチの妙みょうを期待しているので、そう気負わずいつも通りで大丈夫ですよ」と言ってくださったので、安心して超いつも通りのストーリー展開にしてしまいました。

　今回の自分の萌えツボは「幼おさな馴なじ染み」「両片想い」「女装」「○兄にい呼び」「宝塚男役萌え」です。

　年上攻も好きですが、タッチの差で年下攻のほうが好きなので、今回も楽しんで年下攻を書かせていただきました。いつもは偉そうなツン攻をよく書いてしまうので、今回は内気な攻にしようと思ったら、つい筆が滑すべって自分史上もっともドヘタレ攻になってしまい、こんな泣く攻は嫌じゃ！　とドン引かれたらすみません。紘ひろ斗とと共に「もう、しょうがねえな」と思っていただけたらありがたいです。受も、いつもは清純タイプをよく書くので今回は毛色を変えようと思ったら、後篇では常に発情している肉食系にしてしまい、慎つつしみが足りず恐縮です。

　でも麻々原先生が描いてくださった詠えい介すけは本文では情けなさすぎるボンクラ臭が微び香こう程度に薄まってちゃんとかっこいいところもある攻キャラに、紘斗も「女装設定にしてよかった……！」と感かん涙るいにむせぶほどラブリーな女装姿とエロいお兄さんオーラを漂ただよわせた美人受に描いていただけて、本当に本当に嬉しかったです。雑誌掲載時のコメント欄に、中一と小五のときの紘斗と詠介が縁えん側がわでブッチーと戯たわむれながらおしゃべりしている絵を描いてくださり、あぁ、きっとこんな風だったんだろうな、とすごく嬉しくて、今回書き下ろしには絶対昔のふたりの思い出ネタを入れようと思ったら、全然素敵な思い出ネタにならず、さらにボンクラな思い出ネタにしてしまったのですが、このふたりらしい幼馴染感を感じていただけたら嬉しいです。

　最後にこの場をお借りして告知させていただきたいのですが、この本と前後して他社さんから初の非ＢＬ時代劇の侍さむらいイクメン物が発売中です。一見非ＢＬですが、ニアホモのつもりで書いたので、ケンカップル＆ちびっこ萌えのある方はお手に取っていただけたら嬉しいです。

　それでは、また次の本でお目にかかれたら幸せです。ありがとうございました。








	Novel	　	小林典雅［こばやし・てんが］

		　	１月30日。水瓶座。Ｏ型。神奈川県出身。

		　	主な作品に「嘘と誤解は恋のせい」「恋襲ね」、非ＢＬ作品に「三匹の守役」（すべて白泉社）がある。趣味は布小物作り。
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		　	漫画家、イラストレーター。

		　	主な作品に「プリティ・べイビィズ」シリーズ（原作：岩本薫／新書館）、「茅島氏の優雅な生活」シリーズ（原作：遠野春日／芳文社）がある。
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